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           Country Walk  風来坊   
 

                2018.1.25.  By  Mutsu  Nakanishi 

 

Iron Road  縄文 ふらっと訪れた街の景色 四季折々  

日本各地に残る素晴らしい風景  自分だけの景色を見る楽しみ 

歳をとるにつれ、遠くへはなかなか行けませんが、まだまだ元気 好奇心一杯 

神戸を中心に 四季折々の風景を思いついては ふらっと訪ねています。 

毎年 同じ景色を眺めるのも楽しみ ふと見かけた自分だけの景色の発見もう

れしい 

全くの独りよがりの風景の羅列です。 

体力の衰えはいかんともしがたし 

だんだん 山や谷筋をへ入れなくなって きましたが、 

 その分 街歩きの楽しみが増えました 

http://www.asahi-net.or.jp/~zp4m-nkns/


              風来坊 Country Walk                 

        水行末 雲来末 風来末  和鉄の道  風来坊 

Iron Road  縄文 ふらっと訪れた山・里・街角 そして歴史を訪ねて  

日本各地には 自然・人・地域・歴史の痕跡とともに  

地域それぞれ・四季折々 素晴らしい日本の原風景が残り、 

訪れると いつも新しい発見があり、 自分だけの景色で迎えてくれる 

Country Walkの楽しみです

   

日本に「鉄」が伝来して、この「たたら製

鉄」が行われるまで、約800 年の長きに

わたってたたら製鉄法の摸索が続き、その

技術をさらに磨き高めながら1500年続

いてきた日本独自の製鉄技術。 

「鉄は国家なり」「鉄は産業の米」と「鉄」

の力が強調される一方で、文化を育み、そ

こに住む人たちの生活を豊かにし、現在に

至る日本を作ってきた。 

人里離れた里山の谷筋や川筋・海岸などな

どに、産業生産・工房・街・街道などの痕

跡とともに、それに携わった人々の賑わい

や数々のドラマとともに日本の原風景と

いわれるすばらしい景色が今も残ってい

ます。  

そんなIron Road を訪ねつつ、日本各地に残る素晴らしい 

四季折々の風景を求めてCountry Walk 10数年。 

最近は年とともに遠くへ行かれなくなりましたが、 

まだまだ 元気 好奇心も一杯。 

すばらしい景色とともに数々の出会いの楽しみも。 

日本各地のCountry Walkを楽しんでいます。 

  

         2018.1.25. 風来坊 Country walk   Mutsu Nakanishi from Kobe 



                      22001177  風風来来坊坊    CCoouunnttrryy  WWaallkk      

                            水行末 雲来末 風来末  

      2017 風来坊 里歩き・山歩き・街歩き まえがき 

本年も私の住む神戸を中心とした近郊の里を季節折々訪ねる相も変らぬ花便り・近郊ハイクの楽しみに、

本年から始めた肥満解消の一日 8000 歩健康 walk の過程で見つけた神戸須磨界隈の四季の景色も春 

梅・カタクリに始まり、菜の花・桜 そして石楠花・バラへ 夏はクリンソウ・アジサイ・ひまわりそ

して 京朝顔・京都府立植物園のバオバブを訪ねるのも定番に。秋は黄金色 Country Walk に輝く播磨

の田園とヒガンバナから紅葉等々。.毎年同じような景色ばかりで、新しい情報が提供できずですが、自

分的には季節を楽しむうれしい Walki。 そんな中で、私にとっては新しい Country Walk が付け加わ

りました。  

8 月 京都府の東南部 宇治茶の山郷 宇治田原 奥山田の里  ハート型猪目窓が大人気の 

正寿院 を訪ねる  

11 月   古い記憶を思い起こしながらの大阪港の渡し  

 

宇治茶の山郷の自然がハート型の猪目窓から見える景色など孫娘が行こうといわなければ、む見られぬ

景色。また、この walk で宇治川天ケ瀬ダムから豪快に一放水される姿を初めて眺められたのにも感激。  

 

また、親父の記憶が残る港区・大正区の木津川沿岸大阪北港今も現役の渡しを巡る walk にも感激。  

このスライド整理で河島英五が歌う「大阪の歌」に出会えたのもうれしい。  

私の故郷尼崎・親父の勤め先大阪内港大正の街を重ねて元気の出る歌です  

【◆ インタ－ネットより 映像詩   河島英五が歌う「大阪の歌」  

http://www.dailymotion.com/video/x5p059n 

【◆風来坊 Country  古い記憶を思い起こしながらの大阪港の渡し

walk】  

   http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/iron13/1711osakawatashi00.htm     

 

またまだ元気 好奇心もある 水行末 雲来末 風来末 毎日の街歩きが楽しみになりました 

http://www.dailymotion.com/video/x5p059n
http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/iron13/1711osakawatashi00.htm


22001177  風風来来坊坊  CCoouunnttrryy  WWaallkk    ももくくじじ  
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風来坊 Country walk 【16】山山歩歩きき・・里里歩歩きき・・街街歩歩きき  22001177    

  

11..  22001177年年新新春春  １１日日８８００００００歩歩・・早早歩歩きき２２００分分  健健康康 wwaallkk                      1177wwaallkk0011..ppddff      

    気気分分はは好好奇奇心心  一一杯杯のの探探検検気気分分新新春春のの西西神神戸戸近近郊郊をを巡巡るる    22001177..11..11..--11..1199..  

22..  国国指指定定重重要要無無形形文文化化財財  神神戸戸市市妙妙法法寺寺  車車のの里里  車車大大歳歳神神社社のの「「翁翁のの舞舞」」        1177wwaallkk0022..ppddff  

    前前年年のの実実りりにに感感謝謝しし、、そそのの年年のの豊豊作作をを祈祈るる新新春春のの伝伝統統行行事事    22001177..11..1144..夜夜  

33..  22001177年年早早春春  西西神神戸戸神神出出のの里里のの雌雌岡岡山山梅梅林林をを訪訪ねねるる                            1177wwaallkk0033..ppddff  

      春春をを運運ぶぶああたたたたかかなな陽陽気気にに  弥弥生生 33月月  どどここかかでで春春がが生生ままれれててるる  22001177..22..2266..            

44..  早早春春  柔柔ららかかいい日日差差ししがが差差しし込込むむ里里山山のの林林のの中中をを歩歩くく                                            1177wwaallkk0044..ppddff  

      白白川川かからら藍藍那那・・星星和和台台へへ  幻幻のの街街道道  白白川川・・藍藍那那古古道道((徳徳川川道道))          22001177..33..2222..  

55..【【春春のの PPhhoottooアアルルババムム】】神神戸戸のの春春到到来来 22001177  待待ちちかかねねたた春春  CCoouunnttrryy  WWaallkk            1177wwaallkk0055..ppddff  

      早早春春かからら春春爛爛漫漫へへ  駆駆けけ抜抜けけててゆゆくく神神戸戸のの春春をを追追いいかかけけてて、、神神戸戸近近郊郊 WWaallkk        

22001177..３３月月中中旬旬−−４４月月初初      

66..【【写写真真アアルルババムム】】22001177春春  たたたたららのの郷郷  西西播播磨磨佐佐用用へへ  原原チチャャリリでで駆駆けけるる            1177wwaallkk0066..ppddff  

        22001177春春  たたたたららのの郷郷  西西播播磨磨佐佐用用へへ播播州州路路をを原原チチャャリリでで駆駆けけるる」」  22001177..44..1122          

          11..佐佐用用へへのの播播磨磨路路  花花街街道道    

              11..11..  西西神神戸戸・・小小野野かからら北北条条・・加加西西へへ  桜桜堤堤ををトトララババーースス    

              11..22..  中中国国道道にに沿沿っってて  新新緑緑とと桜桜のの山山崎崎断断層層のの中中をを山山崎崎・・佐佐用用へへ    

              11..33..  宍宍粟粟((山山崎崎))とと佐佐用用をを隔隔ててるる切切窓窓峠峠をを越越ええてて佐佐用用へへ  

          22..千千種種川川がが流流れれ下下るる古古代代たたたたららのの郷郷  佐佐用用のの桜桜    

                22..11..  古古代代たたたたららのの里里のの一一本本桜桜  漆漆野野  光光福福寺寺のの大大糸糸桜桜    

                22..22..  姫姫新新線線のの列列車車がが走走るる志志文文川川  のの花花堤堤  久久保保大大橋橋    

          33..春春のの妖妖精精  カカタタククリリ  旧旧三三日日月月町町  弦弦谷谷  冷冷たたいい風風にに立立ちち向向かかっってて、、身身をを震震わわすす  

          44..wwaallkkをを振振りり返返っってて  22001177年年  西西播播磨磨佐佐用用へへ播播磨磨路路原原チチャャリリ wwaallkk  帰帰路路でで    

77..  22001177年年春春  ミミツツババツツツツジジがが岩岩尾尾根根をを彩彩るる須須磨磨アアルルププスス  馬馬のの背背をを歩歩くく            1177wwaallkk0077..ppddff  

久久ししぶぶりりにに栂栂尾尾山山階階段段をを登登っってて  栂栂尾尾山山・・横横尾尾山山かからら馬馬のの背背かからら東東山山      22001177..44..1199..  

88..  22001177  ひひままわわりりのの夏夏  恒恒例例のの夏夏迎迎ええ  播播磨磨ののひひままわわりり畑畑をを訪訪ねねるる                          1177wwaallkk0088..ppddff  

11..東東播播磨磨のの田田園園地地帯帯ににああるる小小野野市市浄浄谷谷  ひひままわわりりのの丘丘                                22001177..77..1199  

        22..西西播播磨磨千千種種川川がが流流れれ下下るるたたたたららのの里里  佐佐用用町町旧旧南南光光ののひひままわわりり畑畑        22001177..77..2200..  

                  ●●  たたたたららのの里里  漆漆野野段段集集落落ののひひままわわりり畑畑    

                  ●●  ひひままわわりり祭祭ののメメイインン会会場場  林林崎崎ののひひままわわりり畑畑  

99..  <<比比叡叡山山 wwaallkk    古古道道  雲雲母母坂坂  &&  八八瀬瀬ケケーーブブルル>>                                                            1177wwaallkk0099..ppddff  

緑緑のの雲雲母母坂坂をを登登っってて比比叡叡山山延延暦暦寺寺へへ  帰帰りりはは八八瀬瀬ケケーーブブルルでで      22001177..55..22..  

1100..  梅梅雨雨入入りり前前「「麦麦秋秋」」のの播播州州路路  播播磨磨富富士士「「高高御御位位山山」」へへ                22001177..55..1177  ..  1177wwaallkk1100..ppddff  

1111..  西西六六甲甲縦縦走走路路のの須須磨磨「「鉄鉄拐拐山山」」山山頂頂かかららのの展展望望  WWaallkk                                            1177wwaallkk1111..ppddff    

          六六甲甲連連山山&&神神戸戸やや大大阪阪湾湾  絶絶好好のの大大展展望望所所がが誕誕生生                      22001177..55..1166..  

  

  

------    次次ペペーージジにに続続くく    ----------  



  

  

1122．．若若草草山山かからら最最短短ルルーートトでで  南南ににそそびびええるる高高取取山山へへ              22001177..55..77..&&  66..55..      1177wwaallkk1122..ppddff  

崖崖下下のの周周囲囲かからら取取りり残残さされれてて残残るる不不思思議議なな谷谷筋筋地地形形をを通通りり抜抜けけてて  高高取取山山へへ    

すすりり鉢鉢地地形形ととししてて残残るる幕幕末末  神神戸戸開開港港をを支支ええたた神神戸戸亜亜炭炭のの採採炭炭地地のの痕痕跡跡かか??    

【【11】】  崖崖下下のの不不思思議議なな地地形形・・車車集集落落のの農農地地をを横横断断ししてて緑緑ヶヶ丘丘へへ      

【【22】】  緑緑ヶヶ丘丘・・野野路路山山登登山山口口よよりり高高取取山山をを目目指指すす  

1133    京京都都府府のの東東南南部部  宇宇治治茶茶のの山山郷郷    宇宇治治田田原原  奥奥山山田田のの里里                                        1177wwaallkk1133..ppddff  

        ハハーートト型型猪猪目目窓窓がが大大人人気気のの  正正寿寿院院  をを訪訪ねねるる                                    22001177..88..1155..    

11..  GGooooggllee  EEaarrtthh  SSttrreeeett  VViieewwでで  宇宇治治田田原原  正正寿寿院院へへのの道道ををたたどどるる  

22..  正正寿寿院院のの風風鈴鈴祭祭りり  

33..  正正寿寿院院  客客殿殿のの猪猪目目窓窓かからら眺眺めめるる夏夏  

44..正正寿寿院院ののああるる宇宇治治  緑緑茶茶のの山山郷郷  奥奥山山田田のの茶茶畑畑  

55..帰帰りりにに立立ちち寄寄っったた宇宇治治川川    

              11..関関西西のの水水ががめめ  放放水水中中のの宇宇治治川川天天ヶヶ瀬瀬ダダムム  22..宇宇治治平平等等院院  

1144..  京京都都府府立立植植物物園園  毎毎夏夏恒恒例例  京京都都半半日日会会    22001177京京朝朝顔顔展展          22001177..77..3300      1177wwaallkk1144..ppddff  

        【【京京朝朝顔顔展展・・虫虫のの目目展展--虫虫のの目目がが視視るる花花のの姿姿とと彩彩--・・ババオオババブブのの花花鑑鑑賞賞会会】】..      

1155..  22001177年年夏夏  わわがが家家のの庭庭のの朝朝顔顔帳帳                                                        22001177..88..1100..      1177wwaallkk1155..ppddff  

1166..【【PPhhoottoo  AAllbbuumm】】  22００１１７７  実実りりのの秋秋  東東播播磨磨ののココススモモスス畑畑            22001177..1100..1111..    1177wwaallkk1166..ppddff  

  加加古古川川中中流流西西岸岸にに広広ががるる  志志方方  &&  小小野野ききすすみみのの里里ののココススモモスス・・蕎蕎麦麦畑畑    

今今年年もも東東播播磨磨  実実りりのの秋秋のの田田園園をを飾飾るるココススモモスス・・ソソババのの花花にに出出会会ええままししたた    

11..志志方方のの西西のの入入口口  志志方方城城山山のの山山裾裾  広広尾尾のの里里    

              22..志志方方のの田田園園のの中中央央  城城山山がが見見下下ろろすす  高高畑畑のの里里    

              33..志志方方のの田田園園のの中中央央  送送電電線線がが渡渡っっててゆゆくく東東飯飯坂坂のの里里      

              44..城城山山のの北北側側のの山山間間  蕎蕎麦麦栽栽培培のの里里  志志方方野野尻尻のの里里    

55..志志方方とと小小野野のの境境    福福甸甸峠峠  実実りり秋秋景景色色    

              66..そそばば処処  小小野野アアルルププススのの山山裾裾  来来住住野野のの里里ののそそばばのの花花    

1177..  22001177 秋秋  今今右右衛衛門門のの色色鍋鍋島島ののププララチチナナ釉釉  &&  縄縄文文ののビビーーナナスス                                  1177wwaallkk1177..ppddff  

        11..陶陶芸芸美美術術館館特特別別展展  今今右右衛衛門門のの色色鍋鍋島島  煌煌めめくく人人間間国国宝宝ののわわざざとと美美、、そそののルルーーツツ展展」」    

22..京京都都国国立立博博物物館館特特別別展展「「国国宝宝展展」」  

久久ししぶぶりりにに縄縄文文ののビビーーナナスス・・女女神神たたちちにに出出会会っっててききままししたた  

1188..  古古いい記記憶憶をを思思いい起起ここししななががららのの大大阪阪港港のの渡渡しし wwaallkk                          22001177..1100..2277    1177wwaallkk1188..ppddff 

  



        【新春のPhoto アルバム】 

       2017年 新春 １日８０００歩 早歩き２０分 健康walk                    

      気分は好奇心 一杯の探検気分  新春の西神戸近郊を巡る 2017.1.1.-1.19. 

 

    

  2016秋の検診結果の評価表が送られてきて「こら あかん!! 」と。運動不足解消がまず第一と主治医も言う 

  1日あたりの運動量の目標がTVに示されていたのを見て、目標値の目安も判った。                            

  ちょっとやってみるかと12月下旬から デジカメ片手の新春の近場毎日Walkにトライ中。                                   

  気分は好奇心いっぱいの探検気分  気に入った景色をスライド写真に。 

  新春の西神戸界隈 知らなかったことが随所に。 三日坊主にならずに 何とか続いています。 

      知らなかった景色や古い道など色々 毎日の出会いが楽しみに !!  

 

中西睦夫
スタンプ



 

  

 



2017年新春 健康walk   気に入った写真抜粋  

 

白川の里を通り抜ける古道徳川道(藍那古道)と村中の分岐にあるカヤの巨樹  

石屋川付近から西国街道から分かれ、北へ六甲越えの道 摩耶山と長峰山の間の杣谷を更けて、杣谷峠で六甲の稜線を

超え、両線の北側を西へ 森林植物園から鈴蘭台・白川・高塚山(学園都市)・長坂から明石大蔵谷でまた西国街道に合

流する約34km西国街道のう回路「徳川道」。 六甲越の道としてよく知っていましたが、白川の里で 徳川道の案内

を見るまで、 六甲を超えてきた徳川道が私が住むすぐ近くの白川の里の中を通り、さらに学園都市の高塚山を抜けて、

伊川谷を下って明石に入るなど初めて知りました。 

六甲連山が須磨の海に落ちて、摂津・播磨の国境を作る。 かつては須磨の海岸部は厳しい難所。 山を分け入り国境

を越える街道がいくつもあり、点々と古い集落があり、これらの里には歴史を刻んだ伝承がいくつも残っている。 白

川の里もそんな古い里。 多分徳川道よりももっと古い歴史がある街道筋なのだろう。 

 

新春 白川の里 白川大歳神社で出会った楠の巨樹 その大きさと太さにびっくり!!  新春一番のエネルギー 



 

この健康walkで訪れたあちこちで 素晴らしい夕日・夕焼けのスポットに出会えました その一つです 

   

2017.1.2. 長田の森 長田神社へ初詣  

須磨の海が見たくなって、旗振山へ  新春の陽光に輝く須磨の海に出会えました  



   

高倉おらが山・旗振山から眺める須磨の海 2017.1.9.  

 

夕日の素晴らしいスポットを探して 妙法寺緑ヶ丘へ 2017.1.10.夕 

  

  

神戸のえべっさんも こんなに賑やかになっていました 兵庫柳原 十日戎の残り福 2017.1.11 

 



 

私の住む山麓バイパス沿い若草山からの夕景 えべっさんから帰り着いて 2017.1.11.夕 

西六甲須磨の山々を全山見渡せ、日の出・日の入を眺められる絶好のスポット高塚山 

 

  



 

  

  

   

高塚山北裾にはイチローゆかりのオリックス青涛館 でもオリックスも大坂へ 後はどうなるか 2017.1.12.夕 

 



 

 

 



                国指定重要無形文化財  

 2017.1.14.夜   神戸市妙法寺 車の里 車大歳神社の「翁の舞」   

    

    

   「とうとうたらりたらりろ たらりあがりららりろ'」と繰り返す翁大夫の不思議な祝言の謡で始まる 

   能楽「翁」・三番叟などのルーツを残す 妙法寺車の里の伝統行事 車大歳神社「翁舞」 2017.1.14.夜   

    

    現在の能楽「翁」・三番叟ではすでに省略されてない「父尉の舞」 



  

    「翁舞」が舞われた2014.1.14.夜は寒波襲来で 外は大雪でした  2017.1.14.夜 車大歳神社境内  

 

14日夜・15日の寒波が去った翌朝 子供たちは雪道を元気に登校 2017.1.16.朝 

 

寒波が去った17日の朝 鵯越の墓園から眺める明石海峡と淡路島全島 明石海峡・淡路島のベストスポット 

明石海峡を挟んで 大阪湾・淡路島・播磨灘 

 



2017.1.18. 摂津・播州国境 日本最古の厄神さん 多井畑厄神の「厄神さん」へ 

 

 

 
 



 TVで教えてもらって12月下旬から始めた「1日8000歩 早歩き20分」の健康Walk   

 初めて見ると 好奇心いっぱい コースを変えての毎日。 

 以前からぜひ見てみたいと思っていた景色のビューポイントを探したり、古い集落の中の道をあるいたり、 

 いつもバズや地下鉄で出かけていた神戸の街も案外近い。 

 デジカメと歩数計測ができるアプリを入れた格安スマホをポケットに入れて、歩く楽しみ。  

 知らなかったいろんな出会いがあって、毎日が楽しみに。 

 歩き出して うっすら汗が出だして、エネルギー消費しだしたなぁと感じるのが、歩き出して3000歩 約30分  

 あたり。8000歩から10000歩で約1.5時間から2時間か・・・・ 

 「1日8000歩 早歩き20分の意味はエネルギー消費継続20分かなぁ・・・・・」とわかってきた。 

  もっとも 効果のほどは これから。 ちょっと減量はできたかなぁ・・・・・ 

 

     《 home page に大きな写真をスライド動画にして 入れていますので、そちらもどうぞ》 

            2017年 新春 １日８０００歩 早歩き２０分 健康walk  
  【スライド動画】http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/walk14/1702shinsyunwalk.mp4 

   【写真アルバム】http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/walk14/1702shinsyunwalkphoto.pdf 

 

 今も元気に歩いています 

http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/walk14/1702shinsyunwalk.mp4
http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/walk14/1702shinsyunwalkphoto.pdf


     国指定重要無形文化財 前年の実りに感謝し、その年の豊作を祈る新春の伝統行事 

神戸市 妙法寺 車の里 車大歳神社の「翁の舞」  2017.1.14.夜      

    

   

私の住む神戸須磨区妙法寺地区の車集落の鎮守車大歳神社に伝わる国指定無形文化財「翁舞」。   

一般には「三番叟」としてよく知られている古典芸能の原型というべき、日本各地に残る民俗芸能の一つで、この摂津・

播州に近い郷 妙法寺車集落の鎮守「車大歳神社」では 新春の神事・伝統行事として、 毎年 1 月 14 日の夜 車の

里の人たちによって上演されている。  

一般的な能楽「翁」では 現在「稚児(千歳)」「翁」「三番叟」の3つの舞で構成されるのに対し、この車の「翁舞」は 

さらに「父の尉」が付け加わる 4 つの舞で構成され、古い形式の「翁」の様子をうかがわせるものとして、国の重要

無形文化財に指定されている。 

 

西神戸須磨妙法寺川が流れくだる谷筋の街道には、 

まだ幾つも古い里が点在し、数々の伝承が残っています。  

健康 walk を始めたのを機会に ちょっとそんな伝承もかじ

ってみようとこの新春この車大歳神社の「翁舞」に出かけま

した。 

40年近く前、近くに越してきた時に1・2度見たことがあり、

毎年1月14日夜行われるのは知っているのですが、 

お能・謡など古典芸能はからっきし駄目の門外漢。 

内容についてはよく判らぬままでした。 

中西睦夫
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今回は インターネットで「翁舞」の演じられる内容とポイントなど予備知識も入れていたことも幸い。 

ちょうど 寒波襲来の寒い夜でしたが、甘酒のおもてなしもあって 久しぶりに最後まで興味津々で 見ることができ

ました。見たことがあるとの記憶はあるのですが、内容は本当に新鮮で 楽しい2017年新春となりました。 

「三番叟」の言葉はよく聞き、おぼろげながら知っていましたが、「翁舞」の中の一つの「舞」が原型ということも

恥ずかしながら初めて知りました。 

翁舞が終わった午後8時過ぎにはみぞれ交じりの大雪。 滑らぬよう注意しながら 家に帰りつきました。 

 

 ◎ 翁の舞 登場人物と翁舞 

   役者は  

  ◎露払い  :  10 歳ほどの少年がつとめる。◎翁（大夫） :  行事の主役で戸主が務める。  

  ◎三番叟  :  12 歳ほどの少年がつとめる。◎父慰    :  翁をつとめた人が兼ねる。  

  ◎地謡  ;  3～4 人。  ◎笛 :  2 人。  ◎小鼓 :  2 人。◎  大鼓 :  1 人。  

    

   翁舞では、最初に露払の舞がある。ついで 翁太夫が面箱を開き、御神体の白尉面を着けて舞う。 

   そして、三番叟が一度立って舞った後、黒尉面を着け、鈴を受け取って再び舞う。  

     最後に、翁太夫が父尉（ちちのじょう）の面に着け換えて、舞を見せる。  

      ・  

 翁舞は、日本の伝統芸能の舞。現在の能楽の原典とされる他、古くは田楽や猿楽、あるいは人形浄瑠璃、歌舞伎、 

 また民俗芸能などでも演じられる「儀式的祝言曲民俗芸能」として各地に伝えられている。 

  翁舞では一般には「稚児(千歳)」「翁」「三番叟」の3番の舞であるが、古い形では さらに「父の尉」の舞が付け 

 加わっていて4番構成。 車大歳神社の「翁舞」もこの古い形を伝える4番構成で、江戸時代初期の古い形を伝え  

 ているとして国の重要無形文化財として、伝承の維持保護が図られている。 

 翁の舞では 長寿の翁が人々の天下泰平を祈って舞い、三番叟の舞は五穀豊穣を寿ぐといわれ、 

 足拍子に農事にかかわる地固めの躍動的な揉の段、鈴ノ段では種まきを思わせる所作があり、豊作祈願の意図がう 

 かがえる。  



   翁の舞の流れ     

  １４日の午前、神前で、神事に奉仕する人たちや翁舞保存会の役員たちはお祓いを受け、神事を無事舞い納める事 

  を祈願した後、本殿に祀る神面 翁・黒色尉・父尉の「翁」三面を受け、行列を組んでヤドに持ち帰り、縁側より 

  入って床の間におさめる。 午後６時ごろ各員装束を整え、縁側からヤドに入り、最後の稽古の舞が舞われる。 

  午後７時、行列を整え、小田原提灯で足元を照らしながら神社に向かって参進し、拝殿において宮司によるお祓い 

  を受けた後、神酒をいただき笛と小鼓によって約１時間の翁舞が始まる。 

 

  翁の舞には 特にストーリーはないが、大体次のような流れだといい、呪術性が強く、車大歳神社のご神体と 

  して祀られている神面を使って「天下泰平」「国土安穏」「五穀豊穣」を祈願する。  

  翁の舞の中で、天下泰平・国土安穏を祈る祈祷のことばが謡われ、役者が神に変身して、祝福の舞を舞う。 

  翁の舞の中心となっているのは、御神体として大切に扱われている老人の顔をかたどった三面の翁面をかけて 

  舞を舞う部分で、白い翁面(白色尉)を翁太夫(シテ)が用い、また黒い翁面は三番叟が用いる。そのあとを翁太夫 

  が白式尉のかわりに父尉の面をかけ替えて舞う。 

  面をかけることで神に変身し、世の安寧を祈願して舞を舞うという内容となっている。 

  通常の翁舞や三番叟にない「父尉」の付け加わった古い形を今に伝えていることや、現在の能楽には見られぬ 

  しぐさが随所にみられること、意味もよくわからぬ謡が残っていることなど見どころも多いといわれている。 

  翁の舞の詳細を書くにはちょっと謡やお能他の古典芸能の理解不足ですが、インターネット等調べて、 

  大まかな構成と回れる内容を下記にまとめました。( 理解不足・間違いあれば、お許しを) 

  

           翁の舞               三番叟の鈴の段の舞     父尉の舞 

  〇 舞殿・役者を清める儀式 

    まず最初に 翁舞が奉納する清浄な空間を準備するため、神主によるお祓いで、舞台が清め 

    られる。座についた演者一同が御神酒と洗米を頂き、身を清める儀式を行なう。 

  〇 翁太夫による翁舞 冒頭の呪文・祈祷の謡 

    翁太夫は前に置かれた神面の入った箱のひもの結びを解き、神面を取り出せるようにする。 

    すぐに、笛・小鼓が演奏を始め、冒頭にあたり、太夫(シテ)は御祈祷の呪文を唱える。 

   「とうとうたらりたらりら…」と呪文を唱え、続いて天地・人民の長久を祈って御祈祷の謡をうたう。 

  〇 稚児の露払いの舞 

    翁太夫の謡が終わると、稚児が大地を踏み鎮め、座を清めるための露払いの舞を舞う。 

  〇 翁の舞 翁太夫は「翁」の神面をかけ、祝福の言葉を唱え、舞う。 

    神に変身した翁太夫は、舞台中央へ進み出て、両袖を広げ、天下泰平・国土安穏の祝福の言葉を 

    唱えると、小鼓の演奏に合わせて御祈祷の舞を舞う。舞い終わると翁面をはずし、翁面を面箱におさめる。 

  〇 三番叟 揉みの段 

    後方に控えていた三番叟が舞台に進み出て、再び座を清めるため、〔揉之段〕という躍動的な舞を舞う。 

  〇 三番叟 鈴の段の舞 

    揉みの段の舞が終わると 三番叟は、御神体である黒色尉の面をかけ、再び舞台上に進み出る。 

    鈴を貰い受け、その鈴を振って祝福の舞を舞う。 

    三番叟の舞はテンポの速い足拍子を強く踏む活発なもので，烏飛び，種卸（たねおろし），種蒔， 

    面返（おもがえ）りなどの動作がある躍動的な舞。 

  〇 父尉の舞 翁大夫が「父尉」の神面をつけて 祝福の舞を舞う 

 



 

         翁の舞が行われる 車大歳神社 境内    2017.1.14. 

 翁舞の開始は午後7時過ぎ。寒さの厳しい夕刻6時過ぎに 家内と二人家を出て、車の集落の中を東に抜け、 

 大歳神社へ。 境内には 集落の人や近くの人たち そしてカメラを抱えた人たちなど多くの人が集まっている。 

 境内にはたき火がたかれ、集落の人によ 

 る甘酒・ お神酒の接待。 寒い夜で嬉 

 しい。 

 開始まではまだちょっと時間があるで、 

 お参りしたあと、境内の滝費を囲む。 

 世話役の人が、いろいろ動き回って、翁  

 舞の演者たちが今、ドヤにいることや  

 まもなく演者たちの宮入が始まること 

 など教えてくれる。また、翁舞は拝殿(舞 

 殿)で回れるのですが、その奥の本殿向い 

 て舞われるので、見物には拝殿と奥の本 

 殿の間に周る方がよいと教えてもらっ 

 た。まもなく、演者たちがドヤを出て、 

 大歳神社に向かったとの報が入り、  

 いよいよ 神面を入れた箱を先頭に演者たちの宮入が始まった。 

  ◆ 翁の舞 宮入 

   



  ◆ 舞殿・役者を清める儀式 

 大歳神社の神主は本殿に入り、お参りし、次いで本殿に上がり、舞殿・席についている演者を祓い清める。 

 翁太夫の前には箱に入れられた神面がおかれている。次に座についた演者一同が御神酒と洗米を頂き、身を清める。 

 翁大夫は新面の入った箱の紐を解き、唇面の一つを取り出し、箱の上に置き、翁舞の準備を整える。 

  
 ◆ 翁舞 冒頭 翁太夫によるの呪文・祈祷の謡  

 笛・小鼓が演奏を始め、約1時間の翁の舞が始まる。 

 まず笛二管と小鼓三丁の演奏とともに、翁大夫の「とうとうたらりたらりろ たらりあがりららりろ'」と繰り返す不  

 思議な謡。続いて天地・人民の長久を祈って御祈祷の謡をうたう。 

  

 ◆  稚児の露払いの舞 

 「よーほん、はいーいや」という掛け声がずっと響くなか、「なるは滝の水 日は照るとも・・・」と唱えながら 

 稚児が登場。体全体を右に、左に向ける所作、後は扇を前に出して拝殿をぐるりと回って拍子を踏む。 

 稚児が大地を踏み鎮め、座を清めるための舞である。 

  

 



 ◆ 翁の舞  翁太夫は「翁」の神面をかけ、祝福の言葉を唱え、舞う。 

  翁大夫が白式尉の面をかけた後、肘を上げるようにして、少し腕を曲げた構えで舞い始める。 

  最後は「千秋萬歳の。祝ひの舞なれば、一舞、舞はう萬歳楽」と・・・ 翁大夫と地謡の祝言「萬歳楽」の 

  掛け合いがひたすら続く。  

 

  

  

 

 

 



 ◆ 三番叟 揉みの段・鈴の段の舞  

翁が舞い終わると次は三番叟の揉之段。小鼓方のひとりが大鼓に持ち変え、張扇で打ち始め、再び座を清めるため、三

番叟の男の子が舞いはじめる。小鼓を打っていた時とは打って変わって、気合の入った掛け声が響く。 

 

 

続いて鈴之段。御神体である黒色尉の面をかけ、再び舞台上に出て、鈴を貰い受け、その鈴を振り、祝福の舞を舞う。 

テンポの速い足拍子を強く踏む活発なもので，烏飛び，種卸（たねおろし），種蒔，面返（おもがえ）りなどの動作が

ある躍動的な舞を舞う。。 

 

 



 ◆ 父尉の舞   

  翁大夫が「父尉」の神面をつけて 祝福の舞を舞う。 

  現在の翁舞や三番叟ではすたれて回れなくなった舞 

  であるが、車大歳神社の翁の舞がずっと伝承してきた 

 古い形の翁舞を伝える舞である。  

 父尉の面は 翁の年老いた姿といわれる  

       

                                                        父尉               翁 

 

 

翁の舞が始まって 約1時間 父尉の舞で無事舞い納めとなりました。 



 

 

中西睦夫
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大雪の中で 2017年の車大歳神社の「翁舞」 

前に見た時のことはほとんど覚えておらず、新鮮でした。 もっとも この翁舞が三番叟の原型であるのも知らずで、

恥ずかしい限り。 

でも 歳を取り、予備知識も多少あって、聞こえてくる地謡や舞 そしてそのしぐさもちょっぴり理解もして、うれし

い2017年車大歳神社の翁舞でした。 

家内と二人 寒さに震えながらも、ああやこうやと話しながら、滑らぬよう家に戻りつきました。 

            2017.114.夜 
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中西睦夫
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2017年早春 西神戸神出の里の雌岡山梅林を訪ねる 2017.2.26. 

春を運ぶあたたかな陽気に 弥生3月  どこかで春が生まれてる 

 

 

 

弥生3月 各地の梅だよりが伝えられ、暖かな陽光にキラキラ光る須磨の海。そして、菜の花が近くの丘を真っ

黄色に染め、自宅ではサクラソウの花も咲きだしました。どこかで 春が生まれてる。  

毎年この時期 春を探しに出かける西神戸 神出の里の雌岡山。気になる時節に・・・・・・ 

子午線が走る明石の街の北 西神戸の丘陵地「神出」の里に美しい三角形状をしたほぼ同じ高さの二つの山  

雌岡山(標高249m) 雄岡山(標高241m) が東西に並ぶ。    

「神出」の地名の由来は大己貴(大国主命)」が、雌岡山上に天降りして、ここで百八十一柱の神々を生んだので、

この地を「神出」というようになったと伝えられ、雌岡山の山頂に古代鍛冶神「スサノオ」「タマヨリヒメ」 「大

己貴(大国主命)」を祭るこの地の守り神「神出神社」が、神宿る里そして鍛冶伝承の地である。   

 

西神戸 神出の里 南神出の田園から眺める雌岡山 2017.2.26.  

西神戸の田園地帯の南 遠く明石海峡・淡路島を正面に見下ろして、                 

スサノオ、クシナダヒメとオオナムチを祭る神の座す山 雌岡山 

 雌岡山山腹をピンクに染める梅林 そして林の中でひっそり咲く雪割草・カタクリの花 

野鳥の声を聴きながらたどり着いた山頂から眺める東播磨・海峡の春の大展望 

 みんな神出の里で生まれる春景色 
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雌岡山頂上神出神社の南側雌岡山頂上神出神社の南側 西神戸から東播磨の海岸部を一望できる展望台西神戸から東播磨の海岸部を一望できる展望台 2017.2.26.2017.2.26.  

神出の里の春 2017.2.26. 

 

弥生3月の訪れ 各地の梅だよりが伝え

られ、菜の花が近くの丘を真っ黄色に染め

ている。 

そろそろ遠く明石の海を見下ろす雌岡山

の梅も満開になる頃。山頂近くの林の中 

カタクリはまだにしても、今頃雪割草が 

ひっそりと可憐な顔を出しているだろう 

また、雑木林の中を抜け、ほんの30分足

らずで頂上にたどり着いた神出神社の展

望所から眺める大展望 東播磨の里の春

景色も魅力。ため池が広がる広大な神出の

里の田園地帯では農作業がはじまり、フキ

ノトウや土筆も顔を出す。 神出の里・雌岡山の春の訪れ  どこかで春が生まれてる 

あたたかな春の陽光が降り注ぐ、2月26日朝  

春を見つけに 今年も西神戸神出の里の雌岡山に春を見つけに出かけました。 

いつもは、自宅から原チャリなんですが、今回は神出の里までバスで行って、そこから歩くことに。 

久しぶりの雌岡山 春の息吹をもとめて ゆったりと歩きました。 

 

1. 神出の里 神出南の田園地帯 子午線上の道をまっすぐ 北の雌岡山へ  2017.2.26. 

 

まっすぐ北に雌岡山が見える神出南のバス停に降り立ったのは午前11時。地下鉄・バスを乗り継いでの神出の里。

原チャリだとすっと来れるのですが、時間がかかる。  

晴れ上がった空の向こうに見える雌岡山まで、広い大地いっぱいに田

園がひろがっている。昨年はこの田園で見た菜の花・フキノトウをさ

がしながら、北の雌岡山へ向かおう。  

前から一度歩いてみたかった雌岡山正面の麓にある子午線標識から

まっすぐ南に延びる子午線の道を歩いて、山に登ろうと。 

久しぶりの神出の里 胸いっぱい 里の空気を吸い込んで歩き出す。 

集落の中 雌岡山南の田園地帯を眺めながらバス道を少し戻るとま

っすぐ北へ延びる子午線道との十字路である。           雌岡山南麓に建つ子午線標識          



写真中央 電柱が立っている道が私が子午線道と呼ぶ道 2017.2.26. 

左手白い建物神出中学校の横に子午線標識があり、また 雌岡山の頂上に神出神社が小さく見えている 

 

              神出の里・雌岡山 walk の google Earth 関係図 

「子午線道」は私が勝手に読んでいる道で、正確には子午線上ではないのですが、南から北へ子午線標識へまっす

ぐ南北に神出の田園地帯を伸びる道で、雌岡山頂上の展望所からも 南北にまっすぐ伸びる道がよく見え、勝手に

そう呼んでいます。 

 

    雌岡山麓の子午線標識にまっすぐ伸びる私が勝手に「子午線道」と呼んでいる道 (1) 2017.2.26. 



 

雌岡山麓の子午線標識にまっすぐ伸びる私が勝手に「子午線道」と呼んでいる道 (2) 2017.2.26. 

 
北正面には日本標準時子午線標識がある山麓の学校まで

まっすぐ伸びる道。また反対側のみなみへは明石の海岸

線へ向かってまっすぐ伸び、道の東には雄岡山が小さく

見えてる。時間はちょうど昼前 私の影が道の中央子午

線標識に向いている。 ごく普通の農道・生活道路がこ

んなにまっすぐ見渡せるのにも驚きです。 

ぽかぽか陽気の中 この道を雌岡山へ。  

残念ながら 道端の菜の花・フキノトウは見つけられず。 

今年は冷たい風が吹いた精かも。 昨年見つけた場所はもう少し東の畑。帰得るときにもう一度探そう。 



  

     山麓を東西に走る舗装道路がみえると子午線標識で 雌岡山への登り口 2017.2.26. 

いつもは見すごす茅葺の建物がす山麓へ出るすぐ手前にありました。貸農園や農業体験 周辺に点在するため池巡

りなど楽しい里づくりを進める神出「めっこうファーム」の建物で、 雌岡山の北側にある楽農センター「かんで

かんで」しかしりませんでしたが、南側でも新しい里づくりが進んでいることを知りました。 

  

登山口はこの山麓の少し東側 神出神社の大鳥居から山

腹を西から北へ巻きながら頂上神出神社へ至る舗装道路

の参道がありますが、この子午線標識からも古い鳥居を

くぐり、巻き道の車道を横切って まっすぐ切通しの山

道を登って 山腹の南側を頂上へ至る旧参道がある。 

カタクリの群生地から頂上へ行きたいので、鳥居をくぐ

って すぐ上で舗装道路に出て、西への道を登ってゆく。 

山腹は雑木林に包まれ、あたたかい日差しの中野鳥の声

を聞きながら、ゆったりと登ってゆく。15分も登れば頂

上直下北山腹のカタクリ群生地。雑木林の間からは先ほ

ど歩いてきた子午線道がこっちへまっすぐ続いているの

が見える。 

里はまだ モノトーンであるが、雌岡山中は緑に包まれ

た緩やかな坂道。山腹を北側に回り込んだところで、金

網に囲まれて カタクリ群生保護地が見えてくる。 

通いなれた道である。 

 

 

 



2. 雌岡山 頂上直下のカタクリ群生保護地  2017.2.26. 

    カタクリはまだ土の中 でも可憐な雪割草が保護地の端でひっそり咲いていました 

  
雌岡山 頂上直下の北斜面 カタクリ群生保護地  2017.2.26. 

階段を登って、山の北斜面に整備された保護地へ入り、見渡すが、緑がほ

とんど見えない。 まだ ここは冬か??  カタクリは冬眠中。 

いつも雪割草が顔をのぞかせてくれる保護地の端のところに目を移すと、

今年も雪割草が少し花を咲かせていました。一瞬 消えてしまったのか? 

と思いましたが、昨年よりもちょっと遅いようですが、真っ白な花びらの

縁を淡いピンクに染めて、雪割草が咲きだしていました。  

「春が生まれている」と思わせる清純な花 今年も出会えてよかったと。 

 

 

  

 

この群生地の斜面をそのままよじのぼると 雌岡山の頂上 神出神社の境内である 

 

人知れずひっそりと春の到来を教えてくれる

雪割草。梅の花ととともに、雌岡山の春を告

げる愛らしい花です。 

カタクリが咲きだすとにぎわうのですが、 

今はだれもいない静かな林の中。 

雪ではありませんが、落ち葉を掻きわけて 

そっと顔を出す。 

うれしいねぇ  今年も来れてよかった 

「春が生まれてる 」と実感する 

 



3. 雌岡山頂上 神出神社からの西神戸 明石平野の大展望 

 

  

 神出神社については何度か紹介してきましたので今年は省略。眼下に広がる西神戸・明石海峡そして東播磨の大展望

はいつ来ても心地よい。遠く遠望する西六甲連山 中央には春霞に煙る明石海峡と明石大橋 そして西に加古川の工業

地帯が霞んでぼんやり浮かんでいる。その前には西神戸のニュータウン群もぼんやりと。そして直下には いくつもの

ため池が点在する田園地帯の中、神出の里が広がる。 眼下東端には優美な三角錐姿の雌岡山が座っている。 

ここの膨大なパノラマ。案内板と見比べながら、場所の特定を飽きることなく・・・・・・。  

 

雌岡山南側に広がる春の霞に煙る西神戸から東播磨の大展望 眼下にはため池が点在する神出の里の春景色 



 

 

春霞に浮かぶ明石大橋と淡路島の島影 2017.2.26. 

 



   4. 梅満開 雌岡山東斜面に広がる雌岡山梅林 

 

   
頂上から雑木林の中を東へ少し下るとパッと視界が開け 満開の梅 2017.2.26. 

  



  

 

    

 



   

 

 



   5. 雌岡山の東から南へ いつも原チャリを走らせる道を下って帰路に  

 

   

毎年2月の末に 春を探して出かける雌岡山 今年も春景色を見つけることができました 

今年下旬 晴天がつづいたものの 冷たい風が吹き抜け、ちょっと春が遅れているようだ 

でも 心地よい春が生まれる田園の里に身を置いて 楽しい一日でした。 

不漁になると聞き、気になっていた 神戸の春の風物詩 イカナゴの新子漁 

その解禁日は3月7日と 今年も随分遅く、不漁のようだ 

 待ち遠しい春 元気に前向いてと 

    2017.3.1. 雌岡山の春の整理をしながら…・ 

by Mutsu Nakanishi  

 

       ◎ 参考  2017年早春 西神戸神出の里の雌岡山梅林を訪ねる 2017.2.26. 

春を運ぶあたたかな陽気に 弥生3月  どこかで春が生まれてる 

動画とPhoto Albumを下記にサイトに入れています。 

    ◆ スライド動画 file :  2017早春 西神戸神出の里の雌岡山梅林を訪ねる 2017.2.26. 

       http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/walk14/1703kandenoharu.mp4 

        ◆ Photo Album  :  2017早春 西神戸神出の里の雌岡山梅林を訪ねる 2017.2.26. 

          http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/walk14/1703kandenoharuphoto.pdf 

http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/walk14/1703kandenoharu.mp4
http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/walk14/1703kandenoharu.mp4
http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/walk14/1703kandenoharuphoto.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/walk14/1703kandenoharuphoto.pdf


早春 柔らかい日差しが差し込む里山の林の中を歩く    2017.3.22 

白川の里から藍那・星和台へ 白川・藍那古道(徳川道)  

気になっていた白川の里から北へ藍那・しあわせの村へ抜ける道 

◆ 白川の里の石抱え大カヤの巨木のところで東の鵯越へ向かう側が未開通となっている県道16号線  

◆ 北の藍那へ向かう道も幾つもの里山を抜けてゆく太陽と緑の自然歩道・古道「藍那古道・徳川道」 

 

白川の里 集落の真ん中 石抱きケヤキの巨樹前 太陽の道・藍那古道が左手へ抜けてゆく 

 

石抱き欅巨樹前★ 

★旧白川峠 

布施畑 

南 
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【PDF Photo アルバム】  

神戸の春 到来 2017  早春から春へ 2017.4.4.  

 神戸の春到来 2017  早春から待ちかねた春へ  

神戸のCountry Walkから 変化してゆく春を追いかけました2017 by Mutsu 

    

早春から春爛漫へ 神戸の春到来 Nakanishi  

● 芽吹きを迎え刻々変化する近郊の里山の春景色 

● 陽光に輝く須磨の浦 名産の須磨海苔の摘み取り作業 

● 須磨離宮の梅  菜の花と水仙が一緒に 

● ジャズが流れ、春到来に華やぐ神戸の街歩き ほか 
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白川の里 石抱きカヤの前から里山の谷筋の中を北の藍那へ 古道白川・藍那道(徳川道)が続く。 

里山が開発され市街化してしまっ

た周辺で、この藍那への古道が伸

びる尾根筋は美しい雑木林と里山

の景観を残し、藍那里山公園とし

て整備保全されている。 

徳川道は江戸時代の街道だった西

国街道（山陽道）の迂回路として、

幕末に急遽建設された幻の街道で、

神戸の石屋川から六甲山に入り、

明石の大蔵谷までの約34km。 

完成は1867年12月。翌1868

年は明治元年で、使用されること

もほとんどないまま、 歴史に消え

てしまった。 その昔のままの痕

跡が今もこの西神戸の白川峠下の

白川の集落の中に残っている。 

白川峠を北に下る坂の途中 白川集落への入口に

良くわからぬ県道16・県道22の街道標識が上

下に掲げられているが、これもその一つ。 

内容はわかるのですが、土地勘がない人には ち

んぷんかんぷん。 

ずっと不思議に思ってきた標識である。 

県道16号は左側から白川峠にかかるこの白川の

集落の入口で、奥へ折れて白川の集落に入り、細

い生活道路となって石抱きカヤの巨樹のところで

ストップしてしまう。藍那のしあわせの村入口までが未開通で、 

しあわせの村からまた 県道16号となって、北の小部峠へ。  



また、白川峠を越えて神戸三木線(県道２２号線)が走り抜ける。 

左手から県道２２号と併用で坂道を登ってきた徳川道・県道１６号がここで北の村の中へ折れ曲がるややこしい標識な

のである。そして 徳川道は左側の布施畑から集落に入り、集落の中を 石抱きカヤの巨樹から北へ里山の尾根筋を藍

那・しあわせの村から小部峠へと抜けてゆく。 この街道標識は神戸の裏街道同士をつなぐここが古くからの交通の要

衝の象徴か・・・・・ 

 

 



 

  

  



 

  

  

 



 

 
 



 

 



【スライド動画】毎年春になると待ちかねて 出かける播州路  2017.4.12. 

 2017春 たたらの郷 西播磨佐用へ 原チャリで駆ける」

 
古代からのたたらの郷西播磨佐用 四季折々の山里の景色が魅力  もう訪ね始めて何年になるだろうか? 

四季折々幾度となく訪ねる。 各地の桜便りが届きだす春四月初め、佐用のカタクリが咲きだす時期に合わせて、 

春になると古代たたらの山里 佐用へ原チャリを走らせるのも恒例。 

 4月12日 今年は天候が安定せず、やっと神戸の桜の花も満開になり、カタクリの花に出会えるか心配しつつ、 

遅れていた佐用へ播州路を原チャリで駆けてきました。      

佐用への播州路の山里 草木燃え、山は芽吹いて桜満開の桜街道。久しぶりに佐用漆野の一本桜 光福寺の大糸桜に出

会えるのもうれしい。  うまくゆけば桜とカタクリの両方。だめでも爽快な桜街道原チャリ ツーリンクが楽しめると 

  2017春 たたらの郷 西播磨佐用へ播州路を原チャリで駆ける」 

 1.佐用へのへの播磨路 花街道  

    1.1. 西神戸・小野から北条・加西へ 桜堤をトラバース  

     1.2. 中国道に沿って 新緑と桜の山崎断層の中を山崎・佐用へ  

     1.3. 宍粟(山崎)と佐用を隔てる切窓峠を越えて佐用へ 

  2.千種川が流れ下る古代たたらの郷 佐用の桜  

     2.1.古代たたらの里の一本桜 漆野 光福寺の大糸桜  

     2.2.姫新線の列車が走る志文川 の花堤 久保大橋  

  3.春の妖精 カタクリ 旧三日月町 弦谷  

    冷たい風に立ち向かって、身を震わす 

  4.walkを振り返って  2017年 西播磨佐用へ播磨路原チャリwalk 帰路でし終えて  

 

佐用への播州路の山里 草木燃え、山は芽吹いて桜満開の桜街道。 久しぶりに佐

用漆野の一本桜 光福寺の大糸桜に出会えるのがうれしい。 うまくゆけば桜とカ

タクリの両方。だめでも爽快な桜街道原チャリ ツーリンクが楽しめると。  

西神戸から佐用へ通過する山里・街道筋はどこもかしこも芽吹きと桜満開の素晴ら

しい山里の春景色。 また、西播州一の一本桜 漆野光福寺大糸桜も満開の枝を四

方に垂らす素晴らしい姿。播州の春爛漫。  

姫新線が走る志文川の桜堤で桜の中を走る列車も撮れました。  

また、心配していた弦谷のカタクリは、盛りは過ぎていましたが、元気に冷たい風に身を震わせて 立ち向かう姿を見

ることができ、デジカメVideoに収めることができました。 出会えたら幸運といわれる「白いカタクリ」の姿もその

中に…。今年もうれしい春の妖精 カタクリとの出会いになりました。         

気分晴れ晴れ、今日一日を思い浮かべつつ また一年 がんばるぞ!! と  

               2017.4.12. by Mutsu Nakanishi 
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 【写真アルバム】2017春 たたらの郷 西播磨佐用へ 原チャリで駆ける」2017.4.12. 

     

   1. 佐用へのへの播磨路 花街道  

   1.1. 佐用へのへの播磨路 花街道【1】  西神戸・小野から北条・加西へ 桜堤をトラバース 

    

   1. 2. 佐用へのへの播磨路 花街道【2】 加西から中国道に沿って新緑と桜の山崎断層の中を山崎・佐用へ 

     

 1.3. 佐用へのへの播磨路 花街道【3】  

    山崎からは山深い峠道 宍粟(山崎)と佐用を隔てる切窓峠を越えて佐用へ       

      



    2. 千種川が流れ下る古代たたらの郷 佐用の桜 

       

          2.1. 西播磨一一本桜 満開の古代たたらの里 漆野 光福寺の大糸桜  

          2.2. 姫新線の列車が走る志文川 の花堤 旧三日月久保大橋 

       

   2.1. 西播磨一一本桜 満開の古代たたらの里 漆野 光福寺の大糸桜 2017.4.12     

       

   

  



     

  

    

         



  2.2. 姫新線の列車が走る志文川 の花堤 旧三日月久保大橋  

   

     

  

   



   3. 春の妖精  佐用旧三日月町 弦谷のカタクリ     冷たい風に立ち向かって、身を震わす    

  

  

 

 

 



  出かけるのが遅かったので、 

  心配でしたがカタクリの花 

  に出会えてよかった。  

誰もいないカタクリの群生

地で 風に身を震わせる姿

の動画も撮れました。 

それに、出会えたら幸運と

いわれる「白いカタクリ」

の姿もその中に… 

今年もうれしい春の妖精 

カタクリとの出会いでした。 でも 春の妖精カタクリの花 来年はもう少し早くやってこねば…・・と 

      

4.walkを振り返って  2017年 西播磨佐用へ播磨路原チャリ walk   

   

    
   

                                                         

白いカタクリ  



Ƃǹȩイȉ動画ƃ  

   .春 ȟȄȐȄȄǸƕ彩ǔ 西六甲縦走路Ǜ歩Ƙ 2017.4.19࠰2017  

ȟȄȐȄȄǸƕ岩尾根Ǜ彩ǔ須磨アȫプǹ 馬Ʒ背     

久ƠƿǓƴ栂尾山階段Ǜ登ƬƯ 栂尾山ȷ横尾山Ɣǒ馬Ʒ背Ɣǒ東山 

 

新緑 須磨の春 2017 風薫Ὕ 5月   

 海も野山も街も新生の息吹 若草色に染まゆ  

草木燃え 吹来Ὕ風心地よい 元気に外へ飛び出そう!!  

 

私Ʒ住ǉ神戸須磨区妙法寺地区Ƹ南Ʒ海岸線ƴ立

ƪ並ƿ西六甲 須磨アȫプǹƷ山並ǈƷ北側ƴƋ

ǓŴ四季折々美Ơい姿ǛǈせŴ毎日Ʒ散歩コȸǹ

ƴƸ事欠ƔƳいŵ ƳǜƲǋƝ紹ʼƠƨ山並ǈưƢ

ƕŴƜƷ西六甲Ʒ縦走路ưƸʻȟȄȐȄȄǸƕȔ

ンǯƷ花Ǜ咲ƔせƯいǇƢŵ  

毎日変わǓゆƘ新緑Ʒ中 須磨Ʒ海Ǜ見晴ǒƢ岩

稜Ʒ縦走路Ʒ岩陰ƴ咲ƘȔンǯƷȟȄȐȄȄǸƷ

落ƪ着いƨ美ƠƞƴƼƬƘǓŵ  

何度ǋ通う縦走路ưƢƕŴ 満開ƷȟȄȐȄȄǸƕ

彩ǔ縦走路Ƹ記憶ƴƳƘŴȇǸカメưȑチȪȑチ

Ȫŵ ǹȩイȉ動画ƴƠƯ楽ƠǜưいǇƢŵ 家Ɣ

ǒ歩ƖƩƠƯŴኖ3時間ほƲƷ山歩Ɩ 須磨Ʒ春Ʒ一コȞǛ紹ʼŵ 
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ż 須磨アȫプǹƷ縦走路Ǜ飾ǔȟȄȐȄȄǸ 2017.4.19. Ž 

  

 

     

    ż ȟȄȐȄȄǸƕ岩尾根Ǜ彩ǔ須磨アȫプǹ 馬Ʒ背 walk   2017.4.19. Ž  

          久ƠƿǓƴ栂尾山階段Ǜ登ƬƯ 栂尾山ȷ横尾山Ɣǒ馬Ʒ背Ɣǒ東山へ 

春Ʒ野山ƷžȟȄȐȄȄǸſ 花言葉Ƹ 節制ȷ和ƳƲŵ 六甲Ʒ春Ǜ代表Ƣǔ花 最近Ƹ少ƳƘƳǓǇƠƨƕŴ  

やせƨ尾根や岩場Ŵ里山Ʒ雑木林ƳƲưŴ春美Ơいኗ紫色Ʒ花Ǜ咲Ɣせǔŵ子供Ʒ᪭ 仁川ȷ逆瀬川や奥池ƳƲƷ六

甲ȏイキンǰư見Ɣƚƨ美Ơい光景ƕ記憶ƴƋǔŵ  ̒芽吹ƖǛ迎えƨ須磨Ʒ里山ƷƋƪƜƪưǋȔンǯƷ花Ǜ咲Ɣ

せƯいǇƢŵ 

Ƣƙ隣Ʒ若草山Ʒ岩߇ƴǋȔンǯƷȟȄȐȄȄ

Ǹƕ 美ƠƘ咲ƖƩƠŴ毎日見ǔ須磨アȫプǹ

ǋ芽吹いƯ 山体Ǜ日ƴ日ƴ若草色ƴ変えŴ真

Ƭ青Ƴ空ƴ 心地Ǒい春Ʒ風ƴ乗ƬƯ鳥ƨƪƷ

声 元気Ƴ新一࠰生ƨƪƷ列ƕ春Ʒ草花ƴ彩ǒ

Ǖƨ街角Ǜ通Ǔ過ƗƯゆƘŵ5月 新生Ʒ息吹

ƴ触ǕƯ 心ǋȪȕȬȃǷュŵ 

須磨Ʒ春 六甲Ʒ縦走路Ʒ春Ǜ代表ƢǔȔンǯ

ƷȟȄȐȄȄǸ ƾƱ須磨アȫプǹƷȟȄȐȄ

ȄǸƴ出会いƨƘƳƬƯŴ 午後ƷWalkƸ 久

ƠƿǓƴ栂尾山Ʒ直登階段Ǜ登ƬƯ 須磨アȫプǹ 馬Ʒ背Ʒ縦走路Ǜ歩ƘƜƱƴŵ 

2017.4.19. 晴天Ʒ午後 ȝǱȃȈƴペȃȈȜȈȫǛ入ǕƯ歩Ɩ出Ƣŵ 



 ● 横尾道Ɣǒ栂尾山登Ǔ口Ʒ栂尾山直登階段へ 

  栂尾階段Ǜ登ƬƯ栂尾山Ɣǒ東へ横尾山ȷ馬Ʒ背Ǜ目指Ƣ 

   

     栂尾山へƷ直登階段ƕƋǔ多井畑池Ʒ奥ɥƷT字路  東Ʒ横尾道北 多井畑 南 須磨離宮へƷT字路 

ȟȄȐȄȄǸƸ花߈岩質Ʒ六甲連山Ʒ春Ǜ代表Ƣǔ花ŵưǋŴ山ƴ入ǔƱƲƜưǋƜƷ時期見ǒǕǔƷưŴ̒ Ǉư気

ƴƠƨƜƱƳƘŴƜƷ須磨アȫプǹƷ全山縦走路ƴƭいƯǋŴ咲Ɩ誇ǔȟȄȐȄȄǸƷ記憶ƸƳいŵ  

昨春 但馬Ʒ山道ư見ƨȟȄȐȄȄǸƕƖǕいưŴ強Ƙ印象ƴ残ǓŴȟȄȐȄȄǸƕ咲Ƙ時節ƴƳƬƯŴ子供Ʒ᪭Ʒ

記憶ǋƋǓŴžʻ࠰Ƹ是非 ƲƜƔ六甲ư 登山道ƴ咲ƘȟȄȐȄȄǸƴ出会いŴƠƬƔǓ記録ƠƨいƳƊŵſƱŵ   

そƷ手始ǊǈƨいƳ感ơƷ須磨アȫプǹ散策ưƋǔŵ 

 

妙法寺ᬜƔǒ南へ団地Ǜ抜ƚƯ 横尾山Ʒ山裾ƴ沿ƬƯ横尾道Ǜ西へ   栂尾山へƷ直登階段ƕƋǔ多井畑池Ʒ奥

ɥƷT字路へ向Ɣうŵ横尾山Ʒ᪬ɥǛƳƕǊƳƕǒƷwalkŵ     

横尾山ƸƲƜƔǒưǋ登ǕそうƳƷưƢƕŴ見ɥƛǔ᪬ɥへƷ枝尾根Ʒ崩壊ƕ激ƠƘŴ西六甲Ʒ全山縦走路以ٳƴƸŴ

ȏイキンǰコȸǹ程度ƩƱ思ƬƯ迷い込ǉƱ厳Ơいŵ啓明学園Ʒ横Ʒ横尾道ƔǒƸ ǇƬƢƙ野路菊Ʒ丘Ɣǒ岩尾根

Ǜ横尾山へ登ǔ比較的ƸƬƖǓƠƨȫȸȈƕƋǔƷưƢƕŴʻ日Ƹ横尾山Ʒǋう一ƭ南Ʒ栂尾山Ʒ登Ǔ口 直登階段

Ɣǒ西六甲全山縦走路ƴ入ǓŴ栂尾山Ɣǒ横尾山ȷ馬Ʒ背Ǜ縦走ƠƯŴǇƨ 横尾道ȷ妙法寺ᬜƴ降Ǔǔŵ 啓明学園

Ʒ生徒ƨƪƕŴ新緑Ʒ山裾Ǜ一斉ƴȩンニンǰƴᬝƚƯゆƘŵ若い人ƨƪƷ元気Ƴ姿ƴ出会えǔƱうǕƠƘƳǔŵ  

Ƣƙ高倉台Ʒ角 栂尾山Ʒ直登階段Ʒ登Ǔ口Ʃŵ 

 

                                         



西側旗振Ǔ山ȷƓǒƕ山ǛɦƬƯ高倉台Ʒ住宅口Ǜ抜ƚƯƖƨ西六甲全山縦走路ƕŴƜƷ県道53号線Ǜ渡ƨƬƨƱ

ƜǖƕŴƖƭい栂尾山へƷ階段登Ǔ口ŵ山腹ƴኖ400段ƷコンǯȪȸȈ階段ƕ栂尾山Ʒ稜線へ一直線ŵ    

振Ǔ返ǔƱ須磨Ʒ市街地ȷ海ȷ須磨海岸ƴ落ƪǔ六甲Ʒ山並ǈƕ一望ưƖǔŵ   

ǇƨŴ階段ƷɥƔǒŴ林Ʒ中Ǜ抜ƚǔƱƢƙŴ栂尾山Ʒ山᪬ưŴ 眼ɦƴƸ西六甲西端Ʒ鉢伏ȷ旗振Ǔ山ǛȐȃǯƴ 

須磨高倉台Ʒ住宅地そƠƯ広Ƙ神戸Ʒ市街地Ɣǒ明石海ȷ淡路島そƠƯ播磨灘 Ʒ西神戸Ʒ展望ƕ開ƚǔŵ 

 

  ● 横尾山-横尾山/馬Ʒ背Ʒコȫ(西六甲越Ʒ)-馬Ʒ背へ 

  



 

      岩稜 横尾山Ɣǒ馬Ʒ背 Ʒ縦走路ƴ咲ƘȟȄȐȄȄǸ  横尾山Ʒ鞍部ƷへƷ降Ǔ路ư 

 

         馬Ʒ背Ʒ狭い縦走路ƔǒЏǕ落ƪƨ両側Ʒ谷Ʒ岩壁ƴƸいƬƺいȟȄȐƭƭơƕƞいƯいǇƠƨ 

 



 

          馬Ʒ背Ǜ渡ǓЏǓŴ振Ǔ返ƬƯ 馬Ʒ背Ɣǒ横尾山ƴ延Ƽǔ縦走路Ǜ眺Ǌǔ 

 

             馬Ʒ背Ǜ過ƗǔƱƞǒƴ西へ樹間ǛɦƬƯ東山Ʒ鞍部へ 再度登Ǔ返ƠƯŴ東山へ 

  

         東山山᪬Ƹ樹木ƴ囲ǇǕƨ小ƞƳ広場 樹間Ʒ間ƔǒƸ四方ƕ見渡せǔ 

東山Ƹ東Ʒ高取山ƴ向Ɣう六甲全山縦走路Ʊ北Ʒ横尾道ȷ妙法寺 南Ʒ板宿方面へƷЎ岐点ŵ 

陽ƕ長ƘƳǓǇƠƨƕŴ午後5時近ƘƴƳǓŴƜƜƔǒ北Ʒ横尾道ȷ妙法寺ᬜへ一機ƴɦǔŵ  

● 東山 須磨アȫプǹƷ縦走路Ǜ歩ƖŴǇƨ横尾道ȷ須磨ᬜへ戻ǔ 



 

    いƭǋ眺Ǌǔ須磨アȫプǹǛ反対ƴ北Ʒ横尾ȷ妙法寺方面Ǜ一望 若草山Ɣǒ鵯台 そƠƯ 自宅ǋ正面ƴ  



 

      須磨アȫプǹ  横尾山Ɣǒ馬Ʒ背へƷ縦走路 荒々Ơ岩稜ƴ咲ƘȟȄȐȄȄǸȄȄǸ  2017.4.19. 

 

        17:30  妙法寺横尾道 須磨アȫプǹ登山口ƴ降Ǔǔ  2017.4.19. 

須磨アȫプǹƷ縦走路ƴ ƜǜƳƴ多ƘƷȟȄȐȄȄǸƕ咲いƯいǔƳǜƯ!!  初ǊƯ気ƕ付ƖǇƠƨŵ  

いƭǋƷ思い付Ɩư歩いƨƷưƢƕŴ一番ƖǕいƳ時ƴ歩ƚƨǑうƩŵ 

うǕƠいȟȄȐȄȄǸƷ縦走路ŵ  

そǕǋ子供Ʒ᪭Ʒ記憶ƴƭƳƕǔ岩稜ƴ咲ƘȟȄȐȄȄǸƷ春景色ŵ 

本当ƴȩȃキȸ!!   

爽快感いƬƺいư横尾道ƴ出ƯƖǇƠƨŵ  

ほǜƷ午後ƷƻƱ時 須磨アȫプǹwalkƷ魅力ưƢŵ  

 

  刻ٲ  17:30  .2017.4.19 

妙法寺横尾道 須磨アȫプǹ登山口ư   Mutsu Nakanishi 

 

 



2017 ひまわりの夏   

恒例の夏迎え 播磨のひまわり畑を訪ねる 2017.7.19. & 7.20. 

 

1. 東播磨の田園地帯にある小野市浄谷 ひまわりの丘  2017.7.19. 

2. 西播磨千種川が流れ下る山郷 佐用町旧南光のひまわり畑 . 2017.7.20. 

        ● たたらの里 漆野段集落のひまわり畑     

        ● ひまわり祭のメイン会場 林崎のひまわり畑  

  

 

http://www.infokkkna.com/ironroad/2017himawarinonatsuweb.pdf
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空は真っ青な夏の空に入道雲 一面 青々と成長した田園の畔では吹きわたる夏の風邪に山田錦の旗がはためい 

ている。 ひまわりの夏2017の到来。今年も西神戸の田園から中国山地の山裾を抜けて 西播磨佐用のひまわ

り畑へ 原チャリで駆けて、元気なひまわりの笑顔に出会ってきました。 

毎年恒例のひまわりの夏  東播磨の小野のひまわりの丘 そして 西播磨佐用のひまわり畑の元気なひまわりの

笑顔をお届けします。 

1. 東播磨の田園地帯にある小野市浄谷 ひまわりの丘     2017.7.19. 

 

 



 

   

 

東播磨 小野市浄谷 ひまわりの丘で     2017.7.19. 

 



2. 西播磨千種川が流れ下る山郷 佐用町旧南光のひまわり畑 . 2017.7.20. 

        ● たたらの里 漆野段集落のひまわり畑     

        ● ひまわり祭のメイン会場 林崎のひまわり畑  

  

  

   

  



  

 

   

 



  

  

 



 

  



 

 



 



  

  

 



 



    新緑Ʒ京都ž比叡ヷ雲母坂walkſ - 雲母坂 & 八瀬ケヸブル -  2017.5.2. 

        京都Ɣǒ࿄࿅湖へƷ比叡越Ӟ道 雲母坂Ǜ登ƬƯ 比叡山 延暦寺へ 

 

 

久ƠƿǓƴ比叡山へƷӞ道ž雲母坂ſǛ登ƬƯƖǇƠƨŵ 

５月比叡山直ㄦƷ八瀬霊園ƴƓ参Ǔƴ出ƔƚǔƜƱưŴᛅƠƯいǔƱ家内ƕžǋう何十࠰乗ƬƯいƳい八瀬ケヸブルƴ

乗ǓƨいſƱいうŵǇƨŴᲬᲪᲫᲭ࠰Წ月ƴ登Ƭƨ雲母坂Ɣǒ比叡四明ヶ岳ŵž阪本ケヸブルǋ八瀬ケヸブルǋ休ഥ

中ư 雪ưツルツルƷ雲母坂Ǜ降ǓƨƷƕ強烈Ƴ印象ưŴƋƷ雪ư埋ǇƬƯいƨ雲母坂 雪ƷƳいƱƖƸƲうƳ

ƷƔ登ƬƯǈƨいſƱいうŵ京都人Ƹ八瀬ケヸブルƱいうƱ 蛇ƕ池冬Ʒスキヸ場ヷ夏ƷƓ҄ƚ屋敷Ʊ誰ǋƕ知ƬƯ

いǔƷưƢƕŴ異ӝӷ音ƴž最近Ƹ出ƔƚƨƜƱƕƳいƳƊſƱいうŵ 

 

Ǒう ƓǅえƯいǔƳƊヷヷƱ驚ƖƭƭŴ 

žơǌƊ 今回 雲母坂登ƬƯŴ延暦寺Ǉư

行ƬƯŴ࠙ǓƸ八瀬ケヸブルư降ǓǑうſƱ 

 

久ƠƿǓƴ修学院離宮横ƔǒƷӞ道 雲母坂

Ǜ登ƬƯŴ比叡山へŵそƠƯ ࠙ǓƸ八瀬ケ

ヸブルŵ新緑ƕ心地Ǒい比叡山ŵ  

晴天ƴ恵ǇǕƨ比叡山ㄥ延暦寺Ʒ山間ƴƸ 

新緑ƴ包ǇǕƯŴ見ƝǖǛ迎えƨ石楠花ƕ至

ǔ所ƴ咲いƯŴ 

心地Ǒい緑Ʒ空間散歩ǛಏƠǜư࠙ƬƯƖǇ

Ơƨŵ  
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 1. 雲母坂Ɣǒ比叡山へ  高橋Ɣǒ雲母坂 登Ǔӝへ 

 

    

  

雲母坂Ƹ࿄࿅湖Ʊ都Ǜ最短距離ư結ƿ比叡越Ʒ主要Ӟ道ưƋǔŵƔƭƯƸ延暦寺Ʒ僧兵ƨƪƕƜƷ雲母坂Ǜ神輿Ǜ担

いư ᬝƚㄦǓƯƖƨƱいいŴ学生時代Ɣǒ 何度ǋ登ƬƨǑƘ知ǔ道 ưǋ 雲母坂Ʒ登ǓƸƖƭƔƬƨヷヷヷヷヷ

Ʊ記憶ƢǔŵǇƨŴ八瀬ケヸブルƸƻƬそǓƱ比叡山へ登ƬƯǏƘマイナヸƳケヸブルƱ思ƬƯいǇƠƨƕŴ 

高ㆯ差ƕ日本一Ʒ561ｍŵ均勾配Ƹ1/40Ʊ急勾配ƷケヸブルカヸƩƱいうŵ 

スタヸトƸ高川Ʒ҅大路高橋ŵ ƜƜƔǒ東҅へ高ヷ一乗寺Ʒ集落Ǜ抜ƚƯ 比叡山Ʒ山ᙍ修学院離宮Ʒ南縁

Ʒ雲母坂登ǓӝƔǒ雲母坂Ǜ登ƬƯŴ八瀬ケヸブルƷ比叡山頂ㄥᬜưǋƋǔ四明岳蛇ƕ池ƴ出ƯŴ比叡山延暦寺へŵ

࠙ǓƸŴ八瀬ケヸブルᬜƔǒ八瀬へǕケヸブルư降ǓƯŴ叡電ư࠙ǔŵ  



 

   高橋Ɣǒ眺Ǌǔ雲母坂Ʒルヸト  2017.5.2. 右端Ʒㆰ宅ƷƢƙㄥƷ尾根筋ƕ雲母坂ƔǒƷルヸト 

5.2.朝快晴 8:20 高橋Ɣǒスタヸトŵ 高川Ʒ向Ɯうƴ右バランスƕǑƘ取Ǖƨ稜線ƕǏƬƨǓƱ長Ƙ引いƨ

比叡山四明嶽ƕ美Ơい姿Ǜ見ƤƯいǔŵ ƜǕƔǒ登ǔ雲母坂Ʒルヸトƕ真ദ面ƴ見えŴ四明嶽Ʒ頂ㄥƷ電波塔ǋƘƬ

ƖǓŵ今日Ƹ特ƴ࿄࿅湖側へ降Ǔǔ予定ƕƳいƷưŴƷǜƼǓ雲母坂Ǜ登ǖうŵ 

ǇƣƸŴ斜ǊƴŴ高ヷ一乗寺Ʒ街Ǜ抜ƚŴ東山山麓沿いǛ南҅ƴ銀閣寺Ɣǒ岩倉へ延Ƽǔ白川通Ʒ曼ഷ院道ƴ出ǔŵ 

曼ഷ院へƷ坂道Ǜ登ƬƯŴそƜƔǒ҅側Ʒ谷川沿いへ降ǓǕƹŴ修学院離宮Ʒ南側Ʒ端 雲母坂Ʒ登ǓӝưƋǔŵ 

曼ഷ院道Ʒ坂道Ǜ東山Ʒ坂道Ǜ登ǔƱ京都市街地ƱƸ別世界 京都Ʒ田舎ŵ振Ǔ向ƘƱ西山Ʒ山並ǈヷ愛宕山ƕ市街地

Ʒ向Ɯうƴ見えŴ知ǒƣ知ǒƣƷうƪƴ᨟Ў東山Ʒ山ᙍǛ登ƬƯƖƨƱŵ 

ƜƷ坂道Ǜ登ǓЏǔƱŴ̔ Ʒ雲母坂へ降Ǔǔ坂道Ʒ案内板Ŵ小ƞƳ森Ʒ向Ɯうƴ谷川ƕ見えǔŵ林Ʒ中ǛㄦƬƯ谷筋ƴ

降ǓǔƱǋうそƜƸ緑ƴ包ǇǕƯŴ東山Ɣǒ谷川ƕ流Ǖㄦǔ静ƔƳ別世界ŵ雲母坂Ʒ登山ӝŵ 

谷川沿いƷ東ƴ橋ƕ見えŴƜƷ橋Ǜ渡ǕƹŴ雲母坂Ʒ登Ǔӝŵ 高橋Ɣǒ約ᲭᲪЎǄƲư到着ŵ 

  

 

曼ഷ院道Ɣǒ東山Ʒ山麓へ 雲母坂へƷ道ǛƨƲǔ  2017.5.2. 



   

雲母坂 比叡山登Ǔӝ 2017.5.2.  9:12 

 

2. 雲母坂Ǜ登ƬƯ 比叡山 四明嶽ヷ蛇ƕ池へ 

 

 



雲母坂Ʒ登Ǔӝƴ入ǔƱ修学院離宮Ʒ塀ƴ沿ƬƯŴいƖƳǓƖƭい登Ǔ道ŵ ƜƜƔǒ 四明岳Ʒ蛇ƕ池Ǉư 緑ƴ包

ǇǕƨ林Ʒ中 樹木Ʒ間Ɣǒ時折ᙼƚǔ市街地Ǎ周ᡀƷ山並ǈǛ除いƯ約Ძ時間 ᙻ界Ʒ開ƚƵ尾根筋Ʒ登Ǔ道ƕ曲

ƕǓƘƶǓƳƕǒㄥへㄥへƱ続Ƙŵ                                     

最ǋ５月Ʒ新緑ƴ日差Ơƕ差Ơᡂǈ心地Ǒい山道ŵǇƨŴƖƭい߇路Ǜ登ǓЏǓŴ尾根筋ƴ出ǔƱ前方見ㄥƛǔ道Ʒ際

ƴƸ 時折 長い࠰月Ǜ生Ɩ抜いƯƖƨƜƱǛ示ƢƔƷƝƱƘ ƜƿƩǒƚƷ堂々ƱƠƨ巨樹ƕ現Ǖ迎えƯƘǕǔŵ 

 本体ƔǒƸ周囲ƴ幾ƭǋƷ立派Ƴ幹Ǜ思いЏǓ広ƛƯいǔŵ  

ž雲母坂ƴƜǜƳƴいƬƺいӞ木ƕ今ǋസƬƯいƨƷƔſƱうǕƠƘƳǔŵ 

 

   

                    比叡山雲母坂 2017.5.2. 

花߈岩質Ʒ岩肌ƕ露出Ơƨ坂道 雲母坂 花߈岩Ʒ中ƴ含ǇǕǔ雲母ƕ日差ƠƴキラキラƱήƬƨƜƱƔǒ雲母坂Ʊ

Ӹ付ƚǒǕƨƱ聞Ƙŵ Ǉƨ ƜƷ比叡山ヷ東山一࠘ƴƸ鉄鉱石ƕƋǓŴӞ代Ʒᙌ鉄地࠘ưǋƋǓŴƜƷ雲母坂ƸӞ代

和鉄Ʒ道ưǋƋƬƨŵ( 花߈岩ƴƸ雲母ƱƱǋƴ鉄ƕ班ƱƠƯ含ǇǕǔƜƱǋ多ƘŴ砂鉄ƕ取ǕǔƷưƢƕŴƜƷ雲



母坂周ᡀư砂鉄Ǜ見ƨƜƱƸƳƠŵ) 

 

尾根筋ƷƜƿǛ一ƭ越えƨƱƜǖưŴ修学院離宮Ʒ囲い網ƱƸ別ǕŴƪǐƭƱಏƴƳƬƨƞǒƴ尾根筋Ǜ行Ƙ 

 



 

   

  

四ᡁǛ過ƗƯŴ京都トレイルヷ尾根道Ǜ四明岳へ向ƔうӞ道Ʒ道際ƴƸ Ӟ木ƕいƘƭǋ ᲬᲪᲫ７．５.Წ. 

相変わǒƣ 林Ʒ中 登Ǔƕ続Ƙƕ 樹木ƷƳǓƕ減ƬƯ 空ƕ明ǔƘƳƬƯƖƯŴ四明岳ヷ蛇ƕ池ǋ近いƕŴ 

ǇǋƳƘŴ樹間ƕ途ЏǕŴ今度Ƹ南西側Ʒ京都市街地ƕƾいƴ現Ǖƨŵ 



   

 

 



  

比叡へƱ続Ƙ新緑Ʒ雲母坂ƕƜǜƳƴ心地ǑいƱƸヷヷヷヷ今回初ǊƯ認識ƠǇƠƨ 2017.5.2. 

家内Ʊ2月ƴ以前歩いƨ時ƴƸ ƜƷƋƨǓƷ坂道Ɣǒ寒い雪道ƴŵ滑ǒƵǑう歩いƨƷƱƸ大違いưƢ 

   

林Ʒ樹木ƕ一気ƴ杉林ƱƳǓŴ林Ǜ登ǓƖǔƱ四明岳Ʒ頂ㄥ部 ケヸブルᬜ横Ʒ電波塔ƷƋǔ展望広場ƴ 

  

 

 

展望広場Ǜ抜ƚƯ少Ơ登ǔƱ 四明岳ƔǒǇƬƢƙㄦへ広ƕǔ草地Ʒ傾斜地 旧蛇ƕ池スキヸ場跡到着 



 

ƔƭƯƸ大いƴƴƗわƬƨ京都Ʒ蛇ƕ池スキヸ場ưƢƕŴハイカヸƕ数人見えǔƩƚư静ǇǓ返ǓŴ 

ƜƷㄥǛƢƙㄥƷ四明岳頂ㄥへƷ短いロヸプǦǨイƕƢƙㄦƷケヸブルᬜƔǒ伸ƼƯいǔ 

 

2013.2.23. 蛇ƕ池スキヸ場へ来ƨ時Ʒ様子  

時刻Ƹ ǇƩ 昼前ƷᲫᲫ時半  雲母坂Ʒ登ǓӝƔǒ約Წ時間

ǄƲư蛇ƕ池到着ŵ予定Ƹ八瀬ケヸブルƴ乗ƬƯ降ǓǔƜƱƩƚŵ 

家内Ƹ延暦寺根本中堂Ʒ中ƴ入ƬƨƜƱƕƳいƷưŴᲫᲬᲪᲪ࠰

灯Ơ続ƚǒǕƯƖƨž不滅Ʒ法灯ſǋ見ƨƜƱƳいƱいうŵ 四

明岳へ行ƬƯǋ何ǋƳいƷưŴ昼Ǜ済ǇƤƯ そƷǇǇ延暦寺Ǉ

ư行ƬƯŴ引Ɩ返ƠƯ ケヸブルư八瀬へ降ǓǔƜƱƴŵ 

 京都市街ƔǒǋǑƘǈえǔ四明岳Ʒ҅Ʒ肩 ƭƭơ丘Ǉư行Ƭ

Ư昼食ƴŵスキヸ場Ɣǒ҅へトラバヸスƠƯŴ四明岳Ʒ山腹Ǜ҅

ƴ巻いƨ突端Ʒ展望台ưƋǔŵ 



  

  3. 延暦寺Walk     延暦寺根本中堂へ 11:59 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  ƭƭơヶ丘ư昼食Ǜ済ǇƤŴ延暦寺根本中堂へ 11:59 

 

ƭƭơƕ丘Ɣǒ四明岳Ʒ山腹҅側Ǜ巻Ƙ広い遊歩道Ǜ少Ơ行ƘƱ比叡ドライブǦǧイƕ入ǔ山王神社Ʒ前ƴ 

 比叡山ドライブǦǧイǛㄦƴ見Ƴƕǒ山腹ƴ沿ƬƯ杉木立Ʒ参道Ǜ東へ行ƘƱ比叡山Ʒ泉ž弁慶水ſŵ弁慶ƕ山王院



堂ƴƜǋƬƯ修業ǛƠƯいǔƱƖƴŴ 仏ƴ供えǔ水Ǜ1000日間ƴわƨǓ汲ǈƴ通ƬƨƱƷ言い伝えƕƋǔ場所ưŴ

ǋうƜƜƸ延暦寺Ʒ境内ưƋǔ ŵ弁慶水Ɣǒ緩ǍƔƳ坂道Ǜ超えǔƱ杉木立Ʒ中Ŵ丘ǛЏǓ開いƨ台地ƴ延暦寺Ʒ諸

施設Ʒ建物ƕ建ƬƯいǔいǔƷƕ見えƯƖƯŴ比叡山延暦寺Ʒ中心部ƴŵ 法華総持院Ǎ᧺弥᧻堂へƷ広い参道へƷ坂

道ƱƷЎ岐ƷƱƜǖƴ大講堂へƷ᨞段ƕƋǓŴ大講堂Ʒ台地Ɣǒ根本中堂へŵ   

大講堂Ʒ台地へ登ǔ᨞段ƷそƹưŴ石楠花ƕピンクƷ大輪Ʒ花ǛƭƚƯいǔƷƕ見えŴラッキヸƱŵ 

᨞段ǛㄥƕǔƱ広い台地Ʒ奥ƴ大講堂ƕ見えŴ台地Ʒㄥ 参道沿いƴǋǑƘ手入ǕƞǕƨ石楠花ƕ花Ǜ咲ƔƠƯいǇƠ

ƨŵ比叡山ƴ石楠花? そういえƹ 比叡ヷ比良Ʒ山並ǈƸ石楠花Ʒ宝庫ƩƱ思い出ƠǇƠƨŵ比叡山境内ưǋǑƘ手

入ǕƠƯ石楠花ƕ咲いƯいǔŵ 

  

   大講堂へ登ǔ᨞段Ʒ横Ǎ大講堂ƷƋǔ境内ƴǋ石楠花ƕピンクƷ花Ǜ咲ƔƠƯいǇƠƨ  2017.5.2.    

 

大講堂ưƓ参ǓǛƠƯ境内Ʒ奥へ進ǉƱ根本中堂へ降Ǔǔ石段ưŴそƷㄦƕ根本中堂ŵ ưǋ 多ƘƷ大型機械ƕ囲い

ƕƞǕƨ根本中堂ƴƱǓƭいƯいǔƷƕ見えǔŵ今 ƪǐうƲ回廊ƳƲƷ回ӓ事中ŵ中ƴ入ǕƯǋǒえƳいƔƱ一瞬

思いǇƠƨƕưǋ 多ƘƷ観ήƷ人ƨƪƕᛄǊƔƚƯいǔƷƕ見えŴ᨞段Ǜ降ǓƯ入ӝƴ行ƘƱ参拝 okưƠƨŵ 

根本中堂Ʒ中ƴ入ǓŴƝ本尊薬師如来ƴƓ参ǓƠŴ世界和ヷそƠƯ家族ƴ思いǛƸƤƳƕǒ頭ǛㄦƛƯƖǇƠƨŵ 

Ɲ本尊Ʒ前Ǜ照ǒƠ続ƚƯ1200࠰間一度ǋ消えǔƜƱƳƘ輝Ɩ続ƚƯいǔž不滅Ʒ法灯ſǋơƬƘǓ見ƯƖǇƠƨŵ 

ǍƬƺǓᲫᲬᲪᲪ࠰ƷǈƸƢƝいŵ気Ўǋ新ǒƨưƢŵ根本中堂ưƸ写真ƕ取ǕƳいƷưŴ根本中堂ദ面ƷӒ対側ƴ

立ƭ文ഷ堂へƷ急Ƴ石段Ǜ登ƬƯŴơƬƘǓƱ根本中堂Ǜ眺Ǌǔŵ 



 

石段ƷㄥƔǒŴ頭ǛㄦƛǔƷǋƲうƔưƢƕŴ今一度根本中堂ƴ頭Ǜㄦƛǔŵ 

久ƠƿǓƷ根本中堂ŵ 杉木立ƴ囲ǇǕŴ事ƕ終わǕƹ Ǉƨ静寂ƴƳǔŵ 

石段Ǜ登Ƭƨέ 石楠花Ʒ花Ʒ向Ɯうƴ文ഷಎƕƋǓǇƠƨŵ 

 

ƜƷ建物Ƹ根本中堂 真ദ面Ʒ東側ƴ立ƬƯいƯŴ延暦寺Ʒ山門デモǋƋǔƱいうŵ 

ಎƷ中ƴǋ入ǕƯǋǒえǔƱいうƜƱư家内Ƹಎƴǋ登ƬƯŴƨƘƞǜ知恵ǛǋǒƬƯƖƨƱ 



  文ഷಎǛㄦƴ降ǓǔƱ大黒堂前Ʒ広場ư 延暦寺Ʒ南Ʒ端ưŴ南Ʒ縁Ǜ奥ƴ 根本中堂Ǎ࿄࿅湖側Ʒ阪本ケヸブル 

  ǍドライブǦǨイƔǒƱƭƳƕƬƯいƯŴƞƢƕƴ数多ƘƷ人ƨƪƕ見えǔŵ   

  ƜǕư 今日Ʒ比叡山延暦寺根本中堂散策ǋ終わǓŵƜƜƔǒ引Ɩ返Ƣŵ 

 

 

 文ഷಎǛㄦƴ降ǓǔƱ大黒堂前Ʒ広場 延暦寺Ʒ南Ʒ端  根本中堂Ʒ台地ƷㄦǛ҅へ戻ǔ 2017.5.2.  

       道Ʒ手 東側杉木立Ʒ間ƔǒƸ ƪǐƬƽǓ ࿄࿅湖ƕ見えǔ   

    

  法華総持院Ǎ᧺弥᧻堂へƷ広い参道へƷ坂道ƱƷЎ岐へǋƲƬƯŴ Ʊ来ƨ道Ǜƿǒƿǒ散策ƠƳƕǒ 

  ƭƭơƕ丘へ戻Ǔ八瀬ケヸブルᬜへŵ 

  八瀬ケヸブルᬜ1Ჭ時ᲭᲪЎƷケヸブルư 京都側Ʒ八瀬へ降Ǔǔŵ 

      

    



 

 

 いƭǋ八瀬霊園Ɣǒ眺Ǌǔ比叡山ŵƜƜǛケヸブルƕ登ƬƯǏƘƷưƢƕŴ家内Ƹ八瀬ケヸブルƷ記憶ƕƋǇǓƳい

Ʊいうŵ 念願Ʒ八瀬ケヸブルƴǋ乗ǕƯ大満足ŵ 



 

 

 

 



         【 5月中旬 西神戸・播磨Country walk  Photo アルバム 】 

    梅雨入り前「麦秋」の播州路 播磨富士「高御位山」へ 2017.5.17.     

 

麦秋を迎えた加古川市神吉の里から眺める播磨富士「高御位山」 2017.5.17. 

  

 5月の連休も過ぎ、西神戸・東播磨の田園では

田に水が入り、田植えの準備が急ピツチ。 田園

地帯一帯を黄金色一色にする「麦秋」の里も。梅

雨入り前・初夏 西神戸の田園の美しい景色が頭に

よぎって、久しぶりに東播磨の田園から加古川土

手へ行きたくなって原チャリを走らしました。 

西神戸神出の集落を抜け、稲美に入ると眼前に広

がる田園は黄金色一色の「麦秋」。 

ビールや麦茶原料となる大麦栽培が盛んになり、

田に水を入れる前の大麦収穫の真っ最中。                      麦秋の東播磨 稲美の里 

この収穫が終わらぬと田に水が入らない。 

農家は今一番忙しい時期である。 

 加古の大池の土手に登ると湖面の向こうに播

磨富士「御位山」の美しい姿を見せている。  

「高御位山へ登って、久しぶりに 頂上から播磨

平野の大展望を眺めてみたいなぁ」と。 

 

中西睦夫
スタンプ



 < 播磨富士「高御位山」 高さ304m > 

 播磨平野の加古川下流域では高い山が少なく、  

 高御位山が加古川市・高砂市の最高峰。                           

 頂上では断崖の岩場がせり出し、播磨平野や瀬 

 戸内海を一望できる。逆に播磨灘・東播磨の田 

 園どこからでも、ながめることができる。       

 頂上には岩場を磐座としていた高御位神社があ 

 り、高御位の名前も神座、磐座から転じたと考 

 えられている。                               

  社伝によると、欽明天皇10年(549年)に創建 

 され、祭神は 大己貴命と少彦名命。天津神の命 

  を受け、国造りのためにこの高御位山の磐座に      稲美 加古大池越しに眺めた高御位山 2017.5.17.  

  降臨したとされ、地元の人々に守り継がれてき た信仰の山でもある。 

 

高御位山を眺めながら加古川の上荘橋を西へ渡って、西へ 志方の里へ入る丘陵地を平荘・志方へ。          

姫路への裏街道県道65号を走るのも久しぶり。 季節の折  々 東播磨の田園地帯を訪ねて走る道である。  

志方の里 投松の十字路を南へ折れて 高砂への県道45号の飯盛山裾を抜け、大きなため池の縁のバイパスに

入ると右手に一面黄金色の麦畑が広がり、その奥に高御位山が再度 きれいな姿を現す。 

加古川の西岸に広がる神吉の里で、この奥に高御位山の麓が登山口のある志方成井の集落である。 

 

 

     麦秋真っ盛りの加古川市神吉の里 背後に高御位山が顔を見せる  2017.5.17. 

写真の右端に少し見えている小さな丘が宮山と呼ばれ、神吉城跡・神吉八幡神社のある。神吉の里は知っていま

したが，いつも通過。神吉にお城があったというのも初めて知りました。  



播磨富士と呼ばれる秀麗な姿の高御位山をバックに眼前に広がる田園は黄金色一色。  

まったく知らなかった高御位山山麓「麦秋」の景色。黄金色の麦畑のすぐそばの休耕田では蓮華の花盛り。 

こちらも 高御位山がバックに。梅雨前のほんのひととき ラッキーにもこんな素晴らしい初夏の景色が見られ

ました。 

  

 初めてみる高御位山山麓「麦秋」の景色。黄金色の麦畑のすぐそばの休耕田では蓮華の花盛り 2017.5.17. 

 

麦秋の高御位山山麓の田園地帯に広がる麦秋を楽しみながら、田園の中をまっすぐ登山口へ。 

登り口のすぐ横の駐車場に原チャリを置いて、頂上からの展望を期待しつつ高御位山の頂上へ。  

久しぶりの成井登山口。よく整備された新緑の山腹を約30分ほど登れば頂上である。

 

  

   新緑が美しい志方成井の高御位神社参道登り口からの登山道 頂上の高御位神社への参道でもある 

          時折 樹木の間から 志方の田園地帯が顔をのぞかせてくれる 2017.5.17. 

 



 

    

こんなに良くせいびされていたか? とびっくりするほどよく整備された登山道が頂上まで続く 

  

今は時期ではありませんが、このすぐ横の山腹は笹ユリの群生地  

6月の終わりから7月にかけて、花が咲くとこの登山道もハイカー 

でにぎわう。 

登山道はゴツゴツした岩肌むき出しの岩の上になって、まもなく岩盤

の上の頂上稜線も近い。でも まだ もうひと登り。 

 

 



 

  

岩肌むき出しの急な道をよじ登ると、空がぽっかり空いて 頂上稜線の岩場が見える。 

360度の展望が楽しめる視界が開ける!!   2017.5.17. 

   

高御位山稜線の岩尾根の上にとびだし視界が一機に開ける  2017.5.17. 

山麓からもよく見える頂上部の岩場の崖・広い岩盤の上で 頂上の磐座もすぐ上に  



西は姫路 東は神戸須磨海岸まで、播磨の大展望が 眼下に広がる2017.5.17.  

 

   
                    播磨灘沿岸の工業地帯遠望  2017.5.17. 

 

高御位山の山頂部は麓からもよく見える南へ切れ落ちた剥き出しの岩盤の上  2017.5.17.   

 眼下直下の高砂市阿弥陀の里 そして遠く播磨灘まで広がる高砂市の街並が遠望  

絶好の展望台播磨平野から播磨灘への大パノラマが広がっている。 

  



【西は姫路 東は神戸須磨海岸まで、眼下に広がる播磨の大展望 2017.5.17.】  

  

 

 



      《《鉄鉄のの風風景景》》  高高炉炉遠遠望望  淡淡路路島島をを背背にに加加古古川川河河口口東東岸岸にに神神戸戸製製鋼鋼加加古古川川  22001177..55..1177..  

 

                やっぱり眼が行く「鉄の風景 -加古川河口神戸製鋼加古川製鉄所-高高炉炉遠遠望望 」22001177..55..1177.. 

  

東西凹型に広がる高御位山の山並み 正面には高砂市阿弥陀の里から播磨灘まで高砂の街一望 2017.5.17. 

 

この高御位山の南周辺は古代からの石

切り場 すぐ南には竜山石・石宝殿生

石神社で有名な竜山もすぐそこに。 

 

遠く加古川の高炉と古代から続く竜山

石の砕石場竜山が1枚のアングルに               

  頂上稜線 岩盤上の登山道より    

         2017.5.17.  

 

 

 

 

 

   加古川河口            法華山谷川河口          家島群島      姫路 

  神戸製鋼加古川             高砂港                     飾磨港 

                 高御位山正面直下 高砂市阿弥陀の里 

 

 



 展望を楽しんだ後、高御位神社が鎮座する山頂へ 見上げる岩山の崖 頂上までひと登り。 

          

 

 

 高御位の大神が降臨したという磐座がある岩場の崖の後ろに高御位神社の社殿 2017.5.17. 



  この高御位山頂上岩場一帯は古代祭祀遺跡で 社殿へ登る階段横に案内板がありました。 

 

   

    頂上の岩場崖 西の奥 高御位の大神が降臨したという磐座 

 



  

頂上の岩場から登ってきた東のほうを眺める 神吉の黄金色の麦畑も点々と見える 2017.5.17. 

 

 頂上の岩場の縁に立ち、崖を見下ろすと垂直に落ち込んでいて、やっぱりすごみがある。 

 標高は低いが、この高御位山が信仰の山になりえたことがよくわかる。 



 
 

稜線縦走路を少し西

へ行って、西から頂

上周辺を眺める    

  2017.5.17. 

 

 

 

 

 

 

  頂上の崖越しに山の東の登り口側 飯盛山を背に加古川市神吉の里 志方横大路の田園地帯が見える。 

  今日は縦走しないで もと来た志方成井の登り口に引き返すので、ここから頂上へ戻る。 

 

 



  

頂上の高御位神社を通って縦走路を東へ、北の成井登山口への分岐への岩場の東端へ戻る 

 

  

 

 



  

ほどなく、登り口の麓の田園地帯がかいま見えるようになり、志方成井の里の登り口にもとってきました。 

いつもの気まぐれ風来坊の原チャリを走らせての東播磨の田園walk。 

爽快感いっぱいで「麦秋」の神吉の里を抜けて家路へ。振り返ると秀麗な高御位山がが帰りを見送ってくれる。

 
 

東播磨 麦秋の播磨富士「高御位山」walk。  

いつもの気まぐれ 風来坊 行き当たりばったり 

のwalkでしたが、梅雨入り前の素晴らしい 

東播磨田園の景色に出会えました。 

 

 

 

 

 ◎ 訪れた高御位神社参道登り口近くの神吉の里でも「麦秋」真っ盛り。  

   播磨富士と呼ばれる秀麗な姿の高御位山をバックに眼前に広がる田園は黄金色一色。まったく 

   知らなかった高御位山山麓「麦秋」。思わずラッキーと。                                                 

 ◎ 久しぶりに登った新緑の登山道が見違えるようによく整備されていてびっくり。また、登り口から1時間 

   弱で登った頂上からの東播磨の田園地帯から播磨灘沿岸の大展望も期待にたがわず。  

 



 ◎ また、やっぱり探す「鉄の風景」。久しぶりに高炉の風景に出会えたのもうれしい。 

   それも 播磨灘にぼんやり浮かぶ淡路島の山々を背景に 高炉を中心とした製鉄所が霞の中に浮かぶ 

   素晴らしい景色でした。 

  

播磨富士「高御位山」を背に麦秋を迎えた山麓の神吉・志方の里 2017.5.17. 

  

            やっぱり眼が行く「鉄の風景 -加古川河口神戸製鋼加古川製鉄所-高高炉炉遠遠望望 」 

             高御位山山頂からの360度の眺望 22001177..55..1177..  

   

 

      無理せず元気に!!  これからの梅雨を乗り切りましょう  

いつもの気まぐれ風来坊の原チャリwalk。 

梅雨入り前の初夏 「東播磨田園の麦秋」の新しいページが加わったと。 

「今日は早く帰って ぐいとビー.ルを飲みたい」と思い浮かべつつ、麦秋の高御位山山麓を離れる。 

     梅雨入り前の気まぐれな天候の2017.5.17.午後   

      麦秋の東播磨田園地帯を走り抜けながら   

                     Mutsu Nakanishi  

 



       西ρဍጏឥ路ž鉄山ſ山頂ƔǒƷ展望 walk  2017. 5.7. &  6.5.  

      西ρဍጏឥ路 ᪰砹ƷිƷž鉄山ſƷ頂ㄥƕЏǓ開ƔǕƯいǔ !!  

            ᪰砹Ʒ西ρဍμ山ጏឥ路ƴ新Ơい᭽щᛓ生 

 

 

 

   
 Ჰ月５日 今日Ƹ久ƠƿǓƴǑƘǈ渡Ǔ ᐯ宅Ɣǒǋ大阪ฺƕ見えƯいǔŵ 

 快晴Ʒ日ưǋŴ地ྶภଡ଼҄ƕ進行Ƣǔ中 PM2.5 Ʒࢨ᪪Ɣ?  西ρဍƷጏឥ路Ɣǒ大阪ฺǍ明石ෙƳƲƕŴ 

 ƘƬƖǓᢒ望ưƖǔ日Ƹ少Ƴいŵ今日Ƹ新ƨƴЏǓ開ƔǕƨ鉄山山頂ƔǒρဍƷ山並Ǎ大阪ฺそƠƯ明石ෙ 

 ǛカメラƴӓǊǒǕǔዌڤƷチャンスŵଔᡮ デǸカメƿǒƞƛƯ 西ρဍ 鉄山山頂へŵ  

 予े通Ǔ 今Ǉư ƔƢǜưƘƬƖǓƱƸ見えƳƔƬƨ神ৎ市街地Ɣǒ大阪ฺƷパノラマƕƘƬƖǓა前ƴ広ƕǔŵ 

 ǇƨŴƳǓӳƬƯƸƬƖǓƠƳƔƬƨρဍμ山ጏឥ路Ʒ山並ǈヷ神ৎㄤ宮Ʒ市街地 そƠƯ大阪ฺǛǰルリƱ取Ǔ 

 囲ǉ生 ᬡ山Ɣǒㅚㄥ山ヷᓹ؉山ヷб山そƠƯ和泉Ɣǒ和ജ山Ʒ山々ŵそƠƯኔෙヷ路ǋŵ        

 ႸǛ西Ɣǒ҅ƴ᠃ơǔƱ 明石ෙヷ明石大橋Ɣǒછ砹Ʒ業地࠘Ɣǒછ砹Ʒ田園そƷᏑࢸƷ山々ǋŵ  

 ƜƷ鉄山ƸƞえƗǔǋƷǋƳƘŴρဍƔǒ神ৎ大阪ฺμ体ƕ一度ƴ眺ǊǒǕǔ西ρဍ一Ʒ展望地ŵ 

  ƜǕƔǒƷጏឥ路walkƴǇƨ一ƭಏƠǈƕفえǇƠƨƷưŴƝኰㅼŵ  

神ৎヷρဍƷ山並ǈそƠƯ大阪ฺμ体ƷパノラマビュヸዌڤƷ展望所ƴ 

中西睦夫
スタンプ



 

西ρ甲縦走路Ʒ西端 須磨ヷ高倉台 高倉山Ɣǒ旗振Ǔ山ヷ

鉢伏山へ 狭い稜線Ʒ尾根ǛƨƲǔ道ŵ視界Ƹ開ƚƳいƕŴ

群生ƢǔウバメǬǷƷトンネルǛ抜ƚƯ旗振Ǔ山ƴ至ǔ心

地Ǒい私Ʒ散策路Ʒ一ƭưƢŵ  

西ρ甲Ʒ縦走路Ƹ部Ў的ƴ大阪湾沿岸Ǜ眺ǊǒǕǔƱƜǖ

ƸあǔƷưƢƕŴ山Ʒ尾根ƳƲƷ重ƳǓƳƲưŴρ甲Ʒ山

並ǈヷ神戸Ʒ市街地ヷ大阪湾 全部ƕƦǖƬƨ大パノラマ

Ǜ眺ǊǒǕǔƕ場所ƕƳƘŴ西ρ甲Ʒ縦走路Ʒ展望ƴ何Ɣ

物足ǓƳƞǛ感ơƯいǇƠƨŵ 

ƦǜƳƜƱǋあƬƯŴƢƙㄦƴ須磨Ʒ裏ƕ広ƕǔ須磨沿岸

Ʒ山並ǈƷ稜線Ǜ歩ƘƜƷ道Ʒ途中ƲƜƔưŴ南Ʒ視界ƕ

開ƚǕƹŴ大阪湾全体Ǜ展望ưƖǔ場所ƕưƖƯŴǋƬƱ

いいwalking コヸǹƴƳǔſƱ常々思ƬƯƖǇƠƨŵ 

  

Ჯ月Ჱ日Ʒ午後 ㅻ日高倉台ƔǒŴƓǒƕ山(高倉山)Ʒ縦走

路ƴ出ǔƱ 前方ž鉄拐山ſƷ頂ㄥƕЏǓ開ƔǕƯいǔƷ

ƴ気ƕ付いƨŵ 

一ノ谷Ʒ戦いſưŴ源義経ƕ奇襲攻安時代期Ʒž源

撃ž鵯越Ʒ逆落ƱƠſư駆ƚㄦƬƨƷƕŴƜƷ鉄拐山Ʒ東

南斜面ƱƞǕŴ歴史ㄥƷ山ưあǔŵ 

ƜƷ頂ㄥ部Ƹƭい最近ǇưŴ雑木ƴ覆わǕƯいƯ 展望ƕ

全Ƙ効ƔƣŴǇƨ短いƱƸいえŴ急Ƴ山道Ǜ登ǓㄦǓƤƶ

ƹƳǒƳƔƬƨƨǊŴ縦走路ǋ道ƕ鉄拐山頂ㄥǛ通ǔ道Ʊ

牧道Ʒ二手ƴЎƔǕŴǈǜƳ頂ㄥへƸ行ƔƣƴŴ鉄拐山Ʒ

山腹Ǜ҅ƴ巻いƯ通過Ƣǔŵ 

 

ƦǜƳƜƱưŴあǔ意味ưƸ忘ǕǒǕƯƖƨ山ưŴ須磨海

岸ưŴ周ƴƞえƗǔǋƷƷƳいトンǬリ山ưあǔƜƱƢ

ǒ忘ǕƯいǇƠƨŵ鉄拐山Ǜ地ư見ǔƱ 鉄拐山Ʒ山Ʒ

形ヷ位置ƕρ甲Ʒ山並ǈヷ神戸市街地や大阪湾ƦǕǒ全体

Ǜ眺Ǌǔ絶好Ʒ山ưあǔƜƱƕǑƘわƔǔŵ 

ž鉄拐山ſ 歴史Ʊ名前ƕいいƷƴ 登山道ǋ整備ƞǕƣŴƓƠいƱ常々思ƬƯƖƨ山ưあǔŵ  

位置ƔǒƢǕƹŴ神戸Ʒ市街地や西ρ甲全山縦走路ƴ並Ƽ立ƭ山々Ʒ姿ƕ見えǔƴ違いƳいŵ 

早速 ㅻ日Ƹƥƻ 鉄拐山Ʒ頂ㄥへㄥƬƯ 頂ㄥƔǒƷ展望Ǜ確ƔǊǑうŵ  

<ρ甲連山Ʒ山並ǈ> 

 



 

 

 

鉄拐山  

 

西ρ甲縦走路 鉄拐山Ʒ҅側ƔǒƷ登Ǔ口 急Ƴ階段ƕ頂ㄥへ続Ƙ 2017.5.7. 



        Ƃ 鉄山山頂ƔǒƷ大阪ฺ一望Ʒ大パノラマ展望 2017.5.7. ƃ 

   

  鉄山山頂Ɣǒ東Ɣǒ南へ  ᨠƯǔǋƷƕ何ǋƳƘ 西ρဍƷ山並ǈヷ神ৎƷ街ヷ大阪ฺ沿ެƕ一望 2017.5.7. 

  

  ҅東側 ƳǓӳƬƯᡲƳǔρဍƷ山並ǈ       ҅東側  神ৎƷ街Ɣǒ大阪  ฺ

  
  ҅西側  Ӹ谷ニュヸタǦンƷ向Ɯう高ش山ヷ総ӳᢃѣπ園周ᡀ   南側 Ƣƙ直ㄦƷ᪰砹Ʒි                     

    中ځ奥ƴᩀޢ山ヷᨺޢ山ƕƔƢǜư見えƯいǔ  

思い੨いƯいƨ大阪ฺ一望Ʒ大パノラマƕ見ǒǕǇƠƨŵ സ念Ƴƕǒ ǍƬƺǓᢒƘƸᩢǜưいƯŴρဍƷ山並Ʒ

ƳǓǍŴ大阪ฺǛ取Ǔ囲ǉ生ᬡǍᓹ؉ヷб山 そƠƯ泉南Ʒ山々ǍኔෙƳƲƸ見ǒǕǇƤưƠƨŴŵ 

ưǋ Ŵ鉄山頂ㄥƸǍƬƺǓእ晴ǒƠいρဍヷ神ৎヷ大阪ฺ沿ެǛ一望ưƖǔእ晴ǒƠい展望台ưƋǔƜƱ砬認ŵ 

ƜƷ頂ㄥƕЏǓ開ƔǕƨƜƱưŴ᪰砹Ʒ西ρဍጏឥƴ新ƨƳ᭽щƕьわƬƨƜƱƴ間違いƳƠŵ 

ƳƓŴƜƜƔǒƸ സ念Ƴƕǒ 西南Ʒ明石ෙヷ大橋ヷ路Ƹ尾根筋ƴ᧹ǇǕƯ見えƳいƕŴ 

Ɠǒƕ山(高倉山)ǍƢƙέƷଊ振Ǔ山Ɣǒ眺ǊǒǕŴ鉄山ƔǒƷ大展望Ʒ᭽щƸ変わǒƳいŵ  

鉄山Ʒ手前 Ɠǒƕ山(高倉山)Ǎଊ振Ǔ山Ɣǒǋ神ৎヷ大阪ฺƕ眺ǊǒǕǔƷưƢƕŴ尾根筋Ʒ山々ƳƲƴ 

᧹ǇǕŴρဍƷ山並ǈヷ神ৎヷ大阪ฺ一ደƷ大パノラマƴƳǒƣŴ硹ƴƸǋう一ƭᡐщƕƳいŵ 

ƜƷ鉄山ƕЏǓ開ƔǕƯ 本࢘ƴ散歩ज़ᙾƷ短時間ư展望台ƴ立ƪŴ  

ƴԉƔǕƳƕǒ ǏƬƘǓƱ大展望ǛಏƠǊǔ᭽щŵƜƷ西ρဍƷጏឥ路散策ƷಏƠǈ̿فưƢŵ 



  

       Ɠǒƕ山ƔǒƷ眺望 2017.5.7.           ଊ振Ǔ山ƔǒƷ眺望  2017.5.7. 

 ũ ǈ渡Ƭƨ2017.6.5. 西ρဍጏឥ路ƔǒƷᢒ望ƕಏƠǊǔዌڤƷ機㆟ !!   

    鉄山ƔǒᲭᲰᲪ度Ʒእ晴ǒƠい大阪ฺ沿ެƷ大展望ƕಏƠǊǇƠƨ 

 

Ჰ月５日快晴 今日Ƹ久ƠƿǓƴǑƘǈ渡Ǔ ᐯ宅Ɣǒǋ大阪ฺƕ見えƯいǔŵ  

地ྶภଡ଼҄ƕ進行Ƣǔ中 PM2.5 Ʒࢨ᪪Ɣ?  快晴Ʒ日ưǋŴ西ρဍƷጏឥ路Ɣǒ 大阪ฺǍ明石ෙƳƲƕŴ

ƘƬƖǓᢒ望ưƖǔ日Ƹ少ƳƘŴ新ƨƴЏǓ開ƔǕƨ鉄山山頂ƔǒρဍƷ山並Ǎ大阪ฺ そƠƯ明石ෙƕƘƬ

ƖǓ見えǔ久ƠƿǓƴᚧǕƨチャンスƩŵ  ଔᡮ デǸカメƿǒƞƛƯ 西ρဍ 鉄山山頂へŵ 

予े通Ǔ 今ǇưƔƢǜưƘƬƖǓƱƸ見えƳƔƬƨ神ৎ市街地Ɣǒ 大阪ฺƕƘƬƖǓŵ 

ƳǓӳƬƯƸƬƖǓƠƳƔƬƨρဍμ山ጏឥ路Ʒ山並ǈヷ神ৎㄤ宮Ʒ市街地 そƠƯ大阪ฺǛǰルリƱ取Ǔ囲ǉ

生ᬡ山Ɣǒㅚㄥ山ヷᓹ؉山ヷб山そƠƯ和泉Ɣǒ和ജ山Ʒ山々ŵそƠƯኔෙヷ路ǋŵ        

ႸǛ西Ɣǒ҅ƴ᠃ơǔƱ 明石ෙヷ明石大橋Ɣǒછ砹Ʒ業地࠘Ɣǒછ砹Ʒ田園そƷᏑࢸƷ山々ǋŵ  

鉄山Ƹ西ρဍ一Ʒ展望地 ƘƬƖǓƱ見えǔ大阪ฺ沿ެμ体ƷƢƹǒƠい眺ǊƴǍƬƱ出㆟えǇƠƨŵ 

  

新ƨƴЏǓ開ƔǕƨ  

鉄山頂 

横尾道Ɣǒ眺Ǌǔ西ρဍƷ鉄山ヷଊ振Ǔ山 2017.6.5.       



 

Ɠǒƕ山(高倉山)ƔǒƷρ甲山並ヷ神戸Ʒ街ƦƠƯ大阪湾沿岸Ʒ遠望 2017.6.5. 

ㅻ日Ƹ澄ǈ渡ǓŴ遠ƘǇưǑƘ見えŴ鉄拐山ƔǒƷ大阪湾沿岸Ʒ大パノラマへƷ期待ƕ一層膨ǒǉ 

 

               

  Ɠǒƕ山Ɣǒ西へ 群生ƢǔウバメǬǷƷトンネルƷ中Ǜ歩Ƙ鉄拐山ヷ旗振Ǔ山へƷ西ρ甲縦走路 2017.6.5. 

 



Ƃ鉄山山頂ƔǒƷ今࠰一ဪƷ大阪ฺ沿ެƷ大展望 2017.6.5.ƃ 

         西ρဍƷ山並ヷ神ৎƷ街ヷ大阪ฺ沿ެヷኔෙǇư    

 

 



 

 



 

 



 

 

 



Ƃ鉄山ƷƢƙ西 ଊ振Ǔ山ƔǒƷ明石ෙヷ路2017.6.5  .ƃ 

 

 



 

 

 



 

   

  

    
 

   ◎ƂWeb Siteƃ  西ρ甲縦走路ž鉄拐山ſ山頂ƔǒƷ展望 walk          2017. 5.7. &  6.5.  

      http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/walk14/1706tesukaisan00.htm    

  ◎Ƃ ǹライド動画 File ƃ 西ρ甲縦走路ž鉄拐山ſ山頂ƔǒƷ展望 walk      2017. 5.7. &  6.5.  

        http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/walk14/1706tetsukaisan.mp4 

  ◎ƂPDF ǹライド写真集 Fileƃ西ρ甲縦走路ž鉄拐山ſ山頂ƔǒƷ展望 walk  2017. 5.7. &  6.5.  

        http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/walk14/1706tesukaisan.pdf 

   

http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/walk14/1706tesukaisan00.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/walk14/1706tetsukaisan.mp4
http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/walk14/1706tesukaisan.pdf


    ᒉ草山Ɣǒ最短ルヸトư 南ƴそƼえǔ高取山へ  2017.5.16.   

  ㄦƷ周囲Ɣǒ Ǉǔư取ǓസƞǕƨƔƷǑうƴസǔ不思ᜭƳ谷筋߇         

       ƢǓᤴ型ưസǔž集落Ʒᠾ地ſǛ横ૺƠƯŴ高取山へ  

 

      ᒉ草山Ɣǒ眺Ǌǔ :高取山  右:᪰ 砹Ǣルプス ᬔƷᏑヷ横尾山  

   აㄦƴƸ 人ႎư不思ᜭƳƢǓᤴ型地࢟ưസƞǕƯいǔڭ法寺ž集落Ʒᠾ地ſƕ広ƕƬƯいǔ 

 1. ᒉ草Ʒㆰ宅地Ʒ南 不思ᜭƳƢǓᤴཞƷ地࢟Ʒž集落Ʒᠾ地ſ そƷദ体Ƹ???  

    周囲Ʒ開ႆƔǒ取ǓസƞǕƨƔƷǑうư いƭǋ気ƴƳƬƯいǔ地࢟ƷƝኰㅼưƢ 

    Ǉƨ ƜƷ地࢟Ǜ横ૺƠƯ高取山へ登ǕƹŴ高取山へƷ最短ǳヸス ಏƠい散策ǳヸスưƢ 

    

ᒉ草Ʒ丘Ʒ南 南҅Ǜ߇ưਬǇǕŴ東西ƴ広ƕǔ人ႎƴㆺǒǕƨƱ思えǔ不思ᜭƳ地࢟ƕƋǔŵ 

᪰砹ƷෙެǛ東西ƴᡲƳǔ高取山ƔǒᬔƷᏑヷ横尾山Ʒ᪰砹ǢルプスǛ眺Ǌǔ硹Ʒㆰǉᒉ草Ʒ丘 

そƷ南Ʒ直ㄦ߇ㄦƴ周囲ƴƳơǇƵ不思ᜭƳ人ႎƳ地࢟?Ʊ思えǔ周囲ƔǒǇǔư取ǓസƞǕƨƔƷǑうƴƢǓᤴ

ཞƷ地࢟Ʒž集落Ʒᠾ地ſƕƋǔŵ  

東西ƴ広ƕǔƜƷᠾ地Ʒ南҅側ƴƸ急Ƴ߇ƱƳƬ

ƯいƯŴ҅側Ʒ߇ƷㄥƴƸ集落ヷᒉ草Ʒㆰ宅地

ƕ広ƕǔ丘ŵ南側Ʒ߇ƷㄥƴƸ緑ヶ丘Ʒㆰ宅地ƕ

広ƕƬƯいǔŵŴㄲ側Ǜ߇ưਬǇǕƨᠾ地Ʒ中ځǛ

҅東Ɣǒ南西へ ڭ法寺川Ʒ最ㄥ流ƕ小ƞƳ谷川

ƱƳƬƯ 地࢟ƴӳわƤƳƕǒŴ少Ơ蛇行ƠƯ流

Ǖㄦǔŵ 

ƜƷᠾ地部Ƹ ƳƩǒƔưƸƋǔƕưƜǅƜƷ傾

斜地ưŴいƘƭƴǋㅏᩃƴғЏǒǕƨᠾ地ƕ東西

ƴ広ƕƬƯいƯŴ川ƴ沿ƬƯ南西側Ɣǒ҅西Ʒ端

Ǉư伸Ƽǔ本道Ʊᠾ地Ʒ中ځ部 川Ɣǒ҅西へ

Ʒ集落へƕƚǛ登ǔ道ƕƋǔƩƚưŴƋƱƸそǕ

中西睦夫
スタンプ



ƧǕƷᠾ地ǛғЏǔဧ道ƕいƘƭǋǊƙǒƞǕƯいǔŵ  

周囲Ʒ丘Ǎ山ǛЏǓ開いƯᡯǒǕƨニュヸタǦンƕ広ƕǔ中ưŴƜƜƩƚƕ ғဒૢྸǋƞǕƣŴଥƷ田舎Ʒ記憶Ǜそ

ƬƘǓそƷǇǇŴƱƲǊƯいǔǑうƳᠾ地ƕ広ƕƬƯいǔƷưƢŵ 

    

   

法寺地ғƸ小ƞƳ山Ǎ丘ƕ入ǓኵǜƩᙐᩃƳ地؏ưƋǔƜƱǛᎋえǔƱŴΨ々Ƹいڭ V Ʒ谷筋ƕЏǓ開ƔǕƨƷ܌

ưƸƳいƔƱਖ਼ݑƞǕǔƷưƢƕŴƳǜƱǋ不思ᜭƳ地࢟ŵ硹ƸƨƨǒƷ山Ǜ思いූƔǂƳƕǒŴƳǜƷ根ਗǋƳƘ

地࢟Ʒ面白ƞƔǒŴƜƜƸƖƬƱଥƴЏǓ開ƔǕŴ多ƘƷ人ƕㆰǜưいƨ場所ŵそǕƕŴǇƨŴᠾ地ƴ戻ƬƯいǔƱѨ

手ƴ思ƬƯいǔŵ 

ƜƷ地ƴㆰǈƩƠƯŴᲭᲪ࠰Ǜ超えƯいǔƷưƢƕŴいƭǋ気ƴƳǔ場所ưŴ時々߇ㄦƴ降ǓƯŴ周囲Ǜ眺ǊƯƸŴ  

そǕƜそረࡊǈƨいƳᠾ地散策ǛಏƠǜưいǔŵ  

ǇƨŴ硹Ʒㆰǉᒉ草山Ɣǒദ面ƴ眺Ǌǔ高取山へƸŴƜƷ߇ㄦƴ降ǓƯŴǇƬƢƙƜƷᠾ地Ǜ横ૺƠƯŴ緑ケ丘へ登Ǖ

ƹ高取山へƷ最短ǳヸスŵưǋ 通ࠝƸ߇Ǜ降Ǔǔ道ƕƳいƷưŴǳƷ܌型ƴᡄ回ƢǔƨǊŴ一度ㆰ宅Ʒ西側Ǜឥǔ神



戸ヷㄤ木線Ǜ南ƴㄦƬƯŴዯケ丘Ʒ西Ʒ入ǓӝƔǒዯヶ丘ǁ入ǓŴዯケ丘Ʒ中央部高取山Ʒ山腹ƴ取Ǔ付ƚǔ路山π

園ႇ山ӝƔǒ西ρဍ全山縦走路ƴ入ǓŴ高取山ǁႇǔŵ 

ƜƷƢǓ鉢状Ʒ農地Ǜ横断ƠƯዯヶ丘ǁႇǕǕƹŴ高取山ǁƷ最短コヸǹƴƳǓŴƜƷ擂鉢状地形Ʒ農地Ʒ散策ưƸ周

ǓǛ眺ǊƳƕǒŴዯヶ丘ǁƷႇǓӝƕƳいƔƱƢƷưƢƕŴㅻǇưǑう見ƭƚǇƤǜưƠƨŵ 

 

昨࠰ 神戸新聞Ʒ報ᢊƔǒ ƜƷƢǓ鉢状地形周辺ƷいƘƭǋƷ谷筋ƕŴ幕 神戸開港Ǜ支えƨ亜炭Ʒ炭地ưŴ 

π開ƞǕƨ絵や地ƔǒƜƷ谷筋ǋƦƷ一ƭưŴ炭地Ʒ中心的Ƴ場所Ʊ知ǕǇƠƨŵ  

ƔƭƯƷžƨƨǒ鉄山ſƕƦうưƋƬƨǑうƴŴƜƷ谷筋ƴƸい

ƘƭǋƷ炭坑ӝƱƱǋƴŴ川筋Ʒ丘や山ƕЏǓ開ƔǕŴ亜炭ƕ

取ƞǕǔƱƱǋƴ 諸施設ƕ立ƪ並ǜƩƱイメヸǸƞǕŴƦƷ

痕跡ƕㅻƷ地形ƱƳƬƯ残ƬƯいǔƷưƸ?? 

イメヸǸǛ膨ǒǇƤŴ 山ᙍƴ沿

ƬƯ 急ƴ崖ƕ伸ƼŴƢǓ鉢状Ʒ

段々ƴ複雑ƴ入Ǔ組ǜƩ地ƕ

広ƕƬƯいǔƜƷㄧ思議Ƴ地形

Ǜ一人ƳǜƱƳƘ理解ưƖƨƱŵ 

  

 

 

      参考  幕神戸Ʒ街ƴ炭鉱 !!  神戸開港Ʊ密接ƴ関係Ơƨž幻Ʒ神戸石炭ſ  

.       高取山҅麓 車ヷ妙法寺Ʒ石炭 幕神戸開港ƴ一役 !!  寄港Ƣǔٳ国蒸気船Ʒ石炭供給基地  

               http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1604kobesekitanweb.pdf           

                             2016.3月12ଐ 神戸新聞Ʒ記事ǑǓ       

   

ㅻ࠰ƴƳƬƯŴ偶然ƜƷž車集落Ʒ農地ſƷ畦ᢊƔǒ南Ʒዯヶ丘ǁ横断ƠƯŴ崖Ʒㄥǁ直接ႇǕǔ畦ᢊルヸトƕƋǔƜ

ƱǛ知ǓŴƥƻ 近いうƪƴ 若草山ƔǒƜƷ農地Ǜ横断Ƣǔ最短コヸǹư 高取山ǁႇǖうƱŵ   

特ƴ意味ǋƳいƷưƢƕŴ1/25000Ʒ

地Ǜ眺ǊƳƕǒƜƷ最短コヸǹƴ興

味津々ŵ   

ƪǐうƲ真向いƷዯヶ丘路山π園Ɣ

ǒ尾根Ǜ直ႇƢǔ西ρဍ全山縦走路妙

法寺ႇǓӝǛႇǕƹŴ私Ʒ住ǉ若草山Ɣ

ǒ高取山ǁƷ最短ƷコヸǹưƋǔŵ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1604kobesekitanweb.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1604kobesekitanweb.pdf


2. 若草山Ɣǒ最短ルヸトư 南ƴƦƼえǔ高取山Ǜႇǔ Ƃ1ƃ 

 2.1. ƢǓ鉢底Ʒ人家ƷƳいㄧ思議Ƴ農地域Ʒ中Ǜ横断ƠƯ ዯヶ丘ǁ  

 

Ჯ月ᲫᲰଐƷ午後 若草Ʒ自宅Ɣǒ ǇƬƢƙ高取山ǁ向ƔƬƯž車集落Ʒ農地ſǛ横断Ƣǔ最短コヸǹƴ挑戦ŵ 

最近Ƹዯヶ丘Ʒ東Ʒ端 風早Ʒ乗越Ɣǒ飛竜寺霊園Ʒ参ᢊǛႇƬƯǏƘƜƱǋ多いƷưƢƕŴㅻଐƸ久ƠƿǓ西ρဍ全

山縦走路妙法寺ႇǓӝƔǒƷ高取山ǁႇǔŵƜƷᢊǋ久ƠƿǓư 楽Ơǈŵ  

若草Ʒ崖Ʒ縁ƴƋǔ若草小学校横Ɣǒ南Ʒ高取山Ǜ眺ǊƯǹタヸトƴŵ 

 

若草山Ɣǒ最短ルヸトư高取山ǁルヸト(ႇ山路ヷㄦ山路併記) 2017.5.16.   

崖ㄦƷㄧ思議Ƴ谷筋ž車集落Ʒ農地ſǛ横断ƠƯŴ高取山ǁ    



  

以前ƸƜƜƔǒそƷǇǇㄦƷ段々ƴғЏǒǕƨᠾ園ƕ広ƕǔƢǓᤴཞ地࢟Ʒ集落Ʒᠾ地へ降ǓǒǕƨƷưƢƕŴ急Ƴ

 ƠƯ何回Ɣ降ǓǑうƱƠƨƷưƢƕŴ降ǓǕƳいŵࡑǛ降ǓƯǏƘƋƥ道ưŴ今Ƹᒰ߇

Ʒ集落Ǎᒉ草ƴㆰǉ人ƨƪƴ何度ƕそǕƱƳƘ聞ƘƷưƢƕŴㄦƔǒƷ登Ǔ道ǋストップƞǕƯŴ今Ƹǋう道ƕƳいŵ

ᡄ回ƠƯƷ集落大ബ神社Ʒ横ƔǒㄦǓǔƷƕǑいƱいうŵŵ  

今日ǋ スタヸトƴ߇ƷㄥƔǒ ദ面ƴ見えǔ高取山そƠƯŴაㄦƷƢǓᤴཞƷ集落Ʒᠾ地Ǜ眺ǊǔƨǊƴŴ立ƬƯ

ǈǇƠƨƕŴᡄ回ƠƯƷ集落大ബ神社Ʒ横ƔǒㄦǓǔƜƱƴŵ 

 ਫ਼᠍Ơƨ地ƴƸƔƭƯダイレクトƴ降ǓǕƨ道ƷǋƷǋ記᠍ƞǕƯいǇƢƕŴŴƷ集落Ʒ中Ǜ抜ƚŴ 

大ബ神社横ƔǒㄦǓǔƜƱƴƠǇƠƨŵŵ 

 

   ᒉ草山Ɣǒ最短ルヸトư高取山へルヸト(登山路ヷㄦ山路́記) 2017.5.16.   

 Ƃ登山路ƃ ᒉ草小横߇ㄦ旧折ӝ-集落ᡄ回-大ബ神社(集落Ʒᠾ地入ӝ)- 集落Ʒᠾ地横ૺ-緑҄丘出ӝ 

      -緑ヶ丘路山π園 高取山登山ӝ-ᡛ電鉄塔ㄦ-高取山稜線-東-高取山山頂ヷ高取神社 

 Ƃㄦ山路ƃ高取神社-ጏឥ路東展望所-戻ƬƯ高取神社石段ㄦƔǒ҅へヷ磘寺霊園-ଔ乗越-緑ヶ丘-広လ橋 

      -神ৎㄤ木線-ᒉ草南入ӝ-ᒉ草                                   



  

 ᒉ草Ʒㆰ宅地ƔǒŴ一西側Ʒ神ৎㄤ木線ƴ出Ư大道Ɣǒ東へ集落Ʒ中ǛトラバヸスƠƯŴ集落Ʒ൞神ưƋǔ 

 大ബ神社Ʒᯓއ前ƴ出ǔŵ࠰Ძ月1５日Ʒ要࢟文҄ᝠž፷ᑈſƕᑈわǕǔဌደƋǔ神社ưƋǔŵ14:20  

 ƜƷ神社Ʒ東Ɣǒ߇ㄦへㄦǔ坂道ǛㄦƬƯƢǓᤴཞƷᠾ地؏ƴ入ǔŵ 

 坂道Ʒ南ƴƸ ᬔƷᏑヷ横尾山ƕ集落越Ơƴ見えŴ降ǔ  

 坂道前方ƴƸŴ東ƴ広ƕǔƢǓᤴཞ地࢟Ʒᠾ地؏部ƕǈ 

 えŴ̔ 東ᒉ草Ʒㆰ宅地Ʒ東端谷Ɣǒ流Ǖㄦǔڭ法寺川ŵ 

 そƠƯそƷ対ެƷ߇ㄥƴƋǔ緑ヶ丘Ʒ؉高ఄƷఄ舎ƕ 

 見えƯいǔŵ  

 坂ǛㄦǓƖǔƱƪǐうƲƢǓᤴཞ地࢟؏Ʒ中ځ いわƹ 

 Ʊ߇法寺川Ʊ҅ƷڭƷ部Ў ҅東Ɣǒ南西へ流Ǖㄦǔࡁ 

 南Ʒ߇ǛƭƳƙǈƪƴƔǔ橋ŵƪƙǔǓƱ見渡ƨƠƯŴ   

 地࢟Ǜ眺Ǌǔŵ 

 ƔƭƯŴƜƷ҅Ʒ߇周ᡀƸࠧ ㅣ໗Ǜ取Ơƨӝƕ 

 並ǜưいƨ場所Ʊ思うƕŴ段々ƴƳƬƨလƱ߇ƴƳƬƯ 

 いǔᕵƕ広ƕƬƯいǔƩƚưŴ࢘時Ʒ面ࢨƸμƘƳいŵ 

 

  ƢǓᤴཞƷᠾ地؏中ځƷࡁƷ部ЎƴƋƨǔڭ法寺川Ʒ端Ɣǒ 南Ʒ߇ 緑҄丘方面Ǜ眺ǊǔŵƂ1ƃ 2017.5.16. 

今Ƹඑ山Ʒᠾ園ƕᙐᩃƴғЏǒǕƯ ᨞段ཞƴ広ƕǔᠾ園፭ƕ広ƕǓŴ̔ Ɣǒ南 緑ヶ丘Ʒ߇Ʒ方へᠾ地ƷဝǛ抜

ƚƯǏ道ƕ見えǔŵ ƜƷ道ƕ川Ʒ南側Ʒ主Ƴ道ưƋǔƕŴ߇ㄦƷᠾ地Ʒ間ǛǊƙǔƩƚưŴ߇ㄥへƸưǒǕƳいŵ 



 

  ƢǓᤴཞƷᠾ地؏中ځƷࡁƷ部ЎƴƋƨǔڭ法寺川Ʒ端Ɣǒ 南Ʒ߇ 緑҄丘方面Ǜ眺ǊǔŵƂ2ƃ 2017.5.16. 

         南Ʒ߇Ʒ向Ɯうദ面ƴƸ ƲƬƠǓƱࡈǔ高取山  高取山西Ʒ電波塔ƕ見えǔŵ 

  ǇƨŴ えƯǋǒƬƨ៲ƳǓƕ丘Ʒ出ӝƸ ဧ道ǛƨƲǓƳƕǒ ߇際Ǜǋう少Ơ西ƴ行ƬƨƱƜǖƩƱ 

 

 



橋Ɣǒ南Ʒ߇へ少Ơ坂Ǜ登ǓŴƾǓƔえƬƯ ҅側Ǜ眺ǊǔƱŴദ面߇Ʒㄥƴᒉ草小学ఄƕ᫊ǛƷƧƔƤƯいǔŵ 

ǍƸǓŴ߇Ʒ部ЎƸᕵưƓƓわǕŴƢǓᤴཞ地࢟Ʒ中Ƹ ᠾ園ƕ広ƕǔᠾ地ưŴƜƷƢǓᤴཞ地࢟Ʒ中ƴƸ ڭ法寺

川ǛƸƞǜưŴ南ǋ҅側ǋμ体ƴ人家ƸƳƘŴŴڭ法寺川流Ǖㄦǔ一Ʒ出ӝưƋǔ南西Ʒڭ法寺ᬜ側ƴƸŴ別Ʒ丘Ʒ

ㄥƴ立ƭ大ƖƳニュヸタǦンƷマンǷョンƕ見えƯいǔŵ 

周囲ƕ新ƠƘ開ႆƞǕƨニュヸタǦンư ᙴいƭƘƞǕƯいǔƷƴ 本࢘ƴ不思ᜭƳ場所ưƋǔŵ  

ưǋ そǜƳ境Ʒ中ưŴ緑ƴ包ǇǕƨረࡊƷǑうƳᠾ園ƕ広ƕƬƯいƯŴ散策ưƖǔŵបඑƳ空間ưƋǔŵ 

 

 

ƜǜƳƴ広いᠾ園ƕ広ƕǔ緑Ʒᠾ地ƕസƬƨྸဌƸ何ƳǜƩǖうƔää 

そǜƳƜƱƸƳいưƠǐうƕŴଔƘƴ谷筋ƕㅣ໗現場ƱƠƯ 開ႆƞǕƨƜƱƕࢨ᪪ƠƯいǔƷưƠǐうƔ?ŵ  

ǪヸǽドックスƴᎋえǔƱ ƜƷ地؏Ƹ 周囲Ʒ山ƴਬǇǕƨž落ӳſưŴ川ヷם砂ܹƷऀǕǔүᨖƔǒƔŴ人家Ǜ

建ƯǔƜƱƕ ଔƘƔǒᙹСƞǕƯいǔƷƔǋƠǕƵ? いƣǕƴƤǑŴ広Ƙ開ƚƨ大空ƕ広ƕǔ中 手ƕьえ過Ɨǒ

ǕƯいǔπ園ƱƸ違いŴᠾ園地࠘ƕസƞǕƯいǔƷƸうǕƠいŵ  

周ᡀם砂ܹƔǒƷᢤᩊマップƷ      

部Ўႎ抜Ɩ出Ơ  ᰾ᑥƷ部Ўƕ ם砂ヷ地

滑Ǔܹᜩ়ƪƱいうŵƪǐうƲそǜƳ急

斜面Ʒ落ӳƕƜƷ場所ƷǑうƩ 



 

   

                    緑緑ヶヶ丘丘ƷƷ߇߇ƷƷ縁縁ǇǇưư登登ǓǓŴŴ҅̔側側ǛǛ眺眺ǊǊǔǔ      22001177..55..1166.. 

 ҅側Ʒ߇Ʒ縁ƴƸ ࠧ ㅣ໗Ʒ地ƩƬƨƱいうƷưŴそƷၕ跡ƕƳいƔƢƷưƢƕŴǑƘわƔǒƳいŵ 

 ƨƨǒ跡ư 山ǛߐƠƨ ࢸ地ƴポツリƱസ丘ƕസƬƨǓŴ段々လƕ幾段ƴǋいƼƭƳ࢟ưസǔƜƱ ڭ法寺川ƕ 

 傾斜ƷƖƭい谷川Ʒлƴㄲ側Ʒ段々လƕ広ƕƬƯいǔƜƷ地࢟そƷǋƷƕŴそƷၕ跡ƔǋƠǕƳいŵ  

  

一ဪ南Ʒ端Ʒُ際ǇưŴလƷဝ

ǛƨƲǓƳƕǒ歩ƖŴ؉高ఄ

ƷㄦƷƱƜǖƔǒŴえƯǋǒ

Ƭƨ通ǓŴُ ƴ沿ƬƯ 東ƴ歩

ƘƱŴ߇ƷㄥƷㆰ宅Ʒ白いフǧ

ンスƷƱƜǖƴŴ小ƞƳ᨞段出

ӝƕƋǔƷƕ見えƨŵŵ 

そƹǇư 来ƳいƱ見えƵƱŵ 



 

緑ヶ丘Ʒ出ӝǇư登ƬƯŴ҅側ƴ広ƕǔᠾ地ǛƙǔǓƱ見渡Ƣŵ 

Ʋう見ƯǋƜƷƢǓᤴࡁƷ地࢟Ƹ山ƕЏǓߐƞǕƯ人ႎƴ࢟ƞǕƨ地࢟ŵ 

本࢘ƴ時ǛࣔǕƨƔƷǑうƳ田舎ƷƕǑƘസƞǕƯいƨƱƭƘƮƘ思うŵ 



2. 若草山Ɣǒ最短ルヸトư 南ƴƦƼえǔ高取山Ǜႇǔ Ƃ2ƃ 

 2.2.  西ρဍ全山縦走路 ዯヶ丘 路山π園ႇ山ӝƔǒ 高取山ǁႇǔ   

  

ዯヶ丘Ʒ街中Ǜ抜ƚƯ 路山π園ႇ山ӝǁ向Ɣう 2017.5.16. 

  

  
 ዯヶ丘Ʒ丘Ʒ住宅地ƴㄥ

ƕƬƯŴ̔ Ʒ鵯越Ɣǒ南ƴ延

Ƽǔ山ᙍǛ南ǁዯヶ丘Ʒ住

宅地ǛトラバヸǹƠƯŴ 

 高取山Ʒ山ᙍ 路山π

園Ʒ高取山ႇ山ӝƴ出ǔŵƜ

Ʒႇ山ӝƴƸ 西Ʒ須磨ア

ルプǹ(横尾山ヷ馬Ʒ背)Ǜ東

ƴ縦走ƠƯŴ妙法寺ƴㄦƬƯ   高取山Ʒ路山π園ႇ山ӝ  Ƣƙ横樹木Ʒ間Ɣǒ須磨アルプǹƕ見えǔ  

Ɩƨ西ρဍ全山縦走路ƕ妙法      ƜƜƔǒ高取山Ʒ山腹Ǜႇǔ西ρဍ全山縦走路  2017.5.16. 15:09 

寺川ƕ流Ǖㄦǔ谷筋 神戸ㄤ木線 妙法寺Ʒ街ǛクロǹƠƯŴƞǒƴ東ǁ ႇƬƯƖƯƜƷ路山π園Ʒႇ山ӝƱƭƳ

ƕƬƯいǔŵ 

何ࡇǋႇƬƨƜƱƷƋǔᢊưưƢƕŴ岩肌ǉƖ出ƠƷ急ƳႇǓƕ続Ƙ山ᢊƱƷҮ象ƕ強ƘŴ最近ƸƜƜǛႇǔƷǛ避ƚ

ƯいƯŴ᨟ЎƝ無沙汰Ʒႇ山ᢊŵㅻƸƲうƳƬƯいǔƷƔ 楽ƠǈƳႇ山ᢊưƢŵ 



    

      樹木ƴᙴわǕƨ高取山Ʒ山体ǛƻƨƢǒǑơ登ƬƯǏƘ 2017.5.16.    

久ƠƿǓƷڭ法寺路山登ǓӝƔǒƷ高取山ጏឥ路ŵ  

ƔƭƯƸ ǋƬƱǉƖ出ƠƷƝƭƝƭƠƨ登山道Ʊ  

思ƬƯいǇƠƨƕŴ道ƕ᨟ЎૢͳƞǕƯいǔŵ  

ᙻ界Ʒ開ƚƨ岩場ƴᡛ電鉄塔ƕƋǓƢƙ横ƴ行ƚƨƱ 

思いǇƠƨƕŴ今ƸǳヸスƔǒٳǕƯいǔŵ 

本࢘ƴǑƘૢͳƞǕƨጏឥ路ƴƳƬƯŴ 

印象ƕμƘ違うŵ 

 

岩肌ǉƖ出ƠƷᒰ々Ơい道Ǜ߇Ʒ縁ƴǑơ登ǔƱ  

一気ƴᙻ界ƕ開ƚŴ周ᡀƕ見えǇƠƨ 

 

      

   ƜƷ岩ǛǑơ登ǔƱᙻ界Ʒ開ƚƨ߇Ʒ端 ưǋƜƜǛӒ対方向へタヸンƠƯǇƨ樹木Ʒ中へ登山道ƕ続ƖǇƢŵ  

 ƔǒƸ西側Ʒ横尾ׇ地ƷᏑƴ 東山ヷ山ƷᏑヷ横尾山 西ρဍƷ山並ǈƕ見えŴ一ऒ入Ǖǔŵ߇     



     

    南西側ƕ開ƚŴ横尾山Ɣǒ山ƷᏑへ急Ƴ岩場Ǜ一気ƴㄦǔ西ρဍƷጏឥ路ƕǑƘ見えƯいǔ 2017.5.16. 

 

 高取山ǍᨩƷ横尾山Ʒ登山道沿いƸǷイǍᴎᴔƳƲƷ明ǔい樹林Ʒ中ưŴ今Ƹ特ƴ新緑ƕ美Ơいŵ 

一方ƞǒƴ西Ʒ高倉山Ɣǒଊ振Ǔ山へƷ登山道Ƹ日差ƠƕފƖƴƘいᑥƷຜいヤツメǬǷƷ፭生地ưŴ᨟Ўज़ơƕ違うŵ 

神ৎƸ一時Ƹƛ山ƩƬƨƷǛౡ林ư緑Ǜ回ࣄƠƨƱ聞ƘƷưŴそǜƳ差ƕጏឥ路ƴᒵǋ出ƯいǔƷƔä   

    



  

          ጏឥ路Ʒ傾斜ƕ段々緩ƘƳƬƯ 高取山Ʒ山頂部ǋ近い 2017.5.16.   

 登ǓƩƠƯ ᲭᲪЎǄƲư稜線ƴ出ǔŵ 南側ƕ開ƚŴ南西Ʒ᪰砹ෙެƴᡲƳǔ᪰砹ǢルプスƔǒଊ振Ǔ山Ʒ 

 西ρဍƷ山ƷᡲƳǓƕ見えŴ ᪰砹ƷෙƕƔƢǜưいǔ   

 

    南西Ʒ᪰砹ෙެƴᡲƳǔ᪰砹ǢルプスƔǒଊ振Ǔ山Ʒ西ρဍƷ山並ǈƷ手前ƴ横尾ׇ地Ʒㆰ宅地 

  Ǉƨ 直ㄦƴƸ い谷筋Ǜ南Ʒ板ܿへㄦǔ神ৎㄤ木線沿いƕ見えǔ場面ǋŵ2017.5.16. 15:37 

   

少Ơ場所ǛƣǒƠŴႸǛϹǒƢƱ ᩢƷ中ư うƬƢǒ 路Ǎ ᪰砹Ʒෙެǋ見えƯいǔ   



東へ樹林Ʒ中Ǜ抜ƚǔƱ高取山Ʒ頂ㄥ部 

電波塔ƷƋǔ高取山西ƷㄦưŴ硥ଡ寺Ɣǒ岩

尾根(高取山ᙌ南尾根)Ǜ登ƬƯƖƨ道Ʊӳ流Ƣ

ǔŵㄦƷ板ܿ側Ʒ神ৎㄤ木線ƔǒǋǑƘ見えǔ

岩尾根ưŴ一度登ƬƨƜƱƕƋǔƷƔ?  神

ৎヷㄤ木線側Ʒ取ǓƭƖƕǑƘわƔǒƣưƢƕŴ

岩稜ƴ登山道ƕ付いƯいǔŵǇƨ 今度ƠƯ

ǈǑうŵ 

 

西Ʒ山頂部ƴƸㄦƔǒǑƘ見えǔ電波塔ƷǄ

Ɣᒰ༇神社ƕƋǓŴហいᯓއƕいƘƭǋ立ƬƯ

いǔŵጏឥ路Ƹ西Ʒ頂ㄥ部ǛǇいƯ 高取神

社ƷƋǔ東へ向ƔうƷưƢƕŴ 

  頂ㄥ部Ǜ巻いƯŴ東Ʒᒰ༇神社Ʒ 参道ƔǒŴᒰ༇神社Ʒ境内Ɣǒ西Ʒ頂ㄥƴƋǔ電波塔へŵ 

 

        ӑƷ高取山 西山頂ƴƋǔᒰ༇神社ƷᯓއƱ電波塔  2017.5.16. 

西Ʒ頂ㄥƸ電波塔ƕƋ

ǔƷǈŴ樹木Ʒ間Ɣǒᑥ

ƕ間見えǔ碌度ŵǋƬƱ

ǋᒰ༇神社Ʒ境内ƴ展望

台ǋƋǔƷưƢƕŴ今日Ƹ

電波塔Ǜ砬認ƠƯጏឥ路

ƴ戻ǔƱ西Ʊ東ƷƷ᪐

部ŵ ƜƜƔǒƕ東高取

神社Ʒ神؏ŵ 

ጏឥ路ƷわƖƴいƘƭǋ

Ӟい石砡Ʊ神؏Ʒᘙ示板

ƕ立ƬƯいǇƢŵ  

έへ進ǉƱ東Ʒㄦƴ出

ƯŴ手ƴហいᯓއƱƱǋ

ƴ頂ㄥƴǇƭǒǕƨ多Ƙ

Ʒ神々Ʒ硚へ向Ɣう急Ƴ

石段ƕƋǓŴ石段Ǜ登ǒƣ

ǇƬƢƙ進ǉƱ大阪ฺ沿

ެǍ神ৎƷ街Ʒ大展望ƕ見ǒǕǔ展望所ŵそƷ前ƴ高取神社Ʒ本ോƕƋǔŵ 

今日Ƹ 久ƠƿǓƴ石段Ǜ登ƬƯ東Ʒ頂ㄥへǇわƬƯƔǒŴ高取神社へŵ 



 

 

 ᒉ草Ʒᒉ草小学ఄ横Ǜ出ႆໜƴƠƨžᒉ草-ƢǓᤴཞ地࢟Ʒᠾ地؏-緑ヶ丘Ʒ横  ૺ そƠƯڭ法寺路山π園登山ӝ 

 ƔǒƷ高取山山腹登山ſƷ高取山直線ႎクロスロヸドƷ最短ルヸト ǦǪヸク約Წ時間ࢊưᢋŵ(ڭ法寺路山π 

 園登山ӝƔǒ 高取山頂ㄥǇư約Ძ時間) ŵ 一度歩いƯǈƨƔƬƨルヸトƷႸႎᢋưƢŵ 



 

    

           東ƴƸ遠ƘρဍƷ山並ǈヷ神戸Ʒ街ヷ大阪湾ƕ遠望 2017.5.16.  

 

   眼ㄦƴ神戸長ဋƷ街 ƦƷ向ƜうƴƸ対岸Ʒ泉南Ʒ山ǛƔƢǇƤƳƕǒ大阪湾ƕ広ƕǔ大展望 2017.5.16.   

    

  約約22時時間間ほほどど    若若草草かからら高高取取山山へへ  北北かからら南南へへのの最最短短ルルーートトwwaallkk  達達成成  1166::0022  



࠙ǓƸ最近Ʒ散策ǳヸス 高取山Ʒᘙ参道石段ǛㄦǓƯŴ ᒧࡃƷ横Ǜ҅側へ折ǕƯŴ高取山Ʒ҅東側 磘寺霊園Ǜ

抜ƚƯŴଔ乗越Ɣǒ緑ヶ丘へ出Ư ࠙ǔŵ 

参道ǛそƷǇǇ少Ơ東へ抜ƚǔƱ高取山Ʒ東側 神ৎヷㄺ山方面Ʒ街Ǜ眺Ǌǔ展望台ƕƋǔƷưŴᡐǇư行ƬƯƔǒ࠙

ǔƜƱƴŵŴ 

 

  高取山 高取神社路Ʒ南側Ʒᘙ参道  日ଔ朝登山ưƴƗわう長田Ɣǒ登ƬƯƘǔ参道ưƢ 2017.5.16. 

  

                 高高取取山山山山頂頂部部東東端端ƷƷ展展望望所所ƔƔǒǒƷƷ展展望望    22001177..55..1166..  1166::1122        

                高高取取山山ƷƷ東東  ଔଔƷƷ乗乗越越ƔƔǒǒㄺㄺ山山ヷヷ長長田田へへㄦㄦǔǔ谷谷筋筋ƕƕ一一望望    

                谷谷ǛǛㄦㄦƬƬƯƯƘƘǔǔ神神ৎৎ電電鉄鉄ƷƷ電電ƕƕ見見ええǔǔᏑᏑࢸࢸƴƴƸƸᓎᓎ水水山山ƔƔǒǒઊઊ山山ヷヷρρဍဍ山山ǇǇưưƷƷ山山並並ǈǈƕƕ一一望望      

        

                  高高取取山山ƷƷ҅̔側側ƷƷ山山腹腹  磘磘寺寺霊霊園園ǛǛ抜抜ƚƚƯƯ  ଔଔƷƷ乗乗越越へへ降降ǓǓǔǔ  22001177..55..1166..  

  

  

        



 

ǋう ٲǕ ଔƷ乗越  久ƠƿǓƴڭ法寺路山Ʒ登ǓӝƔǒ歩いƯ 新ᮗưƠƨŵ 

岩肌ǛǑơ登ǔƷƕいǍưŴƪǐƬƱᢒƠƯいƨ道ưƢƕŴ良ƘૢͳƞǕƯ歩ƖǍƢい道ƴŵ       

ǇƨŴᒉ草ƔǒŴ高取山ǇưŴ今Ǉư直ƴ歩いƨƜƱƷƳい念願Ʒ南҅最短ǳヸス 新ᮗưಏƠいǳヸスŵ 

ǍƬƺǓ短いƳƊヷヷヷヷƱŵ  

ƜǕƔǒƸƪǐƘƪǐƘ 集落Ʒᠾ地Ʒ道ƴ降ǓƯǈǑうƱ満足ज़いƬƺいŵ 

  ٲ .日ǛƋƼƳƕǒŴ緑ヶ丘Ʒ坂Ǜㄦǔŵ   2017.5.16ٲ                   

                

ǇƨŴ不思ᜭƳ人ႎ地࢟ 集落Ʒᠾ地 

いƭǋㄥƔǒ見ㄦǖƠƯƹƔǓưƠƨƕŴ 

今回ƸơƬƘǓƱ 周ǓǛ見Ƴƕǒᠾ園ƕ広

ƕǔ中Ǜ歩ƚǇƠƨŵ                    

ƲうǋŴニュヸタǦンƕ広ƕǔ前Ʒ時代Ʒၕ

跡ƕസǔ街道筋ưƸƳいƔ?  

ࠧ 神ৎ開ลƴ݃ㄨƠƨ最短地Ʒၕ跡ƕ

い谷間ǛƜǜƳƷƲƔƳ田園地ƴ変えƨǑう

ƴǋ思うŵ  

田舎Ʒ田園へタイムスリップƠƨǑうƳ田園

ƱそƷƋƥ道ŵ ƜǕƔǒǋ時々walking Ʒ

道ƴŵ 集落大ബ神社Ʒ大楠ƴආǜưǏƘٲ

日ƴ向ƔƬƯ ƿǒƿǒ ဧ道Ǜᒉ草へ  

ƜƷڭ法寺界ᨚ 歩ƘƷƴƸǄǜƱうƴƜƱƔƔƳいƳƊヷヷヷ 満足Ʒ今日ƷǦǪヸクưƠƨŵ  

 日ƴ向ƔƬƯ ࠙ǓǛ急ƙ  Mutsu Nakanishiٲ集落Ʒ田園地Ǜආǉ ٲ.2017.5.16   

 

                                                



   Ƃ写真アルバムƃ 京都府Ʒ東南部 ܢ治茶Ʒ山郷  ܢ治田原 奥山田Ʒ              

     ハヸト型猪目窓ƕ大人気Ʒ 正ݤ院 Ǜ訪ƶǔ 2017.8.15. 

 

   

  

 .院  2017.8.15ݤ治田原 奥山田Ʒ郷Ʊ猪Ʒ目窓Ɣǒ眺Ǌǔ景色ƕ若者ƴ大人気Ʒ正ܢ 治茶Ʒ郷ܢ  

 茶畑ƕ美Ơい細い谷筋ƴƋǔ集落Ʒ一番奥 集落Ǜ見ܣǔ位置ƴ奥山田集落Ʒ檀家寺ž正ݤ院ſƕ見えǔ  

 新ƠƘ新築ƞǕƨ客殿ƴハヸト型ǛƠƨ猪目窓ƕƋǓŴ四季折  々 山Ʒ景色ǛପƠ出ƠŴ茶畑ƕ広ƕǔ山郷Ʒ景色Ʒ 

 中ƴƢƬǆǓ溶ƚ込ǜưŴ心地Ǒい沈黙Ʒ時ƕ流ǕƯǏƘƷǛǏƬƨǓƱ楽Ơǉŵŵ      

 交通Ʒ便ƕ悪いƷưƢƕŴ地域バǹƷ便ǋƋǓŴ車ưƋǕƹŴƪǐƬƱ違Ƭƨܢ治散策 ƓƢƢǊƷǹポットưƢŵ  

中西睦夫
スタンプ



 

      

࿄࿅湖Ɣǒ流Ǖㄦǔܢ治川Ʒ東岸Ʒ丘陵地Ʒ山間ƴ広ƕǔ

治田原ထŵƜƷထƷ一番奥Ʒ小ƞƳ山ܢ治茶Ʒ主生産地ܢ

間Ʒ集落ƴƋǔ小ƞƳƓ寺ž正ݤ院ſƴㅻ 若い人ƨƪƕ

多数訪ǕǔƱいいŴ高校生ƴƳƬƨ孫ƕƜƜǁ連ǕƯǏƚ

ƱいうŵƓ寺Ʒハヸト形Ʒ子窓ƴପǔ景色ヷ並Ƽƴ夏Ʒ

風鈴祭ǓƕஊӸƳǜƩƱŵ 

治田原ƷထƷ形ƕハヸトƷ形ƳƷưŴ新築Ʒ建物Ʒ猪目ܢ

窓ヷ子窓Ǜハヸト型ƴƢǔƱӝǳミưƋƬƱいう間ƴ若

い人ƨƪƴ広ƕƬƨƱいうŵ   

治茶ƷǄƔǑƘܢƔ通ƬƨƜƱƕƋǔƕŴࡇ治田原Ƹ何ܢ

知ǒƣŵ地見ǔƱ確Ɣƴܢ治田原ထƷ形Ƹハヸト型ŵ 

ž正ݤ院ſƷ場所Ƹ枚方Ɣǒ信楽ǁ山間Ǜ抜ƚƯǏƘӞい

海道筋国道 307 号線Ʒ山間部ƴ位置Ƣǔܢ治田原Ʒ東端 

京都府Ʊ滋賀県Ʒ県境ƷƢƙƦƹƷ山間ƱƢƙ知ǕǇƠƨŵ  

何ࡇƔ信楽ǁ抜ƚƨƜƱƕƋǔ道ŵ 

孫Ʒ話ƴ興味津々ŵƦƠƯŴܢ治田原ƷƓ茶Ǎ長いƜƱ行

ƔƵܢ治川界隈ǋ魅力ư Ɠ盆ƷƞƳƔưƠƨƕŴ8உ15

日 家ϋƷ車ưܢ治田原Ʒ正ݤ院ƴ行ƬƯƖǇƠƨŵ 

心地Ǒい小ƞƳ山郷ƴƋǔ正ݤ院ƦƠƯܢ治茶Ʒ茶畑 Ʀ

ƠƯ大放水中Ʒ天ヶ瀬ダムヷ等院ƴǋ行ƚŴǈǜƳ大満

足ưƠƨŵ 交通Ʒ便ƕ悪いƷưƢƕŴ車ưƋǕƹŴƪǐƬƱ違Ƭƨܢ治散策ŵ ƓƢƢǊƷǹポットƷ紹ㅼưƢŵ  

◎◎正正ᑑᑑ院院                                  

    



 1.  GGooooggllee  EEaarrtthh  SSttrreeeett  VViieeww 䛷䛷  宇宇治治田田原原  正正ᑑᑑ院院へへ䛾䛾道道ををたたどどるる         

      国道307号Ǜ 枚方→→京田辺→ܢ治田原ž正ݤ院ſǁ 

枚方Ɣǒ正ݤ院ƷƋǔ ܢ治茶Ʒ山郷žܢ治田原 奥山田ſǇ

ưƷ国道 307 号線Ʒ道Ǜ google Earth Ʒ 衛写真ヷ

street view Ʒ 写真ư ƨƲǓǇƠƨŵ 

 随Ў道Ƹ改良ƞǕƯいǇƢƕŴƳǜƤӞい街道筋ŵƖƬƪǓ

ƱƨƲǔƴƸ標識ƕ頼ǓƷ曲ƕǓƘƶƬƨ道ŵƜƷ国道307

号Ǜ枚方Ɣǒ彦根ǇưƨƲǔƷǋ面白いƱŵ枚方ƔǒŴ東Ʒ

京田辺ƴ出ƯŴܢ治田原ヷ信楽ǁ南山城Ʒ山間部Ǜ҅東ǁ抜

ƚƯ近൶ƴ入ǓŴ東近൶Ʒ山間Ǜ彦根Ǉư結ƿӞい街道筋 

国道 307号ŵ正ݤ寺ƕƋǔܢ治茶Ʒ山郷 ܢ治田原奥山田

ƸƜƷ国道沿いŵ国道 1 号線枚方൷之宮҅Ɣǒ右手ǁ国道

307 号線ƴ入ǕƹŴ山間Ǜ抜ƚƯǏƘ曲ƕǓƘƶƬƨ街道

筋ŵ ܢ治田原ǇưƸ一ஜ道ưƋǔŵ 

Ǉƨ࿄࿅湖東岸Ʒ道ƕǑƘ整備ƞǕƨƷưŴƋǇǓ使わǕƳƘƳƬƨƕŴ近൶Ɣǒ信楽Ǜ経Ư奈良ヷ大阪ǁ出ǔ抜ƚ道

ƱƠƯǑƘ知ǒǕƯいǔŵ何ࡇƔㆁㅙư近൶ǁ出ƔƚƨƱƖƴ通ƬƨƜƱƕƋǔŵ 

 

  

   

   治川ヷ大津ǁ抜ƚǔ府道783ƱƷЎ岐 岩山交差点 ƞǒƴ東ǁ進ǉƱ人家ƕЏǕŴܢ治田原Ʒ街ǛƵƚǔƱ҅Ʒܢ  

  トンネルƷƋǔܢ治田原Ʒ東端Ɣǒ信楽ǁƷ峠道ƴŵ 正ݤ院ƷƋǔ奥山田ƷǋǇǋƳƘưƋǔ  



  

ㅙ中治田原Ʒ中心街Ǜ抜ƚǔƱ点々Ʊ茶畑Ʊ小ƞƳ集落ƕዓƘƠ山間ƕƭƮƖŴトンネルǛ2ƭ抜ƚǔƱ国道改良ܢ

Ʒ高架橋ƕ見えƯƖƨŵ ƜƜƕ奥山田Ʒ郷Ʒ入ӝŵ 高架橋Ǜ潜Ǔ抜ƚŴ谷筋ƴ沿Ƭƨ山裾 集落Ʒ一ஜ道ƕ南Ʒ奥ǁ

ƱႇƬƯǏƘŵ車一台ƕǍƬƱƷ一ஜ道ưŴ谷筋Ʒ一番ㄥƴ正ݤ院ƕƋǔŵ 

 

  



 

ƪǐうƲ12:00  孫Ǜ載Ƥƨ伊丹Ɣǒ175号高槻 枚方大橋 ƦƠƯ国道307号線ư約2時間ư到着ưƢŵ    

駐車場ƷƢƙㄥƷ高台ƴ客殿ƕƋǓŴハヸト型Ʒ窓ƕ見えŴ多ƘƷ人ƕ客殿ƴࡈƬƯいǔƷƕǈえǔŵ 

ưǋ 外Ɣǒ見ǔ限Ǔ ハヸト型Ʒ窓ǋ建物ǋƲうƱいうƜƱƳいƳƊƱŵ    

私ƴƸƜƷハヸト型ǛƠƨ猪目窓ǑǓǋŴӒݣ側Ʒ山郷Ʒ景色Ŵ 

ㅻႇƬƯƨ茶畑ƕ点在Ƣǔ山Ʒ集落Ʒ景色Ʒ方ƕ気ƴƳǔŵ      

振Ǔ返ǔƱ正ݤ院前Ʒ坂ƷㄥƔǒƸ 周Ʒ山々Ʒ緑ƴうƣǋǕƯŴ 

ㅻႇƬƯƖƨ奥山田Ʒ家並ǈƕ見えŴ家並ǈƷ奥ƴƸ大ƖƳ茶畑ƕǈえ

ǔŵㅻƴǋ雨ƕ降Ǔ出ƠƦうƳ空 霧ƕわいƯ 山郷ƕ美Ơいŵ 

正ݤ院Ǜ出ƨǒŴ正面ƴ見えǔ茶畑ƴ入ǕƯǋǒえǔǑう頼ǜư 

ǈǑうƱǋうŴ次Ʒ楽ƠǈƷ算段ǋưƖƨŵ 

 

 

坂道ƷӒݣ側Ʒ駐車場ƴǋ数多ƘƷ車ƕ駐車ƠƯいǔŵ  

寺Ʒ周辺ǍႇƬƯƖƨ細い道Ʒ途中ƴǋ若い女性Ǜ中心

ƴ数多ƘƷ人ƕいǔŵ 

ƜƷ奥深い山郷Ʒ正ݤ院Ʒ人気ƿǓƸƢƝいŵ 

ƜǕƩƚŴ多ƘƷ若い人Ǜ引Ɩ付ƚǔ魅力ƕŴƜƷハヸ

ト型Ʒ猪目窓ƴƋǔƷƩŵ 

ƓƦǒƘŴ客殿ƴࡈǔƱ随Ў感ơƕ随Ў違うƷƩǖうŵ 

   興味津々ưƢƕŴஜ堂Ʒ方ư拝観Ʒ手ዓƖǛƠƯƔǒưƳいƱ客殿ƷǄうǁ入ǕƳいƷưŴǇƣŴஜ堂Ʒ入ӝǁ 

   興味津々Ʒ風鈴祭ヷ客殿Ʒ猪目窓ƔǒƷ山郷Ʒ景色ƕ楽ƠǈưƢŵ 



   2. 正ݤ院Ʒ風鈴祭ǓƱஜ堂ư ܢ治田原自慢Ʒ緑茶ǛǑƹǕǔ   

 

  

正ݤ院Ʒ入ӝƷ門ǛƘƙǔƱŴ境ϋいƬƺいƴ飾Ǔ付

ƚǒǕƨ風鈴ƕ目ƴ飛Ƽ込ǜưƘǔŵ 

日ஜ各地Ɣǒ 2000 Ǜ超えǔ風鈴ƕ集ǊǒǕƯいǔ

Ʊいう正ݤ院Ʒ風鈴祭ŵ夏Ɣǒ初秋Ʒ風物詩ƱƠƯ地

元ưƸǑƘ知ǒǕƨӞƘƔǒƷ祭ǓƩƦうƩŵ 

ƜƪǒǛ目当Ưƴ正ݤ院Ǜ訪Ǖǔ人ǋ多いƱいうŵ    

晴天ƴ涼Ơい風Ǜ呼ƿ風鈴Ʒ音Ǜ期待ƠƨƷưƢƕŴ

ƋいƴƘƷ天候ƦƠƯ風ǋƳƠưƠƨƕŴ鮮ǍƔƳ風

鈴Ʒ絵模様ƴ軒έƷ風鈴ƕ軽ǍƔƳ音Ǜ立ƯƯいƨ子

供ƷƜǖǛ思い出ƠƳƕǒŴ見入ǓǇƠƨŵ 

 風鈴Ʒ中ƴ入Ƭƨ花Ʒ絵模様ƕ特ƴ気ƴ入ǓǇƠƨ

ƕŴ境ϋƷ一角ưŴ絵付ƚƠƯŴŴ自ЎƷ風鈴Ǜ作ǔ催Ơǋ行わǕƯいǇƠƨŵ 気ƴ入Ƭƨ風鈴Ʒ短冊Ǜ少Ơ揺ǒƠƯ

Ƹ耳Ǜ澄ǇƢŵƜǜƳƴいƬƺいƷ風鈴Ǜ見ǔƷƸ初ǊƯŵ風鈴Ʒ短冊ƕ風ƴԉƔǕŴ一斉ƴ音Ǜ奏ưƨǒヷヷヷヷƱŵ 



ஜ堂右手Ʒ入ӝư拝観手ዓƖǛƠƯŴஜ堂Ʒ中ƴㄥƛƯǋǒƬƯƓ参ǓǛƠƨƋƱŴஜ堂ƴࡈƬƯŴஜ場Ʒ冷ƨいܢ治Ʒ

緑茶ǛいƨƩƖƳƕǒŴ境ϋƷ風鈴ǛǊưǔŵ  

 院ŵݤ治茶Ʒ山郷 ǇƩ俗҄ƞǕƯいƳいƱいうƔŴǄƷǅƷƱƠƨ心ƮƔいƕ伝わƬƯƘǔ正ܢ

ǏƬƨǓƠƨ静ƔƳ空間 若い人ƨƪǋ思い思いƴࡈƬƯ 風鈴祭ǓǛ楽ƠǜưいǇƠƨŵ 

 

  

  

ஜ堂Ʒϋ部手ƴƸ 正ݤ院Ʒ御ஜ尊秘仏 十一面観音Ტထ指定文҄財Უ

ƕ祭ǒǕŴ厨子Ʒ中ƴӓǊǒǕƯいƯŴ 50࠰ƴ1ࡇ開扉ƞǕǔŵǇ

ƨŴ右側ƴƸ快慶作Ʒ不動明王像ƕ祭ǒǕƯいǔƕŴㅻ回Ƹ修復ƷƨǊ

奈良Ʒ博物館ƴ出張中ư見ǒǕƳƔƬƨŵ ǇƨŴ畳ƕ敷ƔǕƨஜ堂Ʒ

ϋ部Ƹ参拝者ƴ開放避ƚƯいƯŴӒݣ側ƸǪヸプンƷ縁側ưŴ風鈴ƕ飾

Ǔ付ƚǒǕƨ正ݤ院Ʒ境ϋƱƓ庭ƕ見渡ƤŴǈǜƳ思い思いƷ位置ƴƢ

わƬƯŴƜƷ山郷Ʒ寺Ǜ楽Ơǜưいǔŵ  

不動明王ƞǜƷ前ƴƸƝ真言Ǜ書いƨƕƦƬƱ書ƔǕƯいǔŵ 

私ƴƱƬƯƸ ㅻ࠰Ʒ夏ƸƓ願いƤƶƹƳǒƵƜƱ多ƘŴㅻ日ƸいǒƬ

ƠǌǒƳいƕŴ鐘ǋ叩いƯŴ色々気ƴƳƬƯいǔƜƱƲǋƓ願いƠƯŴ

手Ǜ合わƢŵƼƬƘǓƠƯ 孫娘ƕ何Ǜ頼ǜưǔƷƱ笑うƷưƢƕŵǯリ

ǹチャンưƢƕŴ要Ƹ気持ƪŵ神ǋ仏ǋǈƳӷơ ƲƜưǋいǖいǖƓ願

いƠƯŴ手Ǜ合わƢŵ 最ǋ Ɠƞい銭ƳƲƸƋƛƳいƠŴ御籤ǋ引ƔƳ

いƷưƢƕヷヷヷŵ 

緑茶Ʒ接待 金糖Ʒƭいƨ緑茶Ʒセット 拝観料400όƷ中ƴ含ǇǕ

ƯいƯŴ ビッǯリưƠƨŵ 

ƜǜƳ心ƮƔいǋ若い人ƨƪƴ人気ƕƋǔƷƩǖうŵ 

風鈴ƕ揺ǕǔƷǛ眺ǊƳƕǒƓいƠƘいƨƩƖǇƠƨŵ 

 



 3. 正ݤ院 客殿Ʒ猪目窓Ɣǒ眺Ǌǔ山郷Ʒ夏  

 

正ݤ院Ʒ境ϋ風鈴Ʒ中Ǜ潜Ǔ抜ƚƯŴǛǋう一ࡇ表ƴ出ƯŴέǄƲ ƪǒƬƱ横目ư見ƨ正ݤ院Ʒ客殿ǁ 

いǑいǑハヸト形Ʒ猪目窓ƔǒƷ景色Ǜ眺Ǌƴ行Ƙŵ 

客殿ƴƋƕǔƱ目Ʒ前ƴƋƷハヸト型Ʒ猪目窓ŵ ƸƬƱԈい寄ƤǒǕǔŵ  

客殿Ʒ広間ƴƸ多ƘƷ若い人ƨƪƕŴ猪目窓

Ǜ取ǓǜưŴǫメラǍǹマホǛƔƟƠƯい

ǔŵ 建物ƕ新ƠいƜƱǋƋƬƯŴ眺Ǌǔ景

色ƕƢƕƢƕƠいŵ   

ハヸト型ƴପǔ季節折々Ʒ写真Ǜ撮Ǔƴ若い

人ƴ大人気ưƋǔƷǋわƔǔŵ 

Ƌƚ放ƨǕƨ客殿Ʒ縁側ƔǒƸŴ緑いƬƺい

Ʒ山郷Ʒ景色ŵƦƠƯ 天井ƴ目Ǜ向ƚǔǹ

Ǯ板Ძ６Ც枚ƴ四季折々Ʒ花Ǎ人物ဒƳƲƕ

描ƔǕƨ天井ဒŵƜƷ村Ʒ人Ʒ絵ǋƋǔƱ聞

ƘŵアイデアƕήǔƓ寺Ʒ中ƱƸ思えƵ新感

覚Ʒ客殿ưƋǔŵ 

ƦƬƱƯǈǜƳƷ後ǖƴࡈƬƯŴ猪Ʒ目窓Ʒ

景色ƴ見入ǔŵ 

ハヸト型Ʒ猪目窓Ǜ通ƠƯ外Ʒ景色ƕǈえǔŵ 

ǇƬƨƘㆂƷǋƷƕǈえƣŴ四季折  々 ハヸ

ト型Ʒ景色Ʒǈƕ目ƴ飛Ƽ込ǜưƘǔέ人Ʒ

知恵ŵ情報過多Ʒㅻ 心ƻƔǕǔ世界ƕƜǜ

ƳƱƜǖƴƋǔƱŵ 



   

 

   

      緑茶Ʒ山郷 ܢ治田原 奥山田Ʒ正ݤ院 客殿ž猪目窓ſ 2017.8.15. 



 

  

 



いƔƴǋ現代的Ƴ感覚Ʊႆ想ư 新ƨƴ作ǒǕƨ客殿Ʊ猪窓ヷ装飾天井ဒŵ  

ㅻǇư 若者ƱƸ全Ƙ縁ƕƳƔƬƨ郷Ʒ小ƞƳƓ寺ƴ若者ƨƪƕ押Ơ寄ƤŴ若者ƨƪƱƷ触Ǖ合いƷ中ưŴƜƷ山郷ƴǋ

治茶ƱƸ違Ƭƨ魅力Ʊ活気ƕ郷ƴǋܢ

及ǜưいǔƱ聞Ƙŵ࠰寄ǓƴƱƬƯǋ 

ஜ当ƴ居心地Ʒ良い郷ŵ 

ƜƷアイデアǛ実現ƞƤƨ正ݤ院Ʒ住

職Ǎ集落Ʒ人ƨƪ ƢƝいƳƊƱŵ 

ƜǜƳထ興ƠǋƋǔƷƩƱƼƬƘǓƠ

ǇƠƨŵ新Ơいႆ想ƕいƨǔƱƜǖưƋ

ǔƷƩƱƭƘƮƘ感ơƯいǇƢŵ 

ưǋŴƜǜƳ取Ǔ組ǈƕビǸネǹヷǋう

ƚ主義ƴ汚染ƞǕŴƦƷ魅力ǋ失わǕƯ

ƠǇうƜƱǋ多いŵ 

都市ƴ住ǉ我々ƷǨǴƔǋƠǕƳいƕŴ

ㅻƷ状態ƕ一番 居心地ƕいいŵ 

 集落Ʒ中Ǜƿǒƿǒ歩ƖƨƘƯ  

一足έƴ客殿Ǜ出ƯŴ山Ʒ景色Ǜ楽ƠǈƳƕǒ歩いƯ坂道ㄦǔ 

 

  4. 正ݤ院ƷƋǔ山郷 奥山田Ʒ茶畑  

 

     正ݤ院Ʒ坂ƷㄥƔǒ眺Ǌǔ奥山田Ʒ山郷          奥山田Ʒ山郷Ʒ一ஜ道ư   2017.8.15.      

山郷Ʒ家並ǛǏƬƘǓ散策ƠƳƕǒŴ集落Ʒ中ǁƷ坂道ǛㄦǔŵいƘƭǋ茶畑ƕ見えƯいǔƷưŴƲƜƔƷ茶畑Ǜ見学ƞ

ƤƯǋǒいƨい希望ǋƋǔŵ  集落Ʒ中ƴ入ǔƱ小ƞƳ打ƪ鉦Ǜ叩Ƙ音ƕ聞Ɯえǔŵ 

昔ƲƜƔư聞いƨ記憶ƕƋǔƳƊ Ʊ思いƭƭŴǇƨŴ茶瓶Ǜ持Ƭƨ人ƱƢǕ違い声ǛƔƚǔŵŵ          

žƓ盆Ʒ精霊送ǓƷ打ƪ鉦ŵ茶瓶Ƹ帰ƬƯǏƘέ祖ƨƪƷƷƲƕ 乾ƔƵǑうƢǔ送Ǔ水ſƱ聞Ƙŵ 

鉦Ʊ送Ǔ水 Ɠ盆 丹後Ʒ墓参ǓƷ記憶ƩƱ思い出ƠǇƠƨŵ 

 

                 奥山田Ʒ集落Ʒ一ஜ道ư 2017.8.15.  

     ㅻ日Ƹ一日 天候ƕ急変Ƣǔ一日 ưǋ大降ǓƴƸƳǒƣ 山郷Ʒ景色ƴ変҄ǛƭƚƯいǔ  



集落Ʒ坂道ƷƢƙ西Ʒ丘ƴ広ƕǔ茶畑ƕ見えƯƖƨŵž正ݤ院ſƔǒ真正面集落Ʒ奥ƴ見えƯいƨ広い茶畑ưŴ 

茶農家 小山ƞǜ一家Ʒ茶畑  ƦǕǛ見学ƞƤƯいƨƩƚǔƜƱƴ  

 

茶畑Ʒㄦ 家Ʒ前ƴ立ƬƯƓǒǕƨ息子ƞǜƴ声ǛƔƚƯŴέƴㄦƴ降ǓƯいƨ孫ƨƪƱǋƲǋŴ茶畑Ʒ丘Ǜ見学ƞƤƯ

ǋǒうƜƱƴŵ ƪǐうƲ作業Ǜ終えƯŴ茶畑ƔǒƝ主人ǋ降ǓƯƜǒǕŴ 茶畑見学Ʒ後  ƜƷ茶畑ư作ǒǕƨƓ茶Ǜ

冷茶ヷ緑茶ƴƠƯ入ǕƯǋǒƬƯŴƓ茶Ʒ話ǍƜƷ村Ʒ話ƳƲ色々教えƯいƨƩƖǇƠƨŵ  

茶ƲƜǖ ܢ治田原ưƷǉƓ茶 ஜ当ƴƓいƠいƓ茶ưƠƨŵ                           

ǇƨŴラッǭヸƴǋ直販ƠƯいǔƱ聞いƯŴܢ治茶Ʒஜ場 ܢ治田原茶ǋわƚƯǋǒいǇƠƨŵ 



 

  

    

ㅻƸ茶摘ǈƷ時期ưƸƋǓǇƤǜƕŴǑƘ手入ǕƞǕƨ 

小山ƞǜƷ茶畑ŵƖǕいƳ色ǛƠƨܢ治田原茶Ʒ葉ƕƢ 

ƘƢƘŵܢ治茶ƱいうƱ玉露ƕイメヸǸƞǕǔƷưƢƕŴ 

玉露ఎ培ưǈǒǕǔ日ήǛ遮ǔ黒い覆いƕŴƜƷ周辺ưƸ

見ǒǕƳいŵ  

治田原Ʒ街中Ʒ国道沿いƴƸ いƘƭƔ黒い覆いƷƋǔܢ

茶畑ǋいƘƭƔ見ƔƚǇƠƨƕŴܢ治田原Ƹž緑茶ႆ祥Ʒ

地ſ 緑茶Ʒఎ培ƕ主ƩƔǒƩƦうƩŵ 

茶畑Ǜ降ǓƯƖƯŴ小山ƞǜƝ夫妻ƴܢ治田原ƷƓ茶Ǜ

色々入ǕƯいƨƩƖŴܢ治田原茶ƷƜƱǍƜƷܢ治田原Ʒ

街 ƦƠƯ 多ƘƷ若者ƕ正ݤ院ƴ訪ǕǔǑうƴƳƬƯ ƜƷ奥山田Ʒ集落ƴ活気Ʊ変҄ƕ出ƯƖƨƜƱƳƲ 楽ƠƘ

Ɠ聞ƖƠǇƠƨŵ入ǕƯいƨ冷茶ƕஜ当ƴƓいƠƔƬƨŵǇƨŴ正ݤ院Ʒ取Ǔ組ǈƕƜƷ集落Ʒ一大ထ興Ơ 村Ʒ人ƨƪ

ǋ喜ǜưƓǒǕǔƷǋうǕƠいŵ 



   ◆ 茶畑Ǜ見ƤƯいƨƩいƨ小山ƞǜ一家ƕž茶農 喜衛門ſƱƠƯ 

       息子ƞǜƕ紹ㅼƞǕƯいǔペヸǸǛインタヸネットư見ƭƚǇƠƨ 

 

http://musubino-kyoto.co.jp/interview/kizaemon.html 

          

    

  

                              

         https://youtu.be/xbVgUq5NfPM 

            

**********************************************************************************************************

突然Ɠ願いƠƨ茶畑見学Ǜ心地ǑƘOKƠƯいƨƩいƨ小山ƞǜƝ一家ŵ                        

ஜ当ƴうǕƠいƓ茶Ʒ山郷ưƷ出会いƴƳǓǇƠƨŵ                                 

家ϋƳƲƸ直販ǋƠƯƓǒǕǔƱ聞いƯŴ小山ƞǜƷܢ治田原茶ǛЎƚƯǋǒƬƯ大喜Ƽŵ  

正ݤ院ヷܢ治田原茶山郷Ʒ風景ƴ加えƯ ǋう一ƭ小山ƞǜƷ茶畑Ǜ訪ƶǔ魅力ƕ加わǓǇƠƨŵ  

 

小山ƞǜƷ茶畑見学Ǜ終えƨƷƕŴ13時半頃  

 満足感いƬƺいư引Ɩ返ƢƜƱƴŵ  

帰Ǔƴܢ治田原ưžܢ治田原茶ſǛ買う用ƕƳƘƳƬƨ

ƷưƲƜƔǒưǋ帰Ǖǔŵ 

孫ƕžƜƜǇư来ƯǇƩ時間ƋǔƷư ƥƻܢ治Ʒ等

院ƴ立ƪ寄ƬƯǄƠいſƱいうŵ  

ƦǕƳǒ少Ơ遠回ǓƴƳǔƕŴ久ƠƿǓƴܢ治川ライン

沿いǛ走ƬƯ喜撰山Ʒႆ電所Ɣǒ近畿Ʒ水ƕǊ 天ヶ瀬

ダムƔǒܢ治ǁ出ƯŴ等院ǁƱŵ 

ƪǐƬƱ遅いƚƲܢ治Ǉư約1時間ǄƲ ܢ治ưƓいƠ

いǋƷ食ǂǑうヷヷヷヷƱƻƦƔƳ私Ʒܢ治川ライン周

ǓƷ計ဒƴ乗ǔŵŵ ܢ治ǁƷ道Ǜ知ǔƷƸ私ƩƚƳƷư決ǇǓŵ 

最ǋ家ϋǋ孫ǋܢ治川ラインǋ天ヶ瀬ダムǋ気乗Ǔ薄ưƠƨƕŴ私ƴƱƬƯƸ ƜƷܢ治川沿いƸܢ治Ɣǒ南郷Ǉư何ࡇ

ǋ歩いƨ道 久ƠƿǓưƢŵ 

小山ƞǜƝ一家Ʒ息子ƞǜƕƓ話Ơƞ

ǕƯいǔ動ဒƕ掲載ƞǕƯいǇƠƨŵ 

ƕ茶農Ʊ称ƠƯƓǒǕǔ小山Ɲ一家Ʒ

Ɠ茶ఎ培ƴƔƚǔ思いƕ語ǒǕƯいǇ

Ơƨŵ 

治田原茶ƷஊӸƳƝ一家Ʒ茶畑ƴ飛ܢ

Ƽ込ǇƤƯǋǒƬƨƷƩƱƼƬƘǓƠ

ƯいǇƢŵ  

 

http://musubino-kyoto.co.jp/interview/kizaemon.html
https://youtu.be/xbVgUq5NfPM


  5. 帰Ǔƴ立ƪ寄Ƭƨܢ治川   ҅Ʒܢ治川ラインƴ出ƯŴ天ヶ瀬ダムヷܢ治Ʒ等院ƴ立ƪ寄ƬƯ帰ǔ   

    1. 関西Ʒ水ƕǊ 放水中Ʒܢ治川天ヶ瀬ダム   2. ܢ治等院                  

 

1. 関西Ʒ水ƕǊ 放水中Ʒܢ治川天ヶ瀬ダム 

ž天ヶ瀬ダムƸ関西Ʒ水ƕǊ ƜƷダムƕ決壊ƢǔƱ淀川決壊Ʒ大洪水ŵ ࿄࿅湖ƔǒƷ水ǋダメŵƩƔǒ ダムǵイト

ƴƸ 武器ǋƬƨ監視官ƕ一人ƻƱǓダムǵイトǛ渡ǔƷǛ検査Ƣǔ関西Ʒ最要ポイントǍſƱ説明ƠƯǋžƾ～ǜſ

ƱǈǜƳǇƬƨƘ気乗Ǔ薄ŵ 早Ƙ見Ư ܢ治ǁ 早Ƙ行Ɯう程ࡇŵ  

ưǋ 天ヶ瀬ダムƷ大放水Ǜ見ƯŴǈǜƳƼƬƘǓ大興奮ưƠƨŵ  

 

ダムǵイトƷ監視員Ƹ警備

会社Ʒ人ƴ代わƬƯŵǉƔƠ

Ʒ物々ƠƞƸƳƘƳƬƯい

ǇƠƨƕŴǍƬƺǓŴダムǵ

イトǛ渡ǔ全員Ʒチǧッǯ

Ƹዒዓ中ŵ 

žㅻダムƸ大放水中 Ǉǋ

ƳƘ放水終わǔƷưŴ ƸǑ

ダムǵǁſƱ教えƯƘǕǔŵ  

不ܤ定Ƴ天候ƕዓƘㅻ࠰Ʒ

8உŵ ㅻ日ǋƘǔƘǔ変わ

ǔ天候ưŴ࿄࿅湖ƴǋ大量Ʒ

雨ƕ降ƬƯ 緊急放水ƕ行

わǕƯいǇƠƨŵㄥㄦƴ 3

門ƣƭ 6 門ƷǲヸトƕƋǔ

天Ǳ瀬ダムダム3門ƕ全開ŵ 

轟音Ǜ轟ƔƤƯƷ大放水ŵ見ǔƷƸ初ǊƯŵƦƷ迫力ƢƝいǋƷưƠƨŵ  



 

 



関西䛾水䛜め関西䛾水䛜め 放水中䛾宇治川天ヶ瀬ダム放水中䛾宇治川天ヶ瀬ダム ダム堰堤を渡っ䛶反ᑐ側䛛らダム堰堤を渡っ䛶反ᑐ側䛛ら 2017.8.15.2017.8.15.

   

  

 

 



 

    

    等院治ܢ .2    

 

  .等院鳳凰堂 2017.8.15治ܢ  

    治Ʒ街ƴƸǍƬƺǓ観ή客ưいƬƺい 渋滞ƴ巻Ɩ込ǇǕƯܢ  

  16:00ƪǐƬƱ前 鳳凰堂Ʒϋ部ƴƸ残念Ƴƕǒϋ部ǁƸ 

  入ǕƣưƠƨŵ 

  鋌弥鋍様ƷƓ顔Ƹ  

  ƠƬƔǓ拝観ưƖǇƠ 

  ƨŵ  

 

 

 



  
 

      

   ㅻƴǋ崩ǕƦうƳ天候 ƦƠƯƓ盆Ʒ真Ƭ最中Ʒ ܢ治茶Ʒ山郷 ܢ治田原 正ݤ院walk 

      ƲうƳǔƔƱ思いǇƠƨƕŴ心地Ǒい小ƞƳ山郷ƴƋǔ正ݤ院ŵ  

   興味深々ưƯƔƚƨハヸト型Ʒ猪目窓Ǜ通ƠƯ眺Ǌǔܢ治茶Ʒ山郷Ʒ景色ƷƞわǍƔƞŵƦƠƯ風鈴祭Ǔǋŵ 

   街中ƷイベントưƸ感ơǒǕƵ素朴ƳƞわǍƔƞŵ一味ǋㅚ味ǋ違Ƭƨ新Ơいႆ見ŵ 

   ǹマヸトフǪンƹƔǓ見ƯいǔƱ批判Ƣǔ若い人ƨƪƷ感性ǋ再認識ŵ 

   ƦƠƯ ƦƠƯ大放水中Ʒ天ヶ瀬ダムヷ等院ƴǋ行ƚŴǈǜƳ大満足ưƠƨŵ  

   交通Ʒ便ƕ悪いƷưƢƕŴ車ưƋǕƹŴƪǐƬƱ違Ƭƨܢ治散策ŵ山郷Ʒwalk 

     高校生Ʒ孫娘ƴ教えƯǋǒƬƨ山郷 ܢ治田原  ƓƢƢǊƷǹポットƷ紹ㅼưƢŵ  

 

                          2017.8.15. by Mutsu Nakanishi 



 

          䛆䛆  参参考考      宇宇治治川川界界隈隈        CCoouunnttrryy  WWaallkk    bbyy  MMuuttssuu  NNaakkaanniisshhii      䛇䛇  

         1.  京都 桜 Walk 2012  宇治平等院䛾桜  2012.4.12.  

       http://www.infokkkna.com/ironroad/2012htm/walk9/1205kyosakura00.htm  

         2.   関西最初䛾大型揚水 発電所 䛂喜撰山発電所䛃を訪䛽䛶 宇治川Walk   2009.5.10.  

     http://www.infokkkna.com/ironroad/2009htm/iron5/0906kisenyama00.htm  

 

             

 

 

     

     院 walkݤ治田原 奥山田Ʒ ハヸト型猪目窓ƕ大人気Ʒ 正ܢ  治茶Ʒ山郷ܢ       

      

 

http://www.infokkkna.com/2012htm/walk9/1205kyosakura00.htm
http://www.infokkkna.com/2009htm/iron5/0906kisenyama00.htm


    京都府立植物園 京都半日会  2017 京朝顔展   2017.7.30.  

 
         京都府立植物園 夏恒例Ʒイベント 

   

 

       Ƃ1ƃ 京都半日会 京Ʒ夏Ʒ風物詩 京朝顔展 

       Ƃ2ƃ žǉƠƷ目展 - 虫Ʒ目ƕ視ǔ花Ʒ姿Ʊ彩 - 紫外線照射下Ʒ花 ſ  

       Ƃ3ƃ アフリǫ バǪバブƷ花 鑑賞会  

 

     遅ǕƯいƨ庭Ʒ朝顔ƕ咲Ɩ始Ǌƨ７月末 毎年楽ƠǈƴƠƯいǔ京朝顔半日会Ʒž2017朝顔展ſƷ 

   案内Ǜ戴ƖŴ今年ƸƲǜƳ朝顔ƴ出会えǔƷƔ 楽ƠǈưŴ７月３０日 久ƠぶǓƴ京都府立植物園 

   ƴ出ƔけǇƠƨŵŵ  

    同ơこƷ時期ƴ 植物園温室Ʒアフリǫ バǪバウƷ木ǋ大ƖƳ白い花Ǜつけ 

     ǔŵ今年Ƹ咲いƯいǔƷƔ?  

    ǇƨŴ家内Ʒ友人Ɣǒ ž虫Ʒ目展ſǋ開催中ƱƷ案内ǋいƨƩいƨŵ  

    紫外線や青ƕǑく見えŴ赤ƕǑく見えƳいƱいう虫Ʒ目Ʒ世界  

    ƲǜƳ展示ƳƷƩǖうƔ? 

 

     毎年 楽ƠǈƴƠƯいǔ京都府立植物園Ʒ夏Ʒ展示ŵ   

     同ơパタヸンƷ京朝顔展やバǪバウƷ白い花Ʒスライド写真ƕ 

      主ưƢƕŴ今年Ƹ虫ƕ眺ǊƯいǔ世界Ʒ   写真ǋŵ 

    ƢƕƢƕƠい夏Ʒ一日Ʒ一コマǛƔǜơƯいƨƩけǕƹƱ 

 

中西睦夫
スタンプ



          Ƃ1ƃ 京都半日会 京Ʒ夏Ʒ風物詩 京朝顔展 

 

 

  



 

京都半日会 京Ʒ夏Ʒ風物詩 京朝顔展 2017.7.30. 京都府立植物園ư 



 

   こǕǋǈǜƳ朝顔 変化朝顔Ʒ花ヷ葉Ʒ変化Ǜ楽Ơǉ 2017.7.30.京都府立植物園 京朝顔展ư 

 



 

   

   

 



      Ƃ2ƃ žǉƠƷ目展 - 虫Ʒ目ƕ視ǔ花Ʒ姿Ʊ彩 - 紫外線照射下Ʒ花 ſ  

          ž虫Ʒ目ƕ視ǔ花Ʒ色Ʊ姿ſǛテヸマƴ花Ʒ可視光線Ʊ紫外線照射写真Ǜ比較展示 

             

 

            http://mushinomephoto.web.fc2.com/index.html  

http://mushinomephoto.web.fc2.com/index.html


  

 

 

 

 



 

 



         Ƃ3ƃ アフリǫ バǪバブƷ花 鑑賞会  

         夏ƷこƷ時期 毎年大ƖƳ白い花Ǜ咲ƔせǔバǪバウƷ木 今年ƸƲうƩǖうƔ?  

         バǪバǪƸ夜ƴ花Ǜ咲ƔせŴ午後ƴƸŴ黄ƹǜưƠǇい落下Ƣǔ  

         入口ư確ƔǊǔƱ 今日Ƹ大ƖƳ花ƕ咲いƯいǔƕŴǋう午後 少Ơ黄ƹǜưいǔƔǋヷヷヷヷƱ 

 

 



 

 

 



 

 

 

 

 



   

 

 

 



 

 

Ƃ参考 風来坊 Country Walkƃ   

1. 2016 朝顔帳 夏Ʒ朝Ǜ爽やƔƴƠƯくǕǔ朝顔 毎朝ƕƨƷƠǈƴ 2016 盛夏 

http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/walk13/1609asagao00.htm  

2. 2016 京都半日会 京朝顔展 京都府立植物園  2016.8.2.  

http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/walk13/1609kyoasagao00.htm  

3. 2014  京都半日会 京朝顔展 朝顔帳 京都府立植物園  

併せƯ アフリǫžバǪバブſƷ巨樹ƕ白い花Ǜ咲ƔせƯいǔƷǋ見ǇƠƨ        

● http://www.infokkkna.com/ironroad/2014htm/2014walk/14walk14.pdf 

● http://www.infokkkna.com/ironroad/2014htm/walk11/1409kyoasagao00.htm  

 

加茂川Ʒ土手Ɣǒ比叡山ǛƳƕǊƳƕǒ  

by Mutsu Nakanishi  

http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/walk13/1609asagao00.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/walk13/1609kyoasagao00.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/2014htm/2014walk/14walk14.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2014htm/walk11/1409kyoasagao00.htm


 2017年夏 庭の朝顔帳 2017.8.10. 

 

 

毎年夏の朝を楽しくしてくれる朝顔 今年は咲くのが遅れて心配しましたが、 

今年もすがすがしい朝を演出してくれました。 

今年の我が家の朝顔帳です 

 

朝顔の花言葉は「明日も さわやかに」   

 

 

 

中西睦夫
スタンプ



 

 



 

 

 

 



 

 

 

いつも時期がずれる朝顔とヒマワリが角先で 一緒に咲きました 



 

 

 

 

 



 

 

  混じりけのない済んだ透明な色が 朝をすがすがしくしてくれる。 

また、朝 庭の朝顔に ふっと息を吹きかけると  

ぱっと花を広げてくれる 私の一番すきな瞬間です  

今年も夏の朝を楽しませてくれました。 

  

朝顔の花言葉 「明日も さわやかに」 

 

                2017.8.10. Mutsu Nakanishi 

       



      ƂP h ot o A lb u m ƃᲬᲪᲫ７ ܱǓƷ硻 東છ砹Ʒǳスモスလ 2017.10.11. 

              ьӞ川中流西ެƴ広ƕǔ ࣓方 & 小ƖƢǈƷƷǳスモスヷᕃᰳလ 

       今࠰ǋ東છ砹 ܱǓƷ硻Ʒ田園ǛǔǳスモスヷǽバƷ花ƴ出㆟えǇƠƨ 

  

 

ьӞ川中流西  ެ 小Ǣルプスヷ࣓方؉山ǛᏑƴ広ƕǔ࣓方ƷƷǳスモスလ 2017.10.11 

中西睦夫
スタンプ



   

南҅Ǜ山ƴਬǇǕŴ東西ƴኬ長Ƙ広ƕǔьӞ川市࣓方ƷƷܱǓƷ硻 2017.10.11. 

近ƘƷ総ӳᢃѣπ園Ʒǳスモスǋžǳスモス開花

中ſƷࠧƕࢌǒǕŴӲ地Ʒǳスモス̝Ǔƕ新聞Ǎ

TV Ɣǒ伝えǒǕǔᲫᲪ月ŵܱǓƷ硻 硻硞ǓƷ

記事ǋႸƴ付Ƙŵưǋ 東京Ǎ᧙東ǄƲưǋƳい

ƕŴᲳ月ƷƞヷǮラǮラƷᨗٽƕ֖ƷǑうƴƙ

ƣƭƘ天気ƕ続ƖŴƢƬƖǓƱƠƨ天気ƕƳƔƳ

ƔǍƬƯƜƳいŵܘƨƪƷᢃѣ㆟ǋ終わƬƨƠŴ

一度 ᢸٳへ出ƨいƱうƣうƣŵ 

今日ǋƢƬƖǓƠƨ天気ưƸƳいƕŴ田園ƷܱǓ

Ʒ硻Ǜ見ƴ出ƨいƱҾチャリǛឥǒƤƯŴьӞ川

Ʒם手ƔǒŴ࣓方Ʒへ ǳスモスǛᚧƶǔŵ 

 

ьӞ川Ǜ渡ƬƯ 東છ砹Ʒ山ƕᡲƳǔ山ᙍᒱ

ƷǛ抜ƚǔƱ ؉山ǛᏑƴ東西ƴኬ長Ƙ田園ƕ

広ƕǔ࣓方Ʒŵ 

南҅Ǜ山ƴᨠƯǒǕƯŴ奥へ広ƕǔ᰾ᑥ一ᑥ

Ʒ田園ƕႸƴƼᡂǜưƖƨŵ久ƠƿǓƷㆁ方Ʒ

ŵܱǓƷ硻Ǜ迎えƨ࣓方ƷƸА入ǕƷ真Ƭ最

中ŵ᰾ᑥƷ田園Ʒ中ƴࣕƠƘƘАǓ取Ǔ機ƕ

いƘƭǋ見えŴそƷ田園Ʒ中 ᢒƘピンクƴ௨Ǉ

Ƭƨ࠘ƕいƘƭƔ見えǔŵ 

集落Ʒ休᎓田ǛМဇƠƨǳスモスလŵ 

今࠰ǋͤנưƋǔŵ 

࣓࠰方ƷƷǳスモスလǛ߹ǔ硹Ʒǳヸスŵ 

ũ Ƣƙ҅側؉山東Ʒ山ᙍƴ広ƕǔ広尾ƷƷǳスモスလƔǒŴ࣓方Ʒ田園地࠘Ʒ中ځ 高လヷ東شƷǳスモスလ 

  Ɣǒ一ဪ西端 လƷƷǳスモスလƔǒ東へ田園地࠘Ʒ҅Ʒ縁Ǜ戻ƬƯŴ࣓方Ʒ中ځƔǒ҅へ؉山Ʒ҅側 山  ᨗ

  ᐯѣ道ƕឥǓ抜ƚǔ山間Ʒ࣓方ހƷへŵ 

  ހƷ山ᙍƸᕃᰳƷఎؔƕႮǜƳư ǄǜƷ一ᡵ間ǄƲᕃᰳƷ花ƱƖǕいƳǳスモスƕƳǔ時ƕƋǔŵ 

  今࠰ƸいƭǋǑǓ少ƠଔƘᚧǕƨƷư ମ࠰Ƹ見ǒǕƳƔƬƨᕃᰳƷ花ǋ見ǒǕǔƔǋƠǕƳいƱࢳ一ŵ 

ũ ހƷƔǒ؉山Ʒ҅側Ʒ山間Ǜ東へ ࣓方(ьӞ川市) Ʊ小市Ʒ境 硩တǛ越えƯ 小ǢルプスƷ山ᙍ  

  ᯨ池ヷ来ㆰへŵ硩တƔǒƸ来ㆰへƷ道 四ܓ折々Ʒ田園ƕǈǒǕǔポイントưƋǓŴ来ㆰƴㄦǔ 

  Ʊ小Ǣルプス山ᙍƴ広ƕǔǽバလŵ白い花ƕǈǒǕǔƔǋヷヷヷヷŵ  

  そƠƯ JR 小ထᬜƴƋǔᬜそƹžƖƢǈƷᕃᰳſǛ食ǂǔƷƕ度ƷዸǊŵ  

  ưǋ 今日Ƹ水୴日 സ念Ƴƕǒᕃᰳ屋Ƹ定休日ŵƖƢǈƷƷᕃᰳƸഏƷ新ᕃᰳƕ出ǔǇưƓ᪳ƚŵ  

ũ ࠙ǓƸ ьӞ川Ʒם手Ǜㄥᒱ橋ǇưឥƬƯŴ来ƨ道 碙美Ʒ田園Ǜ抜ƚƯ࠙ǔƜƱƴŵ 

 ƜƷ時 碙美Ʒ道Ꮵƴテントƕ建ƭ黒ᝃƷᝃƷఇǛᝰƬƯ࠙ƬƯŴ今日ƷビヸルƷƭǇǈƴŵ࠰̊  

ࢳいƬƺいư今日一日 ᲬᲪᲫ７࣓࠰方ヷ小来ㆰƷ ǳスモスᚧƷǳヸスƕൿǇǓŴ҅Ʒ؉山Ʒ麓Ʒ࣓方広

尾Ʒへ向Ɣうŵ 



           ƂP h ot o A lb u m ƃᲬᲪᲫ７ ܱǓƷ硻 東છ砹Ʒǳスモスလ 2017.10.11. 

              ьӞ川中流西ެƴ広ƕǔ ࣓方 & 小ƖƢǈƷƷǳスモスヷᕃᰳလ 

  

  

    1. ࣓方ƷǷンボル ࣓方؉山Ʒ山ᙍ 広尾Ʒ   

   2. ࣓方Ʒ田園Ʒ中ځ ؉山ƕ見ㄦǖƢ 高လƷ 

   3. ࣓方Ʒ田園Ʒ中ځ ᡛ電線ƕ渡ƬƯǏƘ東坂Ʒ  

      4. ؉山Ʒ҅側Ʒ山間 ᕃᰳఎؔƷ ࣓方ހƷ  

      5. ࣓方Ʊ小Ʒ境  硩တ ܱǓ硻ᑥ  

      6. 小ǢルプスƷ山ᙍ そƹϼ 来ㆰƷ そƹƷ花 

 

1. 南ƴ森山ƕ見えǔ࣓方ƷƷ東入ӝ ࣓方؉山Ʒ山ᙍ 広尾Ʒ   

 

    南ƴ森山ƕ見えǔ࣓方ƷᣂƷ東Ʒ入Ǔӝ 広尾ƷƷǳスモスလ  2017.10.11. 

  



  2. ࣓方Ʒ田園Ʒ中ځ ؉山ƕ見ㄦǖƢ 高လƷ 

 

  

   

 



 

   

  3. ࣓方Ʒ田園Ʒ中ځ ᡛ電線ƕ渡ƬƯǏƘ東坂Ʒ  

 

   

 



     4. ؉山Ʒ҅側 Ⴤ道ᲫᲰᲰӭ線沿いƷ山間 ᕃᰳఎؔƷ ࣓方ހƷ 

          ࠰硻ƴƳǔƱ ᕃᰳƱǳスモスƷ花ƕǛࢢǔ山ӳいƷ 

  

  

 

    



   5. ࣓方Ʊ小Ʒ境  硩တ ܱǓ硻ᑥ  

     ހƷƔǒ山ƋいƷ࣓方Ɣǒ小へ抜ƚǔ一本道Ⴤ道166ӭǛ東へ  

 

  

 



    6. 小ǢルプスƷ山ᙍ そƹϼ 来ㆰƷ そƹလ & ǳスモス 

  

              小ǢルプスǛᏑƴ小市来ㆰƷᕃᰳလ  2017.10.11.         

 

࣓方ހƷƔǒ東へ 硩တǛ乗Ƭ越ƢƱ小ǢルプスƷ҅側 

ьӞ川西ެƷ丘ᨒ地ƴ広ƕǔ来ㆰŵJR ьӞ川線ƕ JR 小ထᬜ

ǛኺƯŴьӞ川ƴ沿ƬƯ҅ƴƞƔƷǅǓŴ 

川Ʒ対ެƸ小Ʒ市街地ƕ広ƕƬƯいǔŵ 

ƜƷ小ǢルプスƷ山ᙍ沿いƷ丘ᨒ地Ʒ田園地࠘Ʒ中ƴ特ငƷᕃᰳ

လƕໜנƠŴ白い花ƕ満開ŵ 

そƠƯŴそƷ向ƜうƴƸ小ǢルプスǛᏑƴǳスモスလƕƋǓǇ

Ơƨŵ  

  

 

小Ǣルプス҅麓Ʒ田園地ƴᨩƢǔᕃᰳလƱǳスモスလ 2017.10.11. 



 

今࠰Ƹମ࠰ǑǓŴ5日ǄƲଔƔƬƨƷưŴ࣓方Ʒ田園ƸА入ǕƕڼǇƬƨƹƔǓưŴ一面᰾ᑥŵ 

そƷ向ƜうƴピンクƷ࠘ƷǳスモスလƷእ晴ǒƠいᑥǛ見ǔƜƱƕưƖǇƠƨŵ 

ǳスモス満開ƴ少Ơ前ƩƬƨƜƱǍ休᎓田Ǜ̅ƬƨǳスモスလƷ場所ǋ少Ơ碉ѣƠƯいƯŴイメヸǸƠ

ƯいƨいƭǋƱƸƪǐƬƱ違Ƭƨᑥƕ見ǕƨƷǋうǕƠいŵ 

ǇƨŴ少ƠଔƔƬƨƓƔƛư ᕃᰳƷင地 ހǍ来ㆰƷƴƸ ǇƩ白い花満開ƷそƹလƕസƬƯ

いƯŴそƹလƷ美Ơいᑥǋ見ǔƜƱƕ出来ǇƠƨŵ 

 ࠰新Ơいႆ見ƕƋǔ東છ砹Ʒ硻 今࠰ǋうǕƠいǳスモスǛᚧƶǔ࣓方ƷưƠƨŵ 

 

ƾƬƱ気ƴƳƬƯ ᕃᰳƷ花ƴ花言ᓶƕƋǔƔƱᛦǂƯǈǇƠƨŵ 

日本ưƸጃ文時代ƔǒఎؔƞǕƯƖƨžᕃᰳſŵ そƷฌ౻Ƴ白い花ƴƸ そǜƳ生い立ƪǛ象ࣉƢǔ

言ᓶƕ並ǜưいǇƠƨŵ 

 

ǇƨŴ硻 一面᰾ᑥ

ƴƳƬƨ田園Ʒピンク

Ʒ࠘ƕƴそǑƙŵ 

花一輪一輪Ʒࣱ̾ႎƳ

主ࢌƸƳいƕŴ心地Ǒ

い硻Ʒ田園Ǜ࠰見Ƥ

ƯƘǕǔǳスモスŵ 

ฌ౻Ƴ花ƴ心ڞわǕǔ

うǕƠい2017ܱǓƷ

硻ƷᚧǕưƢŵ 

 

  

2017.10.11.  

by Mutsu Nakanishi 

 

 

 



 

࣓方東坂ƷǳスモスလƔǒ眺Ǌǔ࣓方Ʒ田園μ 2017.10.11.  

  

 

   



     ２０１７年秋  今年の秋の展覧会にも いくつか足を運びました 

    1. 兵庫県陶芸美術館特別展「今右衛門の色鍋島 煌めく人間国宝のわざと美、そのルーツ 展」 

    2. 京都博物館 2017秋特別展「国宝展」久しぶりに縄文のビーナス・女神たちに出会ってきました 

   

陶芸の郷 丹波立杭 兵庫県陶芸美術館特別展 

  1.「今右衛門の色鍋島展」煌めく人間国宝のわざと美、そのルーツ 2017.10.14. 

  

１０月秋も半ばになっても まだ天候不順がつつぐ１４日 霧雨交じりの曇天でしたが、家内と二人で丹波

立杭の陶芸美術館へ。兵庫陶芸美術館で開かれている特別展「色鍋島 今右衛門展」に行ってきました。        

日本の磁器が佐賀県有田で生まれて約400年。その有田焼400年を牽引してきた柿右衛門窯と今右衛門

窯。その今右衛門窯が受け継いできた色鍋島の特別展。  

山口県美祢で約７年仕事をした時代に、何度となく有田を訪れ、窯元が立ち並ぶ有田焼の街中を歩いたこと

が、何度かあり、柿右衛門窯の展示館を訪れたこともある。しかし、今右衛門窯の「色鍋島」の系統的な歴

史展示や展覧会を見たことはなく、是非とも見たかった特別展。  
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人間国宝１３代・１４代今右衛門さんの作品に至る「色鍋島」の歴史展示が見られる。 

素晴らしい色鍋島の繊細緻密な落ち着いた美しさに触れるとともに、１４代今右衛門さんが編み出した金属

釉が作り出す世界の楽しみにも触れることができたうれしい特別展でした。 

 

    ◎ 柿右衛門窯の赤絵                                                               

    乳白色の地肌に赤色系の上絵を焼き付けるという日本で初の赤絵付けの技法を 

   開発し、海外輸出を契機に様式を確立した柿右衛門窯。   

                

    ◎ 今右衛門窯の色鍋島 墨はじき                                                      

    一方、鍋島藩の御用窯として高級磁器 鍋島焼の技法と伝統を受け継ぎ発展させ、 

  「墨はじき」の技法をあみだし、「吹墨」「薄墨」「吹重ね(吹墨と薄墨を重ね合わせた 

    新技法)」の技術を色鍋島に確立。伝統に新しい風を吹き込み、色鍋島の評価をさらに高めました。  

     

 



 

13代・14代今泉今右衛門の作品を主に色鍋島・鍋島焼 370年の歴史・作品の流れが見られる展覧会。 

素晴らしい色鍋島の世界に魅了されました。  

 

鍋島藩窯で製造された色鍋島。３７０年の伝統を受け継ぎつつも、新しい技法を次々と注ぎ込んで、新しい

色鍋島を世に出してきた佐賀県有田の「今右衛門窯」。 

古伊万里はほとんどが絵の具で線描きされているのに対し、手間のかかる墨はじきを使って背景のトーンを

微妙に抑えるのは、鍋島焼だけが使う特徴。  

伝統の中に独自の表現で色絵磁器の造形美を追求し、「吹墨」・「薄墨」・「吹重ね」などの技法で現代の色鍋

島を創作した十三代今右衛門。墨で文様を描き、その上を染付で塗り、その後、素焼の窯で焼くと 墨が飛

んで白抜きの文様が現われる当14代が編み出した技法「墨はじき」。 

この技法はさらに「雪花墨はじき」の技法として結実する。  

 



また、14代が編み出した金属「プラチナ」釉の作品には金属屋で

ある私には「金属の持つ魅力」を呼び起こしてくれたうれしい作品

でした。  

青と白を基調とした絵柄の中に 金属「プラチナ」釉で緻密に描き  

こまれた絵柄が陽光に光沢を放ち輝き、見る方向で逐次変化する。  

絵付けされた図案に調和しつつも、愛でる度に見る人それぞれが発 

見する美しさと斬新さ。それを環境・時間が変化しても光沢を失わ

ぬプラチナが存分に引き出している。 

ついつい忘れがちな金属光沢の放つ魅力を再認識させてもらいました。  

                             

   

13・14代人間国今右衛門さんの素晴らしい作品の数々とともに、久しぶりに磁器をゆっくり愛でる時間を持て

たうれしい特別出んでした。 掲載したphotoは特別展のパンフレットと撮影が許可されていた今右衛門窯の

四季飾りの作品展示並びに一部インターネットから転機させていただきました。ご承知ください。  



    2. 京都国立博物館２０１７秋特別展「国宝展」  2017.10.27. 夕 

         久しぶりに縄文のビーナス・女神たちに出会ってきました 

京都国立博物館2017秋

の特別展「国宝展」で縄文

のビーナスや女神の土偶が

そろって展示されていると

聞く。 

「今年はなおさら。是非と

も出会いたいなあ」と。 

国宝が勢ぞろいする特別展 

大勢の人出を見越して、夜

８時まで開館されている１０月２７日金曜日の夕方に出かけました。国宝勢ぞろいで、力が入っているようです

が、今回の目的は縄文のビーナス・縄文の女神 そして十日町の火焔土器。 出会えるだけで、満足とせねばと。 

 

 「日本人の心の故郷 縄文」 人類が絶滅の危機を乗り越えてこれたエンジンは「相手を思う心」にあった。 

  そんな証が日本の縄文。世界に類例がない約１万年の長きにわたって途絶えることなく永続した日本の縄文 

     厳しい環境の中にあって そんな平和なくらしの象徴が 縄文のビーナス・縄文の女神 

 教科書から縄文が消え、縄文を知らぬ人が多い。 縄文の世界遺産登録にはなかなか理解が得られない。 

 でも 日本が世界に誇れる一番が縄文。世界の平和が一番脅かされている時代の今  

  こんな時代だからこそ「日本人の心の故郷 縄文」に眼を向けてほしいと。  

 

   ◆ 【和鉄の道】 日本人のふるさと 縄文  縄文の心を映すストーンサークルを訪ねる  &  縄文掲載リスト 

       ◎ http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/jyomonslide.htm 

       ◎ http://www.infokkkna.com/ironroad/2014htm/2014mutsu/fkobe1406B.pdf 



     【記録Photo】 大阪港の渡しwalk     2017.10.27.  

 

 

  

大阪の街は淀川の河口に発達したいくつもの島や砂

洲の上に発達した町。 

高度成長期に沖に南港の人口島が造成されるまでは、

港も工場もみんな河口から奥へ川岸に沿って広がり、

川筋をトラバースするため、川筋にはいくつも渡し場

がありました。この渡船は道路の一部なので、公営で

無料で人と自転車が通行できる。 

大きな橋がいくつも建設され、バス・地下鉄ができた

現在も、対岸へ渡るには公共交通や橋を渡るより渡し

で渡るのが一番の生活手段である事情はかわらない。                   
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地図を見ると船が横付される工場群が川筋に並び、おいそれと橋が架けられず、高所を渡ってゆく橋を見上

げれば、船の渡しの方がはるかに早く便利なのです。 

自転車も一緒に乗れる渡しは通勤・通学・買い物そして近年は観光にも。   

 

私にとってはいつも頭の片隅にしまいおかれている場所。  

大阪市に勤めていた父が、退職後２度の勤めで通ったのが、大正橋の木津川沿岸で仕事する小さな会社の集まり

の協同組合で、「大正橋」「三軒家」「泉尾」「天保山」「築港」・「安治川」「市岡」「野田阪神」「九条」などの大阪

港周辺の地名には今も親しみを感じている。でも、その大半には名前ほど街中を意識して歩いたことがない。 

また、大阪港の渡しには何度となく連れて行ってもらったが、その場所についての記憶もほとんどない。   

みんな遠い小さなときの記憶で 名前・地名ほどにははっきりした記憶はない。  

また、大学４年の夏現場実習で日立造船・築港工場に約１ケ月通ったのですが、そのすぐ横にも船町の渡船場が

りました。  

インターネットで、大阪港の渡しのマップを見つけ、地図を引っ張り出して、今も残っている大阪港の渡し並び

に港の街歩きをやってみたいと地図に 「自分の記憶を呼び起す大阪港の渡し巡りのコースを作りました。  

大阪港の渡し巡りの WALK 快晴になった１０月２７日の朝 神戸を出て阪神電車なんば線に乗り、スタート

に決めたJR西九条駅へ。 一日大阪港の渡し場巡りで撮った大量の渡船場周辺のPhoto。  

またどこかで記憶を呼び起す材料になればと独りよがりの大阪港の渡しwalkのphoto album のファイルです。

 

  



 

【1.】大阪港の北西端 此花区の桜島から南の港区天保山へ安治川を渡る安治川渡船場 

大阪港の渡し巡りの WALK 快晴になった１０月２７日の朝 神戸を出て阪神電車なんば線に乗り、スタート

に決めたJR西九条駅へ。そこから、JR夢咲線に乗り換えて桜島へ。 

   

    

 



  

   

 

  

    



  【2】明治から昭和 外航船が接岸できる海港 埋め立てで建設された大阪港 大阪築港「天保山」  

   

◎開港１５０年記念停泊中の日本丸・海王丸  ◎かつて日本一低い山として国土地理院の地図に掲載された天保山 

   

 

【3】天保山から港大通りを北へ 港区中央の街を歩いて朝潮橋から東へ尻無川渡船場へ 

   

   

 

 



 

 

【4】尻無川の甚平渡船場 尻無川を東に渡って大正区北恩加島へ 

そこから南へ町中を抜けて 北恩加島の南西端 千歳橋の袂 千歳渡船場へ 

  

  

  



  

 

 

   【5】千歳渡船場の横から 同じく南の鶴町へ安治川の河口を渡る大きな千歳橋の歩道を歩く 

        非常に高い場所を渡る橋 生活道路として使う困難さの体験と大阪港の内向を高所から眺める 

   

  



 

  

    

  【6】北恩加島の千歳渡船場から尻無川の河口・大阪港大正内港を南の鶴町へ渡る 

    そこから鶴町の街を南へ歩いて、木津川運河を南の船町へ渡る船町渡船場へ 

 



  

 

  



  【7】鶴町の南側 木津川運河沿いの船町渡船場 

大阪港(北港)の最南端 船町に渡り、西船町からバスで大正区の中央へ戻り、木津川川沿岸へ 

 

  

  

 



  

 

  

 



【8】大正区の中央 平尾のバス停で降りて、大阪港の一番東側を流れる木津川へ 

木津川を東の市街地西成区へ渡る落合下・落合上渡船場 

  

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



  

  



 

【9】西の大正通りへ戻り、泉尾のバス停から JR大正駅へ出て 大阪港の渡しwalkを終わる 

 

 



 

 



 

 

 



 


